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　たぶん、小学校二年生のときだ。

　ケイドロをやっていて迷子になったことがある。

　当時、小学生男子が夢中になっていた遊びだ。ドロボウと警察に分かれて行う鬼ごっこのようなもので、人数が多いほうが面おも白しろいから、近所中の子供に声がかけられた。

　悠ゆう歩ほは身体が小さく運動も苦手だったので、あまり乗り気ではなかった。だけどみんなと一緒にいたくて、イヤだとは言えなかった。

　誰かがいつもより人数が多いからドロボウの逃走範囲を広げようと言い出した。一人は悠歩が小さいからと反対してくれたけれど、けっきょく、多数に押されてしまった。

　悠歩はドロボウで、一番年下だからと最初に逃がしてくれた。

　必死で逃げて、気がつくときたことのない公園に迷い込んでいた。周りを見渡してみても、知った景色が見あたらない。

　遊具で遊んでいた見知らぬ子供たちは、一人、また一人と帰っていく。犬の散歩をしているおじいちゃんが心配そうにこちらを眺ながめながら通り過ぎていった。

　帰り道を探さなくてはと思うのに、足が痛くて歩けなくて、近くにあったベンチに座り込んだ。

　心細かったけれど、泣かなかった。以前、デパートで迷子になったときも、じっとしていたら母が捜しにきてくれた。

　だから今日も、おとなしく待っていたら必ず誰かが探してくれる。そう信じて、ベンチの上で膝を抱かかえた。

　陽が暮れて、もう家には帰れないんじゃないかと焦あせり始はじめた頃、自分に向かって走ってくる人影があった。

　見つけてくれたのは、お隣に住んでいた少し年上の友達だった。逃走範囲を広げることを、悠歩がいるからと反対してくれた子だ。

　辺りはもう暗い。だけどシルエットで彼だとわかった。背が高くて手足が長くて、少し伸びた髪が夕風に揺れていた。

　息を切らせながら、彼は悠歩の顔を覗のぞき込こんでくる。暮れ残った太陽に反射してきらっと光ったのが、眼鏡めがねのレンズだったのか眦まなじりに浮かんだ涙だったのかは、わからなかった。

　座り込んだまま動けずにいると、ポン、と肩を叩かれた。

「悠歩……捕まえた」

　その声を聞いた途端、涙がぽろぽろこぼれたのを、よく覚えている。
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　夕方の空気はなんとなく慌ただしく、店の前を行き交う人は誰もが急ぎ足に見えた。

　ガラス越しに人波を見ながら、辻つじ悠ゆう歩ほはディスプレイの埃ほこりを払う。

　白いシャツに黒のズボン、ダークグリーンのタータンチェックのベストが、この店の制服だ。小こ柄がらで幼い顔立ちの悠歩が着ると、学生みたいだとよく店長にからかわれた。

　悠歩は、コンフォートシューズ店ＧＥＨＥＮゲーエンに勤めていた。関東では悠歩が勤める東京店も含め、二店舗を展開している。

　国内での知名度は低いが、ヨーロッパでは医療補助としても推すい奨しょうされているドイツのブランドだ。

　多少値は張るものの、リペアしながら大切に履はくことを覚えると、靴くつが愛いとおしく思えてくる。

　一緒に人生を歩いていく相棒だ。

　本気でそう思えるから、接客にもつい熱が入ってしまう。

　十八歳のときに販売員として就職して、今年で四年目になる。

　人見知りな性格で接客業に就いたことを家族は心配していた。それでも悠歩はＧＥＨＥＮの靴を愛用していたから、すらすらと薦すすめる言葉が出てくる。

　春先は靴を新調する人が多くて忙しかったが、四月に入ってようやく落ち着いてきた。

　閉店三十分前のこの時刻、女性店長は事務所に引っ込んでしまって、店には悠歩一人だった。

　整然と並んだ靴を眺ながめながら、今日はもうお客はこないのかと思っていたとき。

　入り口のドアが開き、悠歩は反射的に振り返り笑顔になる。

　だけどいつもなら元気よく言えるはずの言葉に詰まる。

「いらっしゃい……ませ」

　驚きに目を見開いている悠歩に、その人は少し困ったように微笑ほほえみ、軽く手を挙げた。

「悠歩、久しぶり」

　立っていたのは、若いサラリーマンだ。長身に紺色のスーツ。春らしい桜色のシャツに青いネクタイが爽さわやかな印象だった。

　細ほそ面おもてで優しい印象だが、どこか自信を感じさせる凜りんとした瞳。ツーポイントの眼鏡めがねが涼しげに彼の表情を彩いろどっていた。

　悠歩は思わず、言葉を失って男を見つめる。

　彼が、異性同性問わず視線を奪われるような美び貌ぼうの持ち主だというだけではない。

　見間違えるはずのない、面おも影かげ。大人っぽくなったけれど親しげな微笑みは変わっていなかった。

「お兄ちゃん……」

　思わず、子供の頃の呼び名が口をつく。

　本ほん間ま隆たか史ふみはお隣に住んでいた、四つ年上の幼なじみだ。兄弟のいない悠歩は彼を本当の兄のように慕したっていた。

　東京の大学へ進学し、就職して大阪に行ってしまった。彼が実家に帰省してもあまり顔を合わせることもなく、すっかり疎遠になっていた。

「大阪に行ったんじゃ……？」

「この春、こっちに転勤になったんだよ」

　ゆっくりと店内を見渡した後、まっすぐに悠歩を見つめてくる。眼鏡越しの視線は昔と変わらず、優しい。

　眼鏡、変えたんだな……。

　悠歩は心の中で呟きながら、改めて隆史を見る。

　以前よくかけていたのは、黒のスクエアのフレームで、いかにも優等生という感じだった。

　それに比べて今のツーポイントはフレームがなく、素顔に近く柔らかい印象だ。隆史のすっきりと整った容よう貌ぼうによく映はえる。

　相変わらず格好いいな。いや、以前よりもっと……。

　そう思いながらぼんやりと見つめていると、隆史は少し困ったように眼鏡のブリッジを上げる。

「靴、合いそうなのを見立ててくれる？」

「あっ……は、はい！　ではまず、カルテをお作りいたしますので、こちらへ……」

　悠歩は戸と惑まどいを必死で隠しながら、隆史を店内奥に案内し、計測器を取り出す。

「し、失礼します……」

　靴を脱いでもらい、悠歩は隆史の前に跪ひざまずいた。

　ブランノックデバイスとメジャーで足長、足幅を計測し、数値をカルテに書き込んでいく。

　隆史の足は日本人男性の標準的なサイズで、土踏まずのアーチがしっかりとあり、若じゃっ干かん、甲こう高だかだった。親指から小指までゆるやかに曲線を描く、綺麗な形をしている。

　幼なじみとはいえ、こんな至近距離で足をまじまじと見たことはない。

　妙にドキドキしてしまって、悠歩はなかなか顔を上げられずにいた。

「へぇ、こんなふうに測るんだ」

「ご自分の足のサイズを正確に知っているお客様は意外と少ないんです。特に男性は、大きめのサイズをお履きになっている場合が多くて」

「ああ、俺もだな。本当は革は伸びるからダメって聞くけどつい、楽だからと思って」

「はい。あ、伸びるのはほぼ幅のみなので、丈たけはジャストサイズで選んでいただくのがいいです。お客様に合いそうな型のものをいくつかお持ちします」

　何な故ぜだか早口になってしまう。速くなる鼓こ動どうを宥なだめながら、悠歩は棚たなに並んだ靴に視線を走らせる。

　悠歩が選んだのは、黒のプレーントゥとストレートチップの二足だ。男性客にはベーシックで応用範囲の広いものを最初に薦めている。女性と違って、手持ちのものとデザインが被かぶるという理由で敬遠したりはしないし、靴の良さをわかってもらうにはやはり定番の物から試してもらいたい。

　隆史はしばし靴を手に取りそのフォルムを確かめた後、おもむろに足を入れた。ズボンの裾すそが軽く上がり、靴下に包まれたくるぶしが見えた。するりと形のよい足が靴に収まる瞬間、なんだか妙に胸が騒いだ。

　靴を履いて鏡の前に立つ隆史の姿は、しばらく見ない間にずいぶん大人びていた。紺色のスーツを着ても誰も就活生や新社会人と見間違うことなどないくらいに。

　販売の仕事をしているとわかる。スーツを着こなすには、ある程度の年数と経験が必要だと。スタイルのいい若者よりも、少しくらいおなかが出ているおじさんのほうがスーツ姿がしっくりくるのは、そのせいだと思う。

　隆史からは爽やかな雰ふん囲い気きと、堅実に仕事を重ねてきた自信が窺うかがえる。

　その表情に、隔へだてた月日を感じた。

　前に隆史と会ったのは、彼が大学を卒業し、下宿を引き払うときだ。悠歩も、引っ越しの荷作りを手伝いに行った。

　あのときから背の高さは変わっていないけれど、優しげだった顔立ちが男っぽくなった気がする。

　仕事はデパートの販促企画部だと聞いていた。洗練された雰囲気をまとっているのは、仕事柄、品質のよいものに囲まれているからだろうか。

　背筋がしゃんと伸びて、美しい立ち姿だった。
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　スーツ姿に見とれていると、鏡を見ていた隆史が、くるりとこちらを振り向く。

「足にいい靴って見た目はいまいちってイメージだったけど、意外に細身のデザインなんだな」

「ええ。ヒールとアウトソールは伝統的な製法とは異なりますが、ＧＥＨＥＮの靴はクラシカルでエレガントな物が多いんですよ」

「心なしか、脚が長く見えないか？　これ」

「元から長くていらっしゃるんですよ」

　そう返すと、隆史は目を丸くして、それからくしゃっと笑った。嬉しそうな顔だ。

「大人になったな、悠歩。お世辞を言えるなんて」

「お、お世辞なんかじゃないです……っ」

　思わず力が入ってしまい、顔が赤くなる。それを見て、隆史は親しげな表情でまた、笑ってくれた。

　二人の間の空気が解けた気がして、悠歩はほっとして肩の力を抜く。

　さっきから気になっていたのだ。いくらお客様とはいえ、幼なじみの隆史には他人行儀すぎるような気がして。

　だけど隆史が笑ってくれたから、少し気持ちが和なごんだ。

　隆史も同じことを思っていたのか、先ほどよりも一歩距離を詰め、声のトーンを落として問いかけてくる。

「身体は……大丈夫なのか？　立ち仕事、きついだろう」

　隆史の視線が自分の足元に注がれている。それを気にしないそぶりで、悠歩は跪いたまま、隆史の踵かかとやつま先を靴の上から触れ、足の入り具合を確かめた。

「大丈夫……です。立ち仕事なら慣れました。登山したり走ったりするわけではありませんから」

「そっか。頑張ってるんだな、悠歩」

　親しげに目を細め、隆史は微笑む。こんな表情は、子供の頃と変わっていない。

　いつも、優しく自分を見つめてくれていた、お兄ちゃんの目だ。

　悠歩は先天性の踵しょう足そくだった。つま先が反そり返かえってしまう症状で、生後すぐに矯きょう正せいギプスを着けた。幸い、早期の処置で悠歩の足には変形が残らず、小学生になる頃には治療を終えることができた。

　それでも、子供の頃には辛つらい思いもした。日常生活に支障がないとはいえ、身体を動かすことは苦手だ。

　徒競走はいつもビリだし、マラソンは途中で棄き権けんすることが多かった。遠足も常に先生と同じ班で、クラスメイトと一緒に回ることはできなかった。

　みんなと違う。その意識が、悠歩を少しずつ、消極的にさせていった。

　大人になって接客業を選んで、コンプレックスは克服できたと思う。幼い頃から足に悩みがあったから、親身になって靴を選ぶことができる。自分自身も、ずいぶんＧＥＨＥＮの靴に助けられてきた。

「……いかがですか？　甲の部分が若干、当たるようですが……痛みはありませんか？　他のデザインや色もお持ちしましょうか」

「いや、いいよ。きつい感じはしないし。このストレートチップのやつが気に入った」

　隆史は満足そうに自分の足元を眺める。

「そうですね。ストレートチップのほうが、つま先に皺しわが入りにくいですし。どうぞおかけください。お手入れの方法をご説明いたします」

　隆史は社会人になって四年、しかも大手デパートの企画部に勤めているのだから、靴の手入れくらいは知っているだろう。

　だけど悠歩は、丁寧に隆史をソファに案内し、手入れの方法を説明した。二日続けて履かないことや、雨に遭あってしまったときの対処法。彼も『それくらい知っている』などとは言わず、頷きながら聞いてくれた。

「しっかりやってんだな。資格も取ったんだ？」

　ベストにつけた胸きょう章しょうを見て、隆史は感心したように言う。

「この間取得したばかりですし、初級ですから……まだまだ、勉強中です」

　シューフィッター初級は、三日間の講義を受けた後、いくつかの課題をクリアして取得できる。販売経験が三年必要で、課題の消化にも一年ほどかかる。入社したときから計画を立てて勉強もしてきたから、悠歩は最短で資格を取得できた。

「甲の部分は気になるようでしたらシューストレッチャーで少し伸ばすことも可能です。微調整はいつでもお気軽にお申しつけください」

　サービスでつけている靴クリームや小さなブラシを丁寧に靴と一緒に箱に詰め、紙袋に収めた。

　店先まで見送り紙袋を手渡すとき、微かに指先が触れた。

　ほんの一瞬なのに、体温を感じる。

「なぁ……また、会えるか」

「え……」

　ドキリとした。靴のことならすらすらと話せたのに、咄とっ嗟さに返事ができない。

「……悪いな、仕事中に話し込んで。気が向いたら連絡してくれ。携帯、変わってないから」

　そう言って隆史はきたときと同じように、軽く手を挙げる。

　笑った顔は、少し寂しそうだった。







　悠歩の自宅は都内の職場から電車で三十分ほどのところにある。二階建てで少々古さは目立つものの、この辺りでは平均的な住宅だった。

　急行の停まらない駅前には食品スーパーとコンビニ、レンタルビデオ店と書店が並ぶ。それから小さな商店街に飲食店がいくつか。悠歩が暮らすのは、そんな街だった。

　高校のときのクラスメイトは、何もないところだと嘆なげいて、しょっちゅう都内まで出かけていた。

　だけど悠歩は、往復交通費でマンガが二冊買えるかと思うと、わざわざ出かける気にはならない。

　基本的にインドアな悠歩には、これくらい静かなほうが過ごしやすい。買い物があればネットで注文すればいい。悠歩自身が不便だと思ったのは、シューフィッターの資格取得のため都内へ通わなければいけなかったことくらいだ。

　早番の日は、まっすぐに帰ると八時までには家に着く。両親はできるだけ揃そろって夕食を取りたいからと、早番のときには悠歩の帰りを待っていてくれた。

「悠歩、隆史くんから連絡きた？　こっちに帰ってきてるらしいわよ。今日、お母さんとお茶したときに聞いたの」

　悠歩の母と隆史の母は仲がいい。隣同士、昔はよく二家族で出かけたりもした。

「前はうちによくご飯食べにきてくれたわねぇ。お母さんもまた隆史くんに会いたいわ」

「ん……そうだね」

　悠歩の気のない返事などお構いなしに、母は話を続けた。

「でも、また一人暮らしなんですってね。ほら、実家はお姉さん夫婦が同居してるでしょ？　お子さんも二人目が生まれて手て狭ぜまだからって」

「そうなんだ」

　言いながら、味み噌そ汁しるを飲む。相づちを打つタイミングで食べ物を口に運ぶのが、悠歩なりに編み出した母の話を聞くコツだ。食べながらだと、返事が短くても気にしていない様子だ。

　特に今日の悠歩の返答は素っ気ない。隆史のプライベートを詮せん索さくするような話は、聞きたくなかった。

　自分だってよく知らないし。第一、男同士で家庭の話を事細かく報告し合ったりはしない。

「隆史くんももう二十六歳よねぇ。いい人いないのかしら。お母さんから聞いたんだけど、一度も彼女を連れてきたことはないって」

　母の話を遮さえぎるように、父が小さく咳せき払ばらいする。それから何も言わず、テーブルを離れてテレビの前に陣じん取どった。母がうわさ話をすると決まって、父は真っ先に逃げ出す。

　いつものことなので気にも留めず、母は話し続ける。

「隆史くん、モテそうなのにねぇ。格好いいし優しいし。ねぇ、悠歩」

「ん、モテるんじゃない？　ごちそうさま」

　お茶を飲んで一息ついた後、母のおしゃべりを振り切って、食器を片づけ自室に戻る。父同様、悠歩もうわさ話は苦手だった。

　楽しいおしゃべりにならもう少しつき合ってもいいのだけど。

　自室に引っ込むと、真っ先にパソコンを立ち上げ、鞄かばんからポータブルゲーム機を取り出した。

　足の変形は克服したが、スポーツが苦手なのは相変わらずだ。仕事の後も寄り道はしないし、休日は家にいることが多かった。

　子供の頃からインドアなのは変わらない。それでも、以前は外に連れ出してくれる友達がいた。

　お隣に住んでいた、隆史だ。

　ケイドロで迷子になった悠歩を見つけてくれたのも隆史だった。逃走範囲を広げるのに反対してくれたのも彼だ。

　子供の頃は、いつも一緒にいた。気弱でみんなの輪に入れない悠歩の手を握って、仲間に入れてくれた。

　走り回るのは苦手とはいえ、たくさんの友達と遊ぶのは嫌いではなかった。一人っ子だから、寂しかったというのもある。

　母も、隆史と一緒だと安心したようだ。明るく社交的で勉強もできて、優しい。隆史の周りにはいつも人がいた。友達からはもちろん好かれていたし、大人受けもよかった。

　悠歩にとっても憧あこがれの、お兄ちゃんのような存在だった。

　いつか彼みたいに芯が強くて優しい男になれたら、そう思っていた。

「そういえば、子供の頃から女子に人気だったなぁ……」

　特に小学校高学年頃からモテ始めて、バレンタインにはよくチョコレートを分けてもらった。その頃は、いろんな種類のチョコレートが食べられて嬉しい、くらいにしか思わなかった。

　だけど年齢が上がるにつれ、さすがに女の子に申し訳ないと感じるようになった。高価そうなパッケージや手作りのチョコレートを見ると、隆史を思う女の子の影がちらついてお菓子を味わうなんてとてもできない。

　チョコレートを一緒に食べようと言わなくなったのは、隆史が高校生になった頃からだ。

　急にモテなくなったわけではないだろう。

　本命ができて他の子からもらわなくなったとか、そんなところと思う。

　本当のところはわからない。好きな子がいるとか、彼女ができたなんて話はしたことがなかった。

　その頃から一緒に遊ぶことは少なくなっていた。

　当然のことだ。いつまでも子供のままではいられない。お互いに成長して別々の世界を築いていく。

　隆史は高校の友達と遊ぶことが多くなり、悠歩は悠歩なりに、趣味の合う友達を見つけて放課後や休日を過ごした。

　スポーツに夢中になることも恋をすることもなかったが、楽しい学生生活だった。

　いつしか、悠歩の日常から幼なじみのお兄ちゃんはいなくなっていた。

　それが健全で、普通のことなのだ。

　隆史との距離を感じる度たび、自分に言い聞かせた。そう考えることで、気持ちを紛まぎらわせていた。

　寂しい、離れたくない、いつも一緒にいて欲しい……そんな、気持ちを封じ込めた。

　少しずつ疎そ遠えんになって、そのうち、年賀状で近況を送り合うのが唯ゆい一いつの繫つながりになる。

　幼なじみとは、そういうものだ。隆史もそう考えているのだと、思っていた。

　だから、四年前の出来事は今も、どう受け止めていいのかわからずにいる。







　大阪での就職が決まり、隆史は慌ただしく引っ越しをすることになった。

　隆史からはいらないと言われたが、悠歩は半なかば強引に東京の彼の下宿に押しかけ、荷作りの手伝いをしにいった。

　隆史は実家の荷物も大半、新しい部屋に送ったらしい。それを、母から聞かされた。

　ますます隆史が自分から離れていきそうで、怖かった。

　片づけが一段落すると、ダンボール箱をテーブル代わりにしてコンビニで買った弁当を食べた。

　一息つくと悠歩は姿勢を正し、隆史に向き合う。

「隆兄、卒業と就職、おめでとう」

「ああ、ありがとう。悠歩もな。靴屋に勤めるんだっけ。立ち仕事、大丈夫なのか」

「うん、平気。今日だって、全然元気だよ」

　本当は疲れていたけれど、悠歩は明るくそう言って笑った。すると、大きな手のひらが頭の上にぽん、と降りてくる。そのまま、ぐりぐりと撫なでられた。

「そうだな、お前が頑張ってくれて、本当に助かったよ。一人暮らしでも、けっこう荷物ってあるもんだな」

　言いながら、隆史はダンボール箱だらけの部屋を眺める。大学生の下宿らしい、手狭なワンルームだ。

　この部屋で、隆史は四年間過ごしていたのだなとぼんやりと思う。

　悠歩の知らない四年の間に、いろんな友達がきただろう。隆史は何も言わないけれど、たぶん……女の子も。そう思うと、備えつけのベッドが急に生なま々なましく見えて目を逸そらす。

　彼が大学に進学してからは交流も減っていたから、悠歩がこの部屋を訪れたのは今日が初めてだ。

　そして今度は、もっと遠いところへ行ってしまう。

　隆史は沈しずんだ顔の悠歩を心配そうに見つめてくる。

「慣れないことをして、疲れたか？」

「大丈夫だってば」

　笑ってみせても、頰が強こわ張ばってしまう。さっきから、寂しい想像が頭から離れない。どうしてこんなに、寂しくなってしまうんだろう。

「そのうち、靴を買いに行くから、悠歩が見立ててよ」

「うん、待ってる」

　大きく頷いて、悠歩は微笑む。隆史も笑って……その笑みはすぐに寂しげに曇くもった。隆史は悠歩から視線を逸らし、窓の外を見る。まだ浅い春の夜はうすぼんやりと曇っていた。

　ちらりと腕時計を見て、隆史は黙り込む。

　もう、帰ったほうがいいのかもしれない。隆史も疲れているだろうし、この部屋から家までは一時間半はかかる。

　次はいつ会えるのだろう……。夏には帰省するのだろうか。

　そのときには、少しでも一緒にいられる？

「隆兄……実家に帰るときは、連絡してね」

　昔みたいにとは言わない。お互い、もう子供ではないから。

　わかっている。けれど。

「隆兄がいないと……やっぱ、寂しい」

　俯うつむいたまま、悠歩は小さな声で呟く。

　寂しい。寂しかった……ずっと。

　お兄ちゃんみたいだといくら思っても、本当の家族ではない。

　少しずつ隆史が離れて、知らない、大人の男になっていく。いつまでも自分のお兄ちゃんではいてくれない。

　それに気づいたときから、ずっと、寂しいと思っていた。

　返事が聞こえなくて不安で、顔を上げることもできなくて、悠歩はそっと隆史の袖そで口ぐちを摘つまんで引っ張った。

　ひと言、わかったと言って欲しかった。

　また会おうって。

　それだけでよかった。ちゃんとした約束じゃなくていい。

「……悠歩」

　静かな声で名を呼ばれ、悠歩はゆっくりと視線を上げた。隆史は硬い表情をしている。何を言うのだろうと、緊張した。

　今まで見たことのないような、真剣な表情で、隆史は見つめてくる。言いづらいことかと思い、悠歩は身を硬くした。

　もう会えない。そう言われるかと、思った。

　実家に帰るからといって、悠歩に連絡する義理はないのだ。他人なのだから。

　今までは、お隣だから、子供だからと甘やかしてくれていたのかもしれない。

　隆史は優しいから、気弱で足が悪かった悠歩を、放っておけなかった。ただの親切心からの行動だった。

　大人になれば生きる世界は変わってしまう。別々の人生を、歩み出す。

　隆史は先にそれに気づいて、悠歩の成長を待ってくれていただけ。

　いつまでも甘えるなと、言われるのかな……。お前のお兄ちゃんじゃない、って、言われるのかな……。

　緊張しながら、悠歩は隆史を見返した。

　厳きびしいことを言われても、受け入れよう。それが、隆史の優しさだと思うから……。

　だけど、隆史の口から零こぼれたのは、思いがけない言葉だった。

「好きだ」

　短い告白。熱の籠こもった声だった。

　隆史の声は聞こえていたけれど、意味が頭に入ってこない。

　自分だって隆兄が大好きだ。幼い頃なら即答できた。

　今は……言えない。彼が言っているのがそういう意味ではないことくらい、悠歩にもわかる。

「好きなんだ。前から、ずっと」

　もう一度、しっかりと悠歩の目を見て隆史が言う。真剣な顔だ。

　悠歩は目を瞬しばたたき、隆史を見つめる。

　嘘ではない。本気なんだとわかる。小さな頃からずっと隆史を見てきた。嘘や冗談で、こんなことを言うような人ではない。

　男なのに？　どうして？　いつから？

　疑問がぐるぐると頭を回るけれど、どれも言葉にはならなかった。

　何を言えばいいのだろう、こんなとき。

　疎遠になるのは仕方がないと思っていた。

　それが普通のことだと。

　だけど寂しい。本当はいつだって、一緒にいたい。いつまでも、お兄ちゃんみたいな人であって欲しい……。

　悠歩の本音はそうだった。

　それじゃダメなんだ。そうじゃ、ないんだ。隆史にとっては。

　好きって、幼なじみでも、友達でも、ないのかな……。それって、どういうことだろう。どんな関係、なんだろう。

　これから、どうしたらいいんだろう。

　混乱して、涙が溢あふれてきそうで、悠歩は慌てて目元を擦こする。そんな悠歩を見てか、隆史は微笑んだ。苦しそうな、下へ手たな作り笑い。眉まゆが下がって、唇が微かに震えていた。

「……悪い。変なこと言って」

　残っていたペットボトルのお茶を一息に飲み干し、隆史は悠歩のパーカーを肩にかけてくれた。

「駅まで送るよ。乗り換え……大丈夫？　この通りに乗り換えるのが一番楽だと思うから」

　そう言って、隆史はメモを悠歩の手に握らせる。乗り換え駅はもちろん、どの車両に乗ればエレベーターやエスカレーターに近いかも書かれている。

　悠歩に少しでも負担がかからないようにと、考えてくれたのだ。

　メモをじっと見つめながら、小さく頷いた。

　何か言わなければと、焦あせった。なのにありがとうのひと言も出てこない。喉の奥に何かひっかかったみたいに、息が苦しい。

　隆史は優しく笑っているけれど、すごく傷ついた顔をしている。そんなことくらい、幼い頃から一緒にいたからわかっている。

　悠歩が気にしないようにと、笑ってくれているのだ。

　そんな優しい隆史が好きだった。

　でも今の自分の『好き』は、きっと隆史が望んでいる『好き』ではない。

　そう思うと、何も言えなくなってしまう。

　帰り道、隆史はとりとめもなく話し続けた。就職先のことや、東京での暮らし、大学生活、それから、悠歩と遊んだ子供の頃の話を、今までと変わりない、なにげない口調で。

　そんな隆史の気遣いに胸が痛む。

　悠歩の気持ちが重くならないようにと、そうしてくれているのだろう。

　頷くだけしかできない自分が情けない。結局、駅で別れるまで、悠歩は隆史の思いに対して、何も言えないままだった。










　　２




　ちゃんと返事をしなかったから、きっと嫌われたのだ。

　悠ゆう歩ほはそう思っていたので、先週、勤務先に隆たか史ふみが現れたときには、本当に驚いた。

　連絡してくれと言われて、いろいろと考えた末、靴くつを買ってくれた礼をメールで送った。

　返事はすぐに返ってきた。靴の具合は、まだ履はき始はじめたばかりだけど、なかなかよさそうだと。

　それから、日に一度はメールがくるようになった。天気の話や、自分がいない間に変わったこの街のこと、なんでもない日常をひと言と、悠歩を気き遣づかう言葉が簡潔に綴つづられている。

　短いメールを何度も読み返して、悩んだ挙げ句、無難すぎる返信をして後悔する。そんなことが、一週間ほど続いた。

　隆史が帰ってきた。それだけで、悠歩の日常が少しずつ変化していく。

　今までは携帯電話は鞄かばんに入れっぱなしで、友達からのメールに翌日気づくなんてことが多かったのに。

　朝起きたときも電車を待つ間も、気になってしまう。昼休みも仕事が終わったときにも、メールがきてないかとチェックするようになった。街中で他人の着信音に思わずドキリとしたり。

　仕事中もなんとなくそわそわして落ち着かない。こんなこと、初めてだ。

　悠歩は隆史が購入した物と同じ靴を手に取り、そっと埃ほこりを払ってディスプレイに戻す。

　すらりとした脚を思い出し、ため息が漏れた。彼が履いている。それだけで、見慣れた靴が特別な物に見えてくる。

　隆史が購入したのはＧＥＨＥＮゲーエンの定番商品で、常に店頭の目立つ場所に並んでいる。

　勤務中、その靴が目に入るたびに、隆史の顔が過よぎった。

　就職したときに言っていた。そのうち靴を買いに行くと。その約束を果たすためにきた、というわけではないだろう。

　ＧＥＨＥＮの靴は決して安価ではない。もちろん買って後悔させるような品物ではないと胸を張って言える。だけどデパートの販促企画部に勤めているなら、他のブランドでも品質のよいものを社員割引で買えるのに。

　会いに……きてくれたのだろうか。

　今、隆史はどう思っているのだろう。

　あのときと同じ気持ちでいてくれるなんて考えるのは図ずう々ずうしい。

　もしもそうなら……どうすればいいのだろう。

　ちゃんと、返事をすべきだろうか。でもなんて、答えればいいのかわからない。

　拒こばめば、もう会えなくなるような気がして怖い。

　もしも応じたら……幼なじみでも、友達でもなくなる？

　それとも、隆史にとってはあの日の告白はもう過ぎたことなのだろうか。

　平日の昼間、ＧＥＨＥＮに客の姿はない。悠歩は店先を覗のぞき、人の流れを見つめる。

　これまでは、ただ人波を観察しているだけだった。今は、知らず知らず隆史を捜してしまう。

　こんなにも気になるのは、やはり、会えない時間が長かったから。多分、そうだ。

　どうにか子供の頃の関係を取り戻したくて、ずっと隆史のことばかり考えてしまう。

　考え事をしながら店先のリーフレットを整えていると、捜していた面おも影かげが見えた。隆史だ。こちらにまっすぐに歩いてくる。

　向こうもこちらに気づいたようで、軽く手を振り、笑顔を見せてくれた。

「いらっしゃいませ」

　まるで待ち構えていたみたいだったかと恥ずかしくなる。頰が火ほ照てるのを誤魔化せないまま、ぺこりと頭を下げた。

　隆史も照れたように眼鏡めがねの端をいじり、微笑ほほえむ。

「この間の靴、履いてきたんだけど。どう……かな。痛くはないんだけど、やっぱり悠歩が言った通り、少し甲こうがきつい感じがするんだ」

「はい。では、見てみますね」

　前回と同じように、店の奥に案内し、隆史の前で膝を折る。それだけでドキドキした。

　慎しん重ちょうに気になっていた足の甲に触れる。指先の感覚を頼りに、足の入り方を探った。

「この程度なら、自然に馴染んでくると思います。気になるようならシューストレッチャーで伸ばしてみましょうか」

　顔を上げると、隆史と目が合った。じっと、悠歩の仕草を見ていたらしい。跪ひざまずいたまま、悠歩は硬直する。

　自分を見つめる隆史の表情が、いつもと違っていたから。

　眼鏡の奥で光る、熱の籠こもったような瞳、眉まゆは少し苦しそうに寄せられ、唇はぎゅっと引き結ばれていた。

　どうしたのだろう……？　何か、失礼なことでもしただろうか。

　それとも、何か伝えたいことでもあるのか。

　悠歩が何も言えずにいると、隆史ははっとしたように目を逸そらした。

「そっか。じゃあ、このまま履いてみるかな」

「……はい。それでは磨みがいておきますね」

　一いっ旦たん靴を預かり、表面を軽く磨いて隆史に返した。

　もう、隆史はいつも通りの優しい表情に戻っている。

　なんだったのだろう。さっきの顔……なんだか苦しそうで、食い入るように見つめてくる瞳が少し、怖かった。

　隆史は何か考え込むように眼鏡の蔓つるをいじった後、悠歩に向き直る。

「今日は何時に終わる？　仕事終わってから飯でもどう？　俺、今日は早く上がれそうだからさ」

「今日……ですか？」

「あ、でも家で用意してくれてんのか。急じゃダメかな？」

「今日は早番だし、家には後で電話しておくから……大丈夫、です」

　迷ったけれど、断るべきではない。そう思って、悠歩は慎重に答えた。

　隆史は話したいことがあるのかもしれない。

　四年前、何も言えずに隆史の気持ちから逃げた。だから今度は、逃げたくない。

「じゃ、終わる頃に迎えにくるよ。いい？」

　こくりと頷くと、隆史はほっとしたように微笑む。

　再会した日にはずいぶん大人びたと感じたけれど、今のはにかんだような表情は、子供の頃によく見せてくれたものと同じだった。

　隆史を見送り、カウンターでブラシやクリーナーの整理をしていると、店長から声をかけられた。

「今の方、辻つじくんのお友達？」

「はい、幼なじみです。……すみません」

　おしゃべりを咎とがめられるのかと思い、悠歩は姿勢を正す。だけど店長は不思議そうに首を傾かしげ、それから笑った。

「真ま面じ目めねぇ、辻くんは。あれくらいのおしゃべりで怒ったりしないわよ。それにしても格好いい人ね。背が高くて、モデルさんみたい！」

　明るく言われ、悠歩もほっとして微笑む。

　店長みたいな大人の女性から見ても、やっぱり格好いいと思えるんだ。

　自分が褒ほめられたわけでもないのに、なんとなく誇ほこらしい気分になる。

「素敵な幼なじみさんによろしくね」

　悠歩の肩をぽんと叩いて、店長はまた事務所に入った。

　そうだ……隆史は大切な、幼なじみだ。自慢の、お兄ちゃんみたいな人。

　だから、ちゃんと関係を結び直そう。

　そう決意して、悠歩は仕事に戻った。







　隆史とは、お互い仕事が退けた後、駅前の小ぎれいな居酒屋で食事をすることになった。席はスクリーンで仕切られ、半個室のようになっている。

　他の客の視線を気にせずにいられるのはいいが、二人きりという感じが強調されて、それはそれで緊張してしまう。

　こういう店を選んだということは、やっぱり話があるのだろう。

　何を言われても真しん摯しに受け止めよう。そう決意した。

　隆史はメニューを眺ながめ、コロッケとオムそば、それからだし巻き卵を選んで、他にも数品つけ加えて頼んでくれた。

　子供の頃、悠歩が好きだったものばかりだ。覚えていてくれたんだと思うと、なんだかくすぐったくて……嬉しい。

　料理が運ばれてくるまで手持ち無ぶ沙さ汰たで、お通しのぜんまいの煮物を摘つまみながら、悠歩はビールジョッキを傾ける。

　隆史のほうは、リラックスしているように見える。だけど本当のところはわからない。

　ビールを半分ほど飲み、少し煩わずらわしそうに眉をひそめながら隆史はネクタイを緩ゆるめる。その表情に、大人の色気を感じた。自分が同じ仕草をしても、絶対にこうはならない。

　見つめていると、隆史は不思議そうに首を傾げながら、微笑みかけてくれる。

「どう、仕事。たいへん？」

「そう……だね、覚えることも多いし」

　敬語で話しそうになったけれど、意識してため口で答えた。少しでも隔へだたった距離を縮ちぢめたくて。

「客商売だと、いろんな人がきてたいへんだろ」

「うん。お客さんによっては、靴で悪いところが治るかって訊きいてくるんだよ。確かに、靴が変わると歩き方や姿勢も変わるから、腰痛とか軽減したりする人も多いんだけど……お客さんには明言しちゃいけないし」

　いくら健康によいと謳うたっている品物でも、靴は靴だ。医療用品ではない。接客する上で、その点ではいつも悩んでしまう。

「難しいところだなぁ」

「うん。言い方を工夫しなきゃいけなくて、難しいんだ。でも、自分が靴のおかげで楽になったり自信が持てた部分もあるから……。もっと、いろんな人に知ってもらえればなって……次は子供靴専門の資格と、シューフィッター上級取得を目指すつもり」

　話に熱が入り、つい前のめりになってしまう。隆史の真剣な視線にぶつかりはっとする。

「ご、ごめん。隆兄にはこんな話、つまらないよね」

「そんなことあるわけないだろう。お前がどんなことをしているか、興味あるよ」

「……そう？」

　改めて言われると続きを話すのが気恥ずかしい。

　頰が火ほ照てって、悠歩は誤魔化すように運ばれてきた料理に手をつける。揚あげたてのコロッケは熱くて、残っていたビールを一息に飲むと、今度はアルコールで胸が焼けた。

「悠歩は、目標持ってやってて、えらいな」

　何も言わず、悠歩はゆるゆると首を振る。これ以上褒ほめられると、顔が茹ゆだってしまう。

「隆兄は……どんなことしてるの？」

　そういえば、具体的に何をしているのかは知らない。彼が社会人になってからはほとんど交流がなかったから。

「催事の企画だよ。ほら、北海道物産展とかやってるだろ？　駅弁まつりとか、そういうやつ。出店してくれるところを探して交渉したり、あっちこっち飛び回ってるよ」

「いろんなとこ、行った？」

「まぁな。でも入社して二年くらいはほとんど販売の手伝いだったよ。慣れないうちは声出すの、ちょっと照れたな。お客さんに話しかけられて、あたふたしたりしてさ」

「隆兄も慌てるの？」

「そりゃ、慌てるよ」

　ぷっと頰を膨ふくらませ、隆史は恥ずかしそうに眼鏡のブリッジに手をかける。目元が見えなくて、悠歩は身体をずらして隆史の顔を覗き込む。すると、隆史は困ったように唇を尖とがらせた。

　意外にも子供っぽい表情をする隆史から、悠歩は目を逸らせない。

「……なんだよ」

「隆兄の慌てるところなんて、想像できなくて」

　年下の悠歩から見ればクールで、いつも落ち着いていて頼りになるイメージだったから。

　そう言うと、隆史は大げさにため息をついてみせた。

「じゃあ、言わなきゃよかったなー。イメージダウンした？」

「そんなわけ、ないじゃない」

　身を乗り出して否定すると、思いがけず顔が近づく。

　隆史のほうも、悠歩の顔を覗き込もうとテーブルに身を寄せていたのだ。眼鏡がダウンライトに縁取られ、オレンジ色に輝いていた。

　言葉は冗談っぽかったのに、眼鏡の奥の瞳は真剣に悠歩を見み据すえていた。

「……隆兄、なんか頼む？」

　メニューを広げ、隆史の視線から身を隠すように料理の写真を眺める。そろそろおなかはいっぱいだったが、隆史の視線をどう受け止めていいのかわからなかったのだ。

「そうだな。アイスでも食う？」

　言いながら隆史は悠歩からメニューを奪い、アイスを二種類、頼んだ。

　メニューという盾たてがなくなり、再び隆史の視線に曝さらされ、悠歩は動揺をどこに隠していいのかわからなくなる。

　隆史はそんな悠歩を、じっと見つめていた。

　ライトのせいだろうか。爽さわやかで格好いいと思っていた隆史の表情が、妙に色っぽく見える。

　何か、話を切り出そうとしているのかもしれない。そう思うと緊張した。

　聞くぞ、と悠歩は気合いを入れて隆史を見返す。そうしないと、やっぱり少し……怖いから。

　だけど隆史が放った言葉は、悠歩の予想していたものとはまったく違っていた。

「お前、彼女いんの？」

　突然の問いかけに悠歩は軽く咽むせ、目を丸くして隆史を見る。

「えっ？　な、なに？　いきなり」

「ああ、ごめん。そろそろいるんじゃないかと思ってさ。お前、女の子から人気あるだろ」

「ええっ、なんで」

「優しいし真面目だし……可愛かわいいし。一緒にいて安心できそうって感じ。それに、今日わかった。仕事熱心で責任感が強い」

　指を折りながら、隆史は悠歩の美点を上げる。

　慣れない褒め言葉がくすぐったくて、居心地が悪い。

「そんなこと……ないよ」

「謙けん虚きょなのも、いいところだな」

　もうやめて……。悠歩は心の中で叫ぶ。恥ずかしくて顔から火が出そうだ。

　俯うつむいて空からのグラスを握り締める悠歩を見つめた後、隆史は軽い調子で言葉を継いだ。

「いないなら、合コン参加しないか？　会社の子に誰か声かけてくれって頼まれててさ」

「合コン……」

　縁遠い言葉に、悠歩はきょとんとする。高校を卒業してすぐＧＥＨＥＮに就職して、その後はほとんど職場と家の往復ばかりの生活だった。たまに友達と会っても女性の話なんて出ない。

「……合コンなんて、行ったことないよ」

「え？　一度も？」

「うん……」

　合コンどころか、職場以外で女性とまともに話したことなんて、働き出してから一度もない。

「じゃあ、参加な」

「ええっ？」

「何事も経験だと思って。な？」

　そう言っていたずらっぽく笑う。なんとなく断れる雰ふん囲い気きではなくなって、悠歩はおずおずと頷く。

「合コンって……王様ゲームとかするの？」

　その問いに、今度は隆史のほうがきょとんと目を丸くした。笑われるかと思った。何を訊いているのかと。

　隆史は驚いていたけれど、笑いはしなかった。

「心配しなくても、学生ノリにはならないよ」

　ぽんっと頭を叩かれて、悠歩は肩をすくめる。

　温かい手。昔よりもずっと、大きくなった手の感触に、戸惑う。ぬくもりは同じなのに、もう柔やわらかい子供の手ではない。

　そのことに驚きと、時間の流れを感じた。

「ああ、ごめん。昔の調子で、つい」

　隆史は慌てて手を引っ込めたけれど、できればもっと、触れていて欲しかった。

　そうしたら、隔たった時間を少しだけでも、取り戻せるような気がしたから。







　帰宅し玄関に入るなり、母親が待ち構えていたようにリビングから顔を出した。

「遅かったのねぇ、悠歩」

　悠歩が家についたのは十一時過ぎ。二十歳を過ぎた男が親に言われるようなことではない。

　それは自覚しているけれど、子供の頃にたくさん心配をかけたせいだともわかっているから、悠歩は嫌な顔は見せずにただいまを言う。

「ごめんね、急に。ごはん、なんだった？」

「ラップして置いてあるわよ」

　不機嫌そうな母の声。食卓を見ると、しんなりしたキャベツの千切りと共に、コロッケが並んでいた。

　悠歩の好物だ。すっかり冷めて湿り気を含んだ姿に、なんだか申しわけない気分になる。

「弁当にして明日持って行こうかな」

「冷めてたらおいしくないわよ」

「そう？　僕はちょっとしなっとなったコロッケも好きだけど」

「変な子ねぇ」

　母は少し機嫌を直したらしく、冷凍庫に弁当用のつけ合わせがあると教えてくれた。

　料理は得意ではないけれど、悠歩はときどき、弁当を持って行く。毎日コンビニやファストフードでは飽あきるし、一人で外食は好きではなかった。

「どこに行ってたの？　お酒飲んだのね、珍しい」

「うん、駅前の居酒屋だよ」

「誰と？　お店の人？」

「友達だよ」

　隆史だとは言わなかった。この間みたいにまた、うわさ話になると嫌だったから。

　だけど母は悠歩の受け答えが不服なようで、さらに問い詰めようとぴったりと悠歩の隣に張りついている。

　どうやって母の詮せん索さくをかわそうかと悩んでいると、テレビの前にいた父が急に大きな声を出す。

「母さん、お茶」

「もう、お父さん。まだ湯飲みに入ってるじゃない」

「紅茶がいい。この間、母さんが通販で買ってただろう。あれ淹いれて。ちゃんと沸わかし立たてのお湯でな」

「珍しいわね。紅茶が飲みたいなんて」

「通販で買ったってことは、ちょっといいやつなんだろ？　俺も飲んでみたい」

　はいはい、と言ってため息をつきながら、母はやかんを火にかける。

「悠歩も飲む？　春限定のベリーの香りのお茶なの。ほら、缶も可愛いでしょう」

　缶には苺いちごやラズベリーと一緒にうさぎが描かれたラベルが貼られている。いかにも女性が好きそうなパッケージだ。

「ほんとだ。でも今日はいいや。お風呂入ってくるね」

　そう言って、悠歩はそそくさと母のそばを離れた。

　リビングを出るときちらりと父を見ると、下へ手たくそなウインクをしてくる。父なりに助け船を出してくれたらしい。

　悠歩はくすりと笑い、自分も父に慣れないウインクを返して見せた。







　風呂を済ませて部屋で一人になると、悠歩はベッドに身体を投げ出した。

　パソコンもゲーム機も立ち上げずに、携帯電話を眺める。

　新しいメールはない。受信箱を改めて見ると、隆史の名前ばかりが並んでいた。

「合コンって……隆兄は、彼女いないってことかな……？」

　隆史から彼女はいるのかと訊かれたけれど、彼は自分のことは話していなかった。

　だけどたぶん、いないのだろう。

「ちゃんと訊けばよかったな……」

　こつんと携帯電話を顎あごに当て、悠歩は呟く。

　結局、悠歩が覚悟していたような話は、隆史の口から出ることはなかった。

　彼女を作ろうとしているということは、隆史にとって四年前の告白はもう過ぎたことなのだろう。

　悠歩はちゃんと返事をしなかった。それが答えなのだと、隆史は解かい釈しゃくしたのかもしれない。

　どう受け取られても、悠歩が文句を言う筋合いはない。隆史にとってはもう触れて欲しくない話なのだろう。

　だから、合コンに誘ってきた。お互い、新しい恋を見つけよう。そういうことなのか。

　恋愛なんてぴんとこない。女の子を可愛いと思うことはあっても、つき合うというところまで考えが及ばなかった。恋なんて、自分には縁のないものだと思い込んでいた。……思い込もうと、していた。

　でも本当は、そろそろちゃんと向き合ってみたほうがいいのかもしれない。

　自分がいつまでも子供じみているから、母も干かん渉しょうしたくなってしまうのだろう。

「もっと、しっかりしなきゃな」

　わかっている。いつまでも子供ではダメなのだ。

　隆史も変わっていく。自分も、変わらなければ。

　幼なじみだけれど、子供の頃の関係そのままではいられない。

　隆史との縁を大事にするなら、過去にこだわっていてはいけない。

　わかっている。やっぱり、でも……と甘える言葉が渦うず巻まく。

　変わるのは、怖い。取り残されるのも怖い。臆おく病びょうな自分が情けなかった。

　しばらくぐるぐると考えながら携帯をいじっていたが、思い切って隆史に電話をかけてみた。

「隆兄……ごめん、こんな時間に」

『うん？　まだ十二時にもなっていないじゃないか。どうした？』

　明るい声にほっとする。悠歩は小さく息をついた。両手で包むように携帯を握りしめ、少し声をひそめる。

「えっと……なんでも、ないんだ。今日、ありがとうね。久しぶりにゆっくり話せて……嬉しかった」

　自分でも意外なほど、素直に言葉が滑すべり出だす。

　久しぶりに二人きりで会うことに緊張して、四年前のことを話すのかと身構えて……だけど本当は、単純に嬉しかった。

　隆史と同じときを過ごせて。彼とお酒を飲むようになるなんて、なんだか不思議な気持ちがした。

　嬉しいのに……ほんの少し、寂しい。たくさんの時間が流れたのだなと思った。

　幼い頃、彼の背中ばかりを追いかけていた。

　お兄ちゃん、と呼んで甘えていた。

　あの日にはもう、戻れない。

　悠歩の沈黙を、隆史は優しく気遣うような声で遮さえぎる。

『もしかして、合コンが心配？』

「えっ……そんなんじゃ、ないけど……」

　隆史は、電話をしてきたのは合コンが初めてで戸惑っているのだと勘違いしたらしい。

　悠歩の不安を和やわらげようとしてか、隆史は諭さとすように語りかけてくる。

『大丈夫だよ。合コンなんてそんな特別なことじゃないし。交遊を広げるつもりでいればいいから。あ、それともすっごい期待してる？』

「そ、そんなんじゃないよ……っ」

　慌てて否定すると、隆史は笑う。柔らかい声が心地好くて、やっぱり電話をしてよかったなと思う。声を聞いているだけで、なんだか胸が温かくなる。

『悠歩に合う子がいるといいな。上う手まくいったら、ダブルデートしよう』

「……うん。楽しそうだね」

　隆史が嬉しそうに笑うから、悠歩も明るい声で答えた。

　だけどダブルデートの光景がまったく想像できない。それはそうだ。女の子とまだ出会ってもいないんだから。

　ただ、隆史といろんなところへ出かけられるのはいいな。

　想像すると頰が緩ゆるんだ。なんだ、結局は隆史と遊びたいだけなのか。

　子供の頃と変わっていない。隆史のそばにいられればそれだけで楽しかった。

　そう思うと話したいことはいくらでも出てきて、悠歩はいつになく饒じょう舌ぜつになった。内容は些さ細さいなことばかりだ。それでも隆史と話しているというだけで気持ちが浮き立つ。

　時間を忘れて長電話をしたのなんて、初めてだった。

『なぁ、悠歩……』

「うん？　どうしたの」

　急に声のトーンを落とし、隆史は言葉を切る。悠歩も息をひそめて、彼が話し始めるのを待った。

『……なんでも、言えよ。今回のことだけじゃなくてさ。悩んでることとか、愚ぐ痴ちでもいいから』

　静かな声……微かすかに、息づかいが聞こえる。

『俺のこと、兄貴だと思ってさ』

「うん……ありがとう」

　悠歩も小さな声で答えた。

　まだ、お兄ちゃんみたいって思っていてもいいんだ。

　そう思うと嬉しくて……なのに、心の奥底では細さざ波なみが立つ。どうしてだろう。望んでいたことのはずなのに。再会して、隔たった時間と心の距離を縮めたい。

　子供のままではいられない。それなら、今の自分たちなりの関係を築いて、隆史とはいつまでも兄弟のような友達でいたい。

　そう、望んでいたのは自分なのに。

　電話を切った後も胸の奥がざらざらしているみたいで、眠れなかった。

「お兄ちゃん……」

　子供の頃みたいに、一人呟いてみる。

　親しみを込めて放った言葉は、なんだか空々しく響いた。
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　ゴールデンウイークとその前後は隆たか史ふみは仕事にかかりきりで、なかなか会えなかった。

　隆史はサラリーマンだが販促という仕事柄がら、休日出勤も多く、時間も不規則だった。

　悠ゆう歩ほも連休は少し忙しかったけれど、いつも通りに仕事をした。

　店には早くも夏物の商品の資料が届く。コンフォートシューズという性質上、他店よりも控ひかえめではあるが、夏が近づくと可愛かわいらしいサンダルが並ぶようになる。

　店長や他のスタッフと一緒にレイアウトについて話し合い、ファッション誌をチェックした。定番のビジネスシューズやスニーカーを求めてくる男性客とは違い、女性客の要望は様々だ。一応、流行はチェックしておけとの店長からのお達しだった。

　昼食を済ませた悠歩は、一息つきながら事務所に置いてあったファッション誌をパラパラとめくる。働く女性をターゲットにしたその雑誌には、ＧＥＨＥＮゲーエンの広告も打ってあった。

　いつもならカラー写真のページをチェックして、靴くつの特集があればそこを読んで……それくらいだ。

　珍しく今日は、雑誌中央にあるピンクの紙に一色刷のページで、悠歩の手は止まる。

　恋愛を特集した記事だ。こんなデートがしたいとか、彼氏からのＮＧ行為、さらには彼氏のご両親との関係まで、生々しい恋愛事情が書かれている。

　いつもなら飛ばしてしまうページだ。見たくないとさえ、思っていた。

　だけど今は気になる。

　隆史から誘われた合コンは、今晩決行の予定だ。

　気に入った子がいたら、隆史はつき合ってしまうんだろうか。

　記事の中にある理想の彼氏像に、隆史を当てはめていく。

　背が高くて優しげな雰ふん囲い気きの二枚目。仕事柄、ファッションや流行にも敏感だろうから女の子と話も合うに違いない。明るくて面倒見がよくて、頼りになって……。

　どうしよう。ずいぶんたくさんの項目が当てはまってしまう。隆史がモテないはずはない。

　そう思うと何な故ぜだか焦あせってしまう。

　今日くる女の子がみんな、隆史を好きになってしまいそうだから？　自分を見てくれる子なんて、いなさそうだから？

　そう考えてみたけれど何か違う。

　だいたい、自分が隆史に敵かなうはずがないのだ。そんなこと、今さら心配したりはしない。

　隆史が中身も伴ともなったいい男なのは、自分が一番よく知っている。

　それじゃあ、何が違うのだろう……。いったい何に、こんなに心が騒ぐのか。

　同じページを凝ぎょう視ししていると、紙面ににゅっと影が伸びる。

「ずいぶん熱心に読んでるのねぇ」

「……わっ、店長。すみません」

　背後から店長が覗のぞき込こんでいるのに気づき、悠歩は慌ててページを閉じる。悪いことをしていたわけでもないのに、ひどく動揺してしまう。

「悠歩くんでも女の子が何を考えてるか、興味あるのね」

「そ、そんなんじゃ……」

　慌てて手をパタパタと振ってみせるが、店長はにやにやと嬉しそうに笑うだけだ。

「恋愛相談ならいつでも乗るから、なんでも言ってね」

　気さくな感じでぽんぽんと悠歩の肩を叩き、彼女はまた店内に戻っていった。

「違うのに……」

　小さく呟いてみると、また、先ほどと同じ疑問が頭を過よぎる。

　何が、違うのだろう。

　小骨が喉にひっかかったみたいに、すっきりしない。

　落ち着かない気分がそうさせるのか、今日の勤務時間はやけに長く感じた。







　定時きっかりに上がらせてもらうと、店長は何故か楽しそうに微笑ほほえみながら『お疲れ様、頑張って』と言って見送ってくれた。

　何かあると感づかれているのだろう。

　制服があるからいつもはカジュアルな格好での通勤だが、今日は普段より服装にも気き遣づかった。隆史は会社帰りでスーツだろうし、悠歩も浮かない程度にきれいめな格好をしようと、ジャケットを羽織ってきた。

　靴はピカピカに磨みがいたＵチップの物だ。手入れをしながら大事に履はいている。歩きやすくて、堅苦しすぎず、カジュアルすぎず、気に入っている靴の一つだ。

　いつになくそわそわとしている悠歩の態度から、店長はいろいろと想像を巡めぐらせていたらしい。

　明日は休みだからいいけど、次の出勤がちょっと気が重いな……。

　しつこく詮せん索さくするような人ではないと思うが、意味ありげな笑みを浮かべられると困惑してしまう。

　そんなことを考えながら、待ち合わせの店まで急いだ。

　隆史に指定されたのは、電車で数駅乗った先にある、エスニック料理の店だった。

　地図もちゃんとチェックした、店のロゴもしっかり覚えた、駅から徒歩二分とあったから、すぐに見つかる。

　そのはずだった。

　いくら歩いても、探している看板は見あたらない。職場からは近いものの、この駅は降りたことがなかったから、一本道を外れるともうどこを向いて歩けばいいのかわからなくなる。

　すっかり暮れた空に見慣れないネオンサインが瞬またたいていて、焦あせる気持ちが募つのる。

　悠歩はちらりと時計を見る。駅には早めについたのに、約束の時間からもう五分ほど過ぎている。

　このまま迷っていてもたどり着けそうにない。

　そう思い、隆史に電話をかけてみた。心配してくれていたのか、ワンコールですぐに繫つながる。

「隆兄……ごめん、ちょっと道わかんなくなった……」

『今、どこ？　迎えに行くから』

　そう言われて、下手に動くとまた迷いそうだから、結局、駅まで戻って隆史を待った。

　わかりやすい大きな時計の下に立ち、柱にもたれため息をつく。

　自分が方向音おん痴ちなのはわかっていたのに。こんなことなら、昨日にでも下見をしておけばよかった。

　今日は隆史の会社の人もいるのに、待たせてしまった。しょっぱなからこんな迷惑をかけるなんて、最低だ。

　悠歩はしょんぼりして、俯うつむいて自分のつま先を見つめる。

　なんて謝ればいいんだろう。遅刻して行ってその後、ちゃんと話せるだろうか。

　接客業をしていても、悠歩は元々、人と話すのは苦手だ。仕事以外の話題があまりなくて、今さらながら、もう少し考えてからくるべきだったと後悔する。

　後ろ向きな気持ちになっていると、突然、背後からがばっと抱きつかれた。

「う……わっ？」

「悠歩、捕まえたっ」

　その言葉にドキリとする。

　子供の頃、迷子になった悠歩を見つけてくれたときのことを思い出す。

　まるで遊びの延長みたいな言い方だったが、悠歩が気にしないようにと気き遣づかってくれたのだろう。

　今も、同じだ。沈しずんでいた悠歩の気持ちを悟って、わざと子供みたいにふざけている。

　ぎゅうぎゅう抱き締められ、悠歩は思わず笑い出す。道行く人が振り返ってこちらを見ている。恥ずかしかったけれど、笑いはなかなか収まらなかった。

　悠歩の笑顔を覗き込むようにして見つめ、ようやく隆史は解放してくれた。それから、ぽんと頭を軽く叩かれた。

「出口を間違えたのか。ちょっとわかりにくかったな。駅まで迎えに行けばよかった」

「そんな……」

　道に迷ったのは悠歩の不注意だ。なのにこんなふうに言ってくれるなんて。

「いいから、早く行こう。腹ぺこぺこだよ」

　ぐいっと肩を抱き寄せられ、隆史に促うながされるまま歩き出す。

　背が高いな……。

　隆史を見上げて、ずいぶん肩の位置が違うなと思う。

　子供の頃は、年上の隆史のほうが大きくて当たり前だった。だけど大人になったら、もう少し追いつけるつもりでいたのに。

　対等にはなれないことが悔しいような、いつまでも守られている感覚がくすぐったいような、不思議な気分だった。

　隆史に連れられて店につくと、他のメンバーは笑顔で悠歩を迎えてくれた。

　男性は隆史とその同僚二人、それから悠歩。女性も四人で、参加者は合計八人だ。天てん蓋がいのように天てん井じょうから吊るされた布で仕切られた空間に、楕だ円えんのテーブルとソファ席が並んでいる。鮮やかな色のキャンドルが灯ともり、暖かなムードの空間だ。

　女性はみんな派手なタイプではなく、穏やかな雰囲気の人たちばかりだった。隆史の同僚も真面目そうな人だ。

　席に着く前、同席した人たちに頭を下げながら、悠歩は挨あい拶さつをする。

「は、初めまして……。すみません、遅くなって」

「気にしないで。お仕事だったんでしょう？」

　女性の一人が言う。隆史が、悠歩は仕事で遅れるということにしてくれていたらしい。

　飲み物が揃そろったところで自己紹介をして、料理が運ばれ始めると、隆史が手際よく取り分けてくれる。

　悠歩でもよく知っているナンやカレーをはじめ、ケバブやクスクス、シンガポールチキンライスなどが並ぶ。

　料理がテーブルに届くたびに、食べたことがあるとか、どこの国のものかなどで会話が弾はずむ。

　和なごやかな雰囲気にほっとした。合コンというのはもっとギラギラしているのかと思っていた自分が恥ずかしくなる。

　隆史は彼女探しよりも世話役に徹てっするつもりなのか、同僚と女の子の間に入り、仲を取り持とうとしている。

　アイランという塩味のヨーグルトドリンクを恐る恐る口に運んでいると、隣にいた女性が少し距離を詰めて、悠歩に話しかけてきた。確か、自己紹介のときに三み沢さわ舞まいと名乗っていた人だ。

「悠歩くんはシューフィッターって言ってたよね？　ＧＥＨＥＮの靴、わたし持ってるよ。去年の冬出たブーツが可愛いし疲れないし、すごくよかった！」

　女性と話すのは苦手だが、ＧＥＨＥＮの靴を持っていると聞いただけで親近感が湧わき、自然に笑顔が零こぼれる。

「あれはとても人気があったんですよ。特に限定カラーは入荷してもすぐに出てしまって」

「わたし、恥ずかしいんだけど足が大きいの……だから、可愛い靴は合うものが少なくて。ＧＥＨＥＮはサイズが豊富だから助かる」

　肩をすぼめながら言う仕草は可愛らしくて、なんとかしてあげたいと思ってしまう。

　店でならすぐにサイズを計測して、合う靴を探したりできるのだが……こういうとき、なんて言えばいいのだろう。下手にサイズのことに触れると傷つけてしまいそうだし。

　悠歩が困っているのを悟ったのか、隆史が二人の会話に割って入ってきた。

「三沢さんも悠歩のいる店に行ってみればいいじゃないか。なぁ、悠歩」

「は、はい。ぜひ」

　自分から店にきて欲しいと言うのは図々しいと思っていたが、隆史から言ってくれるなら気が楽だ。

　ほっとして、悠歩は三沢に微笑みかける。彼女もにこっと笑ってくれて、気持ちが和なごんだ。

「悠歩くんは本当にＧＥＨＥＮの靴が好きなのね。靴の話をしているとき、目がキラキラしてるよ」

「はい。僕自身が、ＧＥＨＥＮの靴にずいぶん助けられてきましたから。少しでも、多くの人に良さを知ってもらいたい。それで、いつか……」

　言葉は途中で途切れた。

　初対面の人に、何を言っているのだろう。

　急に言葉を詰まらせた悠歩に、三沢は優しく続きを促してくる。

「何？　聞かせて」

「……いつか、大切な人に靴をプレゼントできたらって……思ってます。一緒に、歩んでいくための靴を」

「おお？　靴でプロポーズか？」

「た、隆兄……っ、そ、そんなんじゃないよ。ただ……本当に好きになった人には、僕の選んだ靴を贈おくりたいって、それだけで……。女の人は、指輪のほうがいいだろうし、ただの自己満足だし……」

　焦あせって喋しゃべって、喉がカラカラだ。悠歩は飲みかけのアイランを口に運ぶ。氷が少し溶けて、グラスの中で白い液体は分離していた。

　笑われるかと思ったけれど、三沢は真剣に聴いてくれていた。

「素敵ね」

「だろ？　こいつ、今日はちょっと緊張してるみたいだけど、けっこうしっかりしてるんだよ。真面目だし、彼女ができたらすっごい大事にするタイプだよ」

　そう言って、隆史が背中を叩いてくる。

　もしかして、彼女に自分を推すい薦せんしてくれてるのかな？

　そうだとしたら……どうしよう。

　困惑しながら、悠歩はグラスの中で溶け残った氷をカラカラと鳴らす。

「悠歩くん、グラス空からじゃない。お酒は？　酸すっぱいの大丈夫ならこれ飲んでみる？　おいしいよ」

「どれ」

　三沢が悠歩に差し出したグラスを、隆史がひょいと奪い一口飲む。

「もう、本ほん間まくんに言ったんじゃないよ」

　三沢はふざけて隆史の肩を叩き、楽しそうに笑った。

　間接キスだ……。

　こんなことでショックを受ける自分は、やっぱり子供なのだろうか。思わず、隆史の唇を凝ぎょう視ししてしまう。

　隆史は二十六歳だ。今はいないらしいけれど、過去には交際した女性がいただろう。

　キス、したんだろうな。知らない誰かと。もちろん、それ以上のことも。

　考えていると、なんだか少し寂しくなる。自分だけがまだ子供のままで、隆史だけがどんどん大人になっていく。

　二人とも『間接キス』なんて子供じみた言葉は思いつきもしない顔をして、笑っている。たったそれだけで、置き去りにされたような気分になった。

　そのまま、二人で話し始めた。仕事の話や、最近観た映画の話、音楽の話……ときどき、隆史も三沢も気遣って話を振ってくれるが、悠歩は頷くことしかできなかった。

　さっきのは、悠歩を三沢に薦めようとしたのではなかったみたいだ。

　隆兄はあの子が気に入ってるのかな……。

　そう思いながら、悠歩は通りかかったスタッフを呼び止め、飲み物の追加を頼んだ。

「あれと同じの……ください」

　しばらくすると、三沢が飲んでいたのと同じカクテルが運ばれてきた。

　オレンジとピンクの中間くらいの、甘く優しい色合い。だけど飲んでみるとほろ苦くて、酸っぱい。

　今の気分によく似ている気がした。

　口当たりのいいカクテルを、悠歩はグラス半分くらい、一気に飲んだ。

「スプモーニ、気に入ったのか？」

「ん？　うん……」

　三沢が化粧室に立つと、隆史が隣にきた。彼に言われて初めて、自分が手にしているカクテルの名前を知った。

　気がつくと、さっき隆史が仲を取り持とうとしていた二人はいい雰囲気で、他の人たちは彼らを盛り上げようと楽しそうに喋っている。

「うまく、いくといいね……」

「ああ、そうだな」

　目を細める隆史の横顔を見ていると切なくなる。どうしてだかわからない。一緒にいるのに、なんだかすごく寂しい。

　隆史と自分との間に薄い皮ひ膜まくがあるようだった。声を発する度たびに震えて、言葉がぶれる。

「おい、大丈夫か？　お前、強くはないだろう？」

　グラスを持ったままぼんやりしている悠歩の顔を覗き込み、隆史は心配そうに訊たずねてくる。

　それでもかまわず、ピンク色のアルコールを喉に流し込んだ。

　三杯目のグラスを空にする頃には、視界がぼやけて、こめかみがズキンズキンと痛んでいた。







　カラオケ店で二次会をするという他の人たちと別れ、悠歩は隆史の部屋を訪れていた。

　酒に弱いことは自覚しているのに飲み過ぎて、悠歩が具合を悪くしたからだ。

　自宅に帰るよりは近いから休んでいけと言われ、その言葉に甘えることにした。

　帰れないほど体調が悪いわけではない。だけど寂しさがどんどん膨ふくらんでいく。こんな気持ちを抱かかえて家に帰ると、もっと深みに沈しずんでしまいそうで……少し、怖かった。

　だから素直に、隆史の誘いに乗った。

「悪いな、散らかってるだろ」

　言いながら、隆史は床に散らばった雑誌やソファーにかけてある部屋着をまとめる。意外に、片づけは苦手なようだ。

　隆史の部屋は１ＬＤＫで、リビングと洋室の引き戸は外して、ロールスクリーンで仕切ってある。スクリーンを上げれば、広々としたワンフロアの部屋に見えた。

　ベッドを借りて横になりながら、悠歩は部屋の中を眺める。隆史が一人暮らす空間は、子供の頃の部屋とはまったく違う。

　勉強机もない、長押なげしにかかった制服もない、雑然と並んだ本は、仕事に関係する物が多かった。それから、外国の風景写真や旅行の本。隅にはタワー型のスピーカー。ローテーブルにはノートパソコン。ベッドサイドにはシンプルなグラスホルダーが置いてあった。眠るときはここが眼鏡の定位置なのだろう。

　子供の頃に見た部屋の片へん鱗りんは、どこにも見えない。大人の男の部屋だ。

「隆兄……ごめん」

「ん？　何がだ？」

　お茶を淹いれながら、隆史が不思議そうな顔をする。

「二次会、行きたかった……でしょ？」

「いや。俺、カラオケ苦手だし。抜けられて助かった」

　肩をすくめながら、隆史はお茶を渡してくれる。身体を起こしてマグカップを受け取るとき、そっと背中に手を添えられた。

「悠歩、忘れたのか？　俺、すげー音おん痴ちだったろ」

「うん」

「うん、じゃねーよ」

　それでも、悠歩と遊ぶときにはよく、おもちゃを手にしながらアニメのテーマソングを歌ってくれた。

「でも楽しかった。お前、俺が歌うとよく笑うから」

「うん……」

　楽しかった……なのに、思い出すと苦しい。

　あの幼かった日々にはもう、戻れないのだ。

　再びベッドに横になり、布団の中でもぞもぞとする。アルコールのせいで身体がだるい。

「なぁ、悠歩。今日はどうだった？　三沢さんといい感じだったじゃないか」

「え……」

　隆兄……鈍にぶいのかな。三沢さんは、隆兄のことが好きなのに。

　確かに三沢は悠歩に親しげに話しかけてくれた。だけど、自分を見る目と隆史を見る目は、明らかに違っていた。

　恋愛に疎うとい悠歩にもわかる。

　あんな場面を見るのは、辛つらい。

「……ごめん、隆兄。せっかく誘ってくれたけど、僕は合コンはちょっと、苦手」

　小さな声で呟き、隆史を見上げる。

　元々、社交的な性格ではないから、知らない人が大勢いるような場所は苦手だ。積極的に彼女を作ろうとしていたわけでもなかった。

　本当にそう思ったから言ったはずなのに、言葉にしてみると嘘をついてしまったような罪ざい悪あく感かんに囚とらわれる。

　少し戸惑うような表情で、隆史は悠歩を見返していた。

「そっか。悠歩の気持ちも考えず、無理に誘っちゃって、俺のほうこそ悪かった。ごめんな」

　隆史はベッドの端に座り、宥なだめるように悠歩の髪を撫なでてくる。

「……隆兄は謝らなくて、いいのに。経験してみないと苦手かどうか、わかんなかったし」

「それもそうだな。……大人になったな、悠歩」

　隆史は静かに呟き、悠歩の頭から手を放した。眼鏡を直す仕草で顔が隠れて……だけど、隙間から見えた隆史の目はとても寂しそうだった。

「……悠歩」

　しばしの沈黙の後、隆史は嚙みしめるように悠歩の名を呼ぶ。

　真剣な瞳で、じっと見つめてくる。

　何か重大なことを言おうとしているのが、わかった。それが、楽しい話ではないことも。

　隆史は唇を嚙み、それから思い切ったように口を開く。

「悠歩。頼みがあるんだ」

「……なに？」

　抑えた声で聞き返したけれど、心臓は全力で走ったみたいにドキドキしている。頭までズキズキするのは、酒のせいだけではない。

「……四年前のこと、忘れてくれないか」

「え……」

　胸の中がひやりとした。何も言えずに、息を呑のむ。

　隆史は悠歩を見つめながら、さらに言葉を継ぐ。

「お前を好きだって、言ったこと」

　それは、もう好きじゃないってこと？

　さっきまでアルコールで熱かった身体が、急速に冷えていくのを感じた。指先が震える。

　涙が滲にじんできそうで、唇を嚙んだ。

　悠歩は布団を深く被かぶり、顔を隠す。今顔を見られたら、本当に泣いてしまいそうだった。

　それくらい、ショックだった。四年前の告白を、忘れてくれと言われたこと。

　この間、隆史がこの話を持ち出さないなら触れるべきではないと思っていた。

　彼にとっては、過ぎたことなのだと。もう、答えが出ているのだろう、と。

　わかっていたのに。はっきりと言葉にされて……こんなに、胸に突き刺さるなんて。

「……悠歩、気分でも悪い？」

　心配そうに訊ねてくる隆史に、なんとか首を横に振って答えた。

「困らせて悪かったな。お前、真面目だから……悩んだだろ？　もう困らせたりしないから。ただの幼なじみに戻ろう」

　幼なじみに戻る。

　会えない間、何度も考えていた。隆史とまた、兄弟のように過ごせればいいと。

　再会できてからも、昔の関係を取り戻したいと思っていた。

　それが自分の望みだと、信じていた。

　だけど……違う。

　違う。

　今、わかった。

　四年前告白されたときには、ただ戸惑っていただけ。

　その戸惑いを自覚することもできないほど、自分は子供だったのだ。

　不安だった。二人の関係が変わっていくのが。

　怖かった。恋がなんなのか、わからなくて。

　不安だと、わからないと、口に出すことすらできなかった。

　もっと素直に自分の気持ちを言えていたら……。

　今はわからない。そんなひと言でもよかった。少し、待って欲しいと。考える時間が欲しいと。そうしたらきっと、隆史は待っていてくれただろう。

　ちゃんと話していたら、始まっていたかもしれない。

　二人の、新しい関係が。

　あのときには、友達の好きと恋愛の好きの違いが、よくわからなかった。

　今なら……わかる。

　自分の気持ち。

　毎日隆史のことばかり考えて、彼のひと言に一喜一憂してしまう。一緒にいられると嬉しくて、でも少し恥ずかしい。ほんの僅かなすれ違いや会えない時間が、寂しくて苦しくて堪たまらなかった。

　恋ってこういうのだって、やっとわかった。

　──ダメだ。あのときみたいに、黙っていてはいけない。

　待って。忘れたり、できない。

　自分も……隆兄が、好きだから。

　その一言を、言わなければいけない。今言わなければ、絶対に後悔する。そう思うのに、言葉が出てこない。

　何か言わなければと思えば思うほど、頭の中は真っ白になっていく。

　喉が渇いて、ヒリヒリした。悠歩はただ、泣かないように堪えるのに精一杯だった。

　肩が震える。いっそ、泣き声を上げてしまえればいいのに。そんな勇気さえ出なくて……情けない。

　隆史は長い息をつき、悠歩に布団をかけ直してくれた。

「ごめん。今さらこんな話して。今日は疲れただろう。おやすみ、悠歩」

　ぽん、と悠歩の肩を叩いて、隆史はベッドから離れた。カーペットを踏む静かな足音が遠ざかる。

　隆史はソファーで眠るつもりらしい。ブランケットを被って、こちらに背を向けた。

　それが、たまらなく寂しかった。何も答えなかったのは自分なのに、なんて身勝手なんだろう。

　今からでも、ちゃんと言ったほうがいい。

　好きだって。

　遅いかもしれないけれど、好きだって……。

　隆史は眠れないのか、しばらくごそごそと寝返りを打っていたが、やがて静かに寝息を立て始めた。

「隆兄……」

　小さな……ほんの小さな声で、呼んでみる。だけど答えはない。

　また、何も言えなかった。

　隆史はいつも、ちゃんと気持ちを伝えてくれるのに。

　後悔ばかりが渦うず巻まいて眠れなくて、悠歩は枕まくらに顔を押しつける。

　枕からは微かすかに、隆史のにおいがした。










　　４




　合コンの日の出来事には、隆たか史ふみは一切触れてこなかった。

　悠ゆう歩ほが酔よっぱらって眠ってしまって、話をちゃんと聞いていなかったと思っているのかもしれない。

　隆史は何事もなかったように、普段通りに振る舞ってくれた。

　それに甘えていいのかどうか、迷った。あの日の話、と切り出すべきなのかと。

　四年前は答えられなかったけれど、今は隆兄が好きだよ……と。

　胸の中で何度も言葉にした告白は声になることはなかった。悠歩も隆史に合わせて今まで通りに接した。

　今日は、お互い休みだったから、隆史に誘われて映画を観にきた。

　古いヒーロー物のリメイクで、派手なアクションとＣＧを３Ｄで観ると、思わず仰のけ反ぞってしまうくらい迫力があった。

　劇場で映画を観たのは久しぶりだった。悠歩はいつも、レンタルか有料放送を待って家で観ていたから。

「ちょっと納得できないなー。なんで別れちゃったんだろ」

　隆史はスクリーンを出ると、大きなため息をつきながら独ひとり言ごとのように呟く。

　今日はスーツ姿ではなく、ジーンズに大だい胆たんなプリントの長なが袖そでのＴシャツという格好だった。足元はレザーのスニーカーで、カジュアルだけど綺麗にまとまっている。

　髪のセットもいつもとちょっと違って、毛先が無造作に跳ねていた。眼鏡めがねも休日用なのか、プラスチックのフレームだ。

　悠歩は落ち着かない気分で、ちらちらと隆史を見る。目の高さはちょうど隆史の胸くらいだ。

　スーツと違って柔らかい生き地じの服をきていると、ほどよく引き締まった身体のラインがよくわかる。意外に胸板が厚くて、ドキリとする。

　スタイルがいいから、シンプルな服装でも様になるんだな……。

　そう思いながら見入っていると、返事がないのを訝いぶかしんだのか、隆史が顔を覗のぞき込こんでくる。

「なぁ、悠歩もそう思わないか？」

「えっ、え？　何？」

「主演俳優と女優、結婚間近だって報道されてたのに、別れちゃったんだってさ」

「そう……なんだ」

　アクション映画だけれどおきまりのようにロマンスも盛り込まれている。物語の終わりに二人は結ばれてハッピーエンド、なのに現実の二人は別れてしまった。

　意外だった。隆史がそんなゴシップに気持ちを左右されるだなんて。

　悠歩は今までそんなこと、気に留めたことはなかった。単に男だから恋のエピソードなんて興味がなくて当たり前、くらいに思っていた。恋愛経験があると、感情移入できるようになるんだろうか。

　隆史の恋愛経験って……どんなだろう。

　四年前には自分のことを好きだと言ってくれたけれど、それだけではないだろう。

　きっと、悠歩が知らない誰かと……。

　浮かびかけた想像を振り払う。

　隆史が誰かと。そう思うだけで、小さな矢が刺さったみたいに胸が痛かった。

　悠歩は取とり繕つくろうように、明るい声で隆史に話しかける。

「僕は面おも白しろかったよ。隆兄は疲れなかった？　自分の眼鏡と３Ｄ眼鏡重ねてって……」

「うん。映画は面白かったね。眼鏡は大丈夫だよ、少し重くなるけどね」

　眼鏡の蔓つるをいじりながら隆史は戯ふざけた顔をする。すっきりと整った面おも立だちをくしゃっと崩して笑う。子供をあやすときみたいな、無防備な目をして。
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　親しい間あいだ柄がらでないと見せない表情だ。

　これが、友達に戻ったということでいいのだろうか。隆史は、悠歩以外の友達にも、こんな顔を見せるのだろうか。

　チクリと胸が痛む。

　自分だけに見せて欲しい。こんな、愛いとおしくなる表情は。

「あ、待って。俺、パンフ買ってくるよ」

　映画館を出る前、隆史はグッズ売り場へ駆けて行った。

　その背を見ながら、悠歩はそっと息をつく。

　メールは日に一度はくる。眠る前に電話がかかってくることも。休みにはこうして映画を観たり、先週は甥おいっ子こへのプレゼント選びにつき合った。

　一緒にいれば楽しい。もっと、もっと一緒にいたいと思う。

　隆史はこうして友達としての日々を重ねて、四年前の告白を遠くに押しやってしまうつもりなのかもしれない。

　それならもう、悠歩からあの日の話は蒸し返さないほうがいいのだろうか。二人の、これからの関係のために。

　幼なじみとして、ずっと、一緒にいるために。

　気づいて、募つのっていく恋心も封印して。

　そうしたら、このままずっと一緒にいられる？　今の関係を大切にしたほうがいい？

　だけど……どんなに考えないようにしても、頭から離れない。

　もしも四年前のあのとき、隆史の気持ちに応こたえていたら……。今頃、二人はどうしていただろう。

　恋人同士として過ごせていたのだろうか。

　それは、今の関係とどう違うのだろう……？

　考えながら顔を上げると、隆史と目が合う。

「ちょっと時間早いけど、どうする？　飯食ってく？」

「うん……どうしよ」

　五時を少し過ぎたところで、確かに食事には早い。

　帰るとは言いたくなくて、別に用はないけれど、なんとなくＣＤショップに寄ってみた。音楽もダウンロードで買うことが多くなったから、ＣＤが並んでいるのを見るだけで新鮮だった。

　隆史はアイドルグループのＣＤを試聴している。最近テレビでもよく流れている、アップテンポの明るい曲だ。なのに、隆史は妙に真剣な顔で聴いていた。

　彼の横顔を見ていると、少し向こうにいる女子高生らしき二人組が、ちらちらとこちらを見ては何か囁ささやき合あっている。

　隆史の容よう貌ぼうはどこへ行っても女性の視線を集める。街を歩いても、電車の中でも。

　当の本人は慣れているのか気づいていないのか、女子高生には目もくれず、じっとＣＤを見つめていた。

　やがて硬い表情のままヘッドホンを外し、悠歩に向き直る。

「俺、これからちょっと出張増えるんだ」

　その声は少し寂しそうだったけれど、隆史はすぐに笑顔を作り、明るい声で問いかけてくる。

「土産みやげ、何がいい？　次は福ふく岡おかに行くんだけど」

　それじゃあ、あまり会えなくなるんだ……。

　一番に、そう思った。

　他の友達とも、そんなにしょっちゅう会うわけではない。就職してからは、三ヵ月ぶり、なんてざらだ。特に悠歩は販売職だから、休みもなかなか合わない。

　それで平気だし、社会人なら当たり前のことだ。

　なのに、隆史に会えないと思うと寂しい。

　これが、普通の友達との違いなのだろうか。

　もっともっと一緒にいたいと思うのは、恋をしているからなのだろうか。

「……いいよ、そんな気を遣つかわなくっても」

「じゃあ、適当に見み繕つくろってくるよ。お前、好き嫌いはあんまないよな？」

「うん……」

　いらないとも言えず、悠歩は曖あい昧まいに頷く。

「そのうち、一緒にどっか行こうな。観光案内はできないけど、旨うまい店ならそこそこ知ってるからさ」

　隆兄と旅行……。多分、宿泊も同じ部屋になるのだろう。

　二人きりで夜を過ごすのか……。

　想像すると変に意識してしまって、悠歩は一人動揺する。鼓こ動どうが速くなって、緊張を誤魔化そうと生なま唾つばを呑のむ。

「悠歩は、友達と旅行とかしないのか？」

「えっ……ああ、うん。そうだね……販売職だと、休みも合わないし」

「それもそうだな。でも俺は平日休みも代休とかで取りやすいからさ、うまく計画すれば行けるよ」

　そう言って、隆史は過去に出張で行った街の話をしてくれる。忙しくて観光名所は行けないけれど、その土地土地のおいしい物や特産品には詳くわしいから、友達を連れていきたくなるのだと。

　友達……。

　その言葉に、ズキリと胸が痛む。

　二人きりの旅行だと勝手にドキドキして……バカみたいだ。悩む必要なんか、ないのに。

　隆史はもう、悠歩を恋愛対象として見てはいない。始まることもなく、自分の初恋は終わったんだ。

　友達でいい。幼なじみでいい。隆兄のそばにいられるなら……。

　そう思っているのに、心のどこかで、認めていない自分がいる。

　好きなのに、友達でいなければいけないというのは、こんなに苦しいことだったんだ。

　隆史は、ずっとこんな思いを抱かかえていたんだ……。自分の恋心に気づいてやっと、隆史の気持ちもわかった。

　伝えたい。隆兄が好きだって。

　日を追うごとに思いが膨ふくらんで、苦しい。

　だけど……今、この気持ちを伝えたら……隆史はどう思うのだろう。

　過ぎたことなのにと、呆あきれるだろうか。傷つけてしまうだろうか。今いま更さらなんだと、怒るだろうか。

　もしも、思いを告げたことで二人の間に決定的な溝が生まれたら……どうしよう。

　それならやっぱり、このまま幼なじみでいるほうがいいのか。

「……悠歩、どうかした？　疲れたか？」

「うん……」

　俯うつむいたまま、悠歩はなんとか答える。喉に何か詰まったみたいに息苦しい。足が重くて、前に進めなかった。

　隆史は立ち止まったままの悠歩の顔を心配そうに覗き込んでくる。

「じゃ、帰ろうか。な？」

　頭をぽんぽんと叩かれて、その手のひらのぬくもりに、泣きそうになってしまう。

　四年前のあのとき、勇気を出してこの手を摑めば……よかった。







　映画を観た日の夜も、その次の日も、隆史からは変わらずメールがきた。

　来年の企画が進められる中、これから行われる催事の広告を打ったり、実際に売り場に応援に行ったりと、忙しそうな日々が綴られている。

　悠歩の様子がおかしかったことには触れてはこない。

　そういうところも、隆史は大人なんだなと思う。ただ優しいだけじゃなくて、触れずにいて欲しいところはそっとしておいてくれる。

　そんな隆史と比べて、自分は成長できていないなと痛感した。

　せめて、もう少し明るい顔を見せられればよかったのに。接客業をしているのに、大切な人のために笑顔を作ることもできないなんて、情けない。

　映画を観た日から一週間、悠歩はまだ後悔を引ひき摺ずっていた。

　仕事中もつい頭を過よぎって、その度たびに慌てて振り払う。そして店内の鏡を見ては、にっこりと笑ってみる。

　少しは上じょう手ずに笑えてるかな……。

　そう思って鏡に見入っていると、後ろから声がかかった。

「あの……すみません」

「はっ、はいっ！　いらっしゃいませ」

　慌てて振り返り、笑顔を作る。

　目の前には、二十代半なかばくらいの女性が立っていた。その顔には見覚えがある。

「三み沢さわさん……？」

「悠歩くん。覚えていてくれたんだ」

「もちろん。靴を見にきて下さったんですか？」

「うん。ちょっと夏らしい靴が欲しいかなって」

「それはちょうどよかった。新作が入ってきたばかりで、たくさん揃そろってますよ」

　そう言って悠歩は三沢をレディースの棚たなに誘導する。

　棚に並ぶ靴は、夏物が揃って華はなやかだった。歩きやすさや健康を意識したベーシックな靴がメインのＧＥＨＥＮゲーエンも、春夏には色物が多く入ってくる。

「これ……履はいてみてもいいかな」

　三沢は棚にあるストラップシューズを指さす。可愛かわいらしいクリーム色で、シックなデザインや色合いの多いＧＥＨＥＮでは珍しいタイプの物だ。

　採寸を薦すすめようか迷ったが、まずは普段の靴のサイズを聞いてそれと同じものを試着してもらうことにした。サイズのことを気にしていたみたいだから、男に測られるのは抵抗があるかもしれないと思ったのだ。

　椅子に座った三沢の前に跪ひざまずき、足の入り具合を確かめる。

「つま先に丸みがあるので、もうワンサイズ下のほうがいいかもしれませんね。お持ちします」

　三沢は戸と惑まどっていたが、やはり思っていた通り、一つ小さいほうが彼女の足に合っていた。

「ほんとだ……」

　鏡に映うつった自分の姿を見て、三沢は微笑ほほえむ。ジャストサイズの靴を履くだけで、立ち姿も先ほどより美しく見える。

　実際、三沢は美人だった。控ひかえめな化け粧しょうと服装で、合コンのような場では目立たないけれど。

　自分が選んだ靴で女性が綺麗に見えるのは、誇ほこらしい気分になる。

　三沢はこの靴を購入することに決めた。丁寧に靴を箱にしまう悠歩の手つきを、熱心に見つめてくる。

「合コンのときと雰ふん囲い気き違うのね、悠歩くん。今のほうがずっと大人っぽい」

「そう……ですか？」

　大人っぽいなんて言葉を向けられたのは初めてで、なんとなくピンとこない。

「悠歩くんは、本当に靴が好きなのね。好きなことを仕事にしてるって、すごいな」

　そう言って三沢は微笑む。女性にこんなふうに褒ほめられることなんてなくて、悠歩は目を瞬しばたたかせた。

「あの……もしよかったら、また会えないかな」

「え……」

　驚いて見返すと、三沢は慌ててつけ加える。

「隆史さんも、一緒に。わたしも友達を連れてくるから」

　隆史の名前を聞き、思わず肩がビクッと震える。それが顔に出たかとひやりとした。

　悠歩がまっすぐに見返すと、三沢は頰を染めて俯うつむく。

　ああ、やっぱりこの人も隆史のことが好きなんだ……。

　なんとなくこの間の合コンでも感じていたけれど、今の言葉で確信した。自分に話しかけるときと隆史が相手のときでは表情がずいぶん違う。

　胸が焼けつくように痛い。息が苦しくて、口の中が苦い気がした。

　嫉しっ妬とって、こんなに心が軋きしむみたいに痛いんだ……。

　三沢が隆史のことを好きだと知って、焦あせりを感じた。嫌な感情が胸に満ちていく。

　なのに……三沢の気持ちが、とてもよくわかった。

　同性の目から見ても、隆史は魅力的だ。ルックスはもちろん、どんなときも人を気遣う心の大きさと優しさを持っている。

　恋をすればなおさら、彼の存在は輝いて見えるだろう。

　悠歩が硬直したまま何も言えずにいると、三沢は申しわけなさそうに俯く。

「ごめんなさい、お仕事中にこんな話」

「いえ……伝えておきます」

　悠歩はなんとかそう答えて、微笑みを作った。

　三沢はじっと、悠歩を見つめている。隆史への恋心を見透かされそうで、緊張した。

　店先まで見送ると、三沢は何度も頭を下げた。その様が、少し気の毒なくらいだった。

　本当は、控えめな人なのだろう。合コンの日には連絡先の交換をできず、それでも諦あきらめきれなくて、勇気を出して悠歩の働く店まできた。なんとか、隆史と繫つながろうとして。

　健けな気げな、いい子なんだと思う。合コンの席でだって、口数の少ない悠歩を気遣って、話しかけてくれた。

　だけど協力することは……できない。

　──できない。

　隆史と誰かの仲を取り持つだなんて。

「あ、あのっ」

　背を向けた三沢を、思わず呼び止める。

　自分でもどうしてそうしたのか、よくわからなかった。

　振り返った三沢は、不安そうな顔をしている。

「……伝えますけど、その……最近忙しいみたいで、時間取れるのがいつになるか、わかりませんけど」

　悠歩の言葉に、三沢は少し困ったように微笑み、もう一度頭を下げて去って行った。







　どうして三沢にあんなことを言ったのだろう。

　ただ、愛想よく伝えておくとだけ言えばよかった。頼まれたのは伝言だけで、セッティングしてくれと言われたわけではない。

　伝えれば、隆史が判断するだろう。なのに余計なことを言って、不安にさせてしまった。

　隆史がこのところ特に忙しいのは事実だけれど。本当のことを言ったのに、胸が痛む。

　もやもやとした気持ちを抱かかえたまま家に帰ると、待ち構えていたように母が話しかけてくる。

　どうやら今日もまた、隆史の母親と出かけたらしい。その話をしたくて仕方がないようだ。

「隆史くん、あっちこっち行ってたいへんらしいわねぇ。ほら、東しの雲のめデパート、全国にあるから。今週は九州に行くんですって」

「へぇ。そうなんだ」

　聞き流しながら、悠歩は夕食の肉じゃがを頰張った。口にたくさん詰め込んで、返事ができない振りをする。

「また転勤もあるんでしょうねぇ。こんな落ち着かない生活で、所帯持ってやっていけるのかしら」

　いつもなら父が余計な詮せん索さくを諫いさめてくれるが、今日は生あい憎にく帰りが遅いらしい。

　嫌な展開だなと思いながら、悠歩は箸を進める。

「出会いも意外とないらしいのよ。ほら、お店には女性が多いけれど、企画部となるとまた別でしょ？　普通のＯＬさんとはお休みが合わないでしょうし、いくら隆史くんが素敵でも、おつき合いは難しいわね」

「そんなこと……ないよ」

　思わず、口を挟はさんだ。

　きっと、今までも隆史を思っていた女性はいただろう。三沢のように。

　休みが合わないからって恋心は抑えられない。好きなら、なんとか乗り越えようとするはずだ。

　自分なら……そんなことで恋を諦めたり、できない。

「え、なに？　悠歩」

「なんでもない。ごちそうさま」

　食事が終わると、悠歩は食器を片づけて逃げるようにリビングを後にした。







　風呂を終えて一息つき、悠歩は携帯電話を取り出した。

　三沢から預かった伝言を伝えるためだ。

　約束した手前、伝えないわけにはいかない。だから、直接電話をすることにした。

　もしかしたら、隆史も三沢を気に入っているかもしれない。

　隆史だって、彼女を作りたくて合コンに参加したのだろうから、それを邪魔する権利は悠歩にはない。

　三沢は悠歩の目から見ても可愛らしい、感じのいい人だった。隆史とは似合いのカップルになる気がする。

　そう思うと胸が苦しかったけれど、約束を違たがえるのは嫌だった。

　電話は、三コールで繫がった。

『悠歩、どうした？』

　隆史の声と一緒に、ざわざわと人の声や車の音が聞こえてくる。

「ごめん、外だったんだ。後でかけ直すよ」

『いいよ。今、駅から家に向かって歩いてる途中だから』

　少し疲れた声……仕事帰りみたいだ。時計を見るともうすぐ十二時だった。

　こんなに遅くまで働いているんだ……。本当にたいへんそうだ。

　やっぱりかけ直すべきかと思ったが、帰宅してからだと遅くなるし、かえって迷惑かと考え直し、悠歩は話を切り出す。

「今日、三沢さんが店にきたんだ。隆兄と会いたいって。友達連れてくるから、四人でまた会わないかって」

『そう……なんだ。悠歩は、どうしたい？』

「え……」

　伝えればそれですむと思っていた。よく考えれば、四人のメンバーのうちには自分も入っているのか。

『三沢さんとその友達と、ダブルデート……してみる？』

　合コンに誘ってくれたとき、その話が出た。そのうちいい子がいたらダブルデートしようなと。あのときは具体的に女の子の顔が浮かばなかったから、気楽に構えていた。

　隆史といろんなところに行けたら楽しいだろうな。そんなふうに思っていた。

　今は……違う。

　隆史に思いを寄せる女の子と一緒に遊ぶなんて……できない。

　恋に、気づいてしまったから。

「僕は……いい」

『そっか。もうすぐ家つくけど、電話、かけ直したほうがいいか？』

「ううん、いい。隆兄、疲れてるでしょ。……おやすみ」

　なるべく明るい声でそう言って、悠歩は電話を切った。

　本当は、もう少し話したかった。声を、聞いていたかった。もしも恋人同士なら、こんなとき、もっと甘えてもいいんだろうか。

　用事はなくても、ただ声を聞きたいから……なんて、言っても許されるんだろうか。

　今さら、そんなことを考えても仕方がないのに。

　隆史の名前と通話時間が表示された画面を眺ながめ、悠歩はため息をつく。

　今からでも、やっぱり話したいと言いたい。

　話し足りない雰囲気を汲くんで、隆史は電話をかけ直そうかと言ってくれたのだ、きっと。

　それなら……。

　携帯電話の画面を見つめ、悠歩の指先は揺れる。

　何度も、何度も発信ボタンを押そうとして……結局、その晩は電話をかけることができなかった。
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　結局、三み沢さわの伝言は伝えたものの、実現は当分難しそうだった。

　隆たか史ふみはこの間話していた通り出張が増え忙しいみたいだ。

　それでも、仕事が終わればメールをくれる。おいしい店を見つけたとか、出張先で悠ゆう歩ほが選んだ靴くつを褒ほめられたとか。些さ細さいな出来事を報告してくれる。

　忙しい合間に書いてくれたのかと思うと余計に愛いとおしくて、暇ひまを見つけてはメールを読み返した。

　嬉しいけれど……心配だった。忙しいなら少しでも休んで欲しい。自分なら、大丈夫だから。

　そんな空から元気のメールを返しては、ため息をついてしまう。

　本当は寂しい。隆史はこんなに優しくしてくれるのに。

　仕事が忙しいから、出張だから……社会人なんだから、会いたいときに会えないのなんて、当たり前だ。

　わかっている。でも、寂しくて、苦しい。

　会いたい。少しでも声が聞きたいって、思ってしまう。

　昨日、隆史は昼間のうちに実家へ帰って、そのついでに悠歩のうちにも寄って行ったらしい。昨夜、食卓に出された辛から子し明めん太たい子こは、隆史が買ってきてくれた物だ。

　悠歩にも、食べてくれとメールをくれた。

　彼がきていたのは昼間で、悠歩は仕事中だった。

　仕方がないけれど……寂しかった。

　こんなことなら、土産みやげは何がいいかと訊きかれたとき、何かねだればよかった。そうしたら、隆史は直接渡そうと時間を作ってくれたかもしれない。

　事務所で靴の写真がずらりと並ぶパソコンのモニタを見ながら、悠歩はため息をつく。在庫の管理も、悠歩の仕事の一つだ。開店直後や昼時の客の少ない時間帯にチェックしておく。

「どうしたの、なんか問題あった？」

　悠歩が浮かない顔をしているから、店長が心配そうに覗のぞき込こんでいる。

「えっ……。いえ、大丈夫です」

「それならよかった。辻つじくんにお客さんがきてるわよ。例の、格好いい人」

　そう言われて慌てて店内に出ると、見知った顔がいた。

　いつもと変わらない眼鏡めがねとスーツ姿。夏が近いからか、ネクタイの色は爽さわやかなブルーだった。

「隆兄……」

「久しぶりだな。どう、忙しい？」

「いつもと変わりない……ですよ」

　何度店を訪れてくれても、いまだにぎこちない敬語になってしまう。知り合いへの接客は難しい。

「なんか顔色悪いな、大丈夫か」

「そう……ですか？」

　体調は悪くない。よほど、元気のない顔をしているのだろう。接客業なのに、情けない。

　あんなに会いたいと思っていたはずが、いざ目の前にするとどんな顔をすればいいのかわからない。

　こんなことじゃ……ダメだ。

　訊きかなきゃ。今度いつ会えるのかって。

　約束があれば……少しは安心できる。

　そう思いながらも、悠歩の口からは別の言葉しか出てこない。

「えっと……靴、履はいて下さっているんですね。具合はどうですか」

「うん、いい感じだよ。手持ちの靴とローテーションで履いてるよ。手入れも悠歩が教えてくれた通りやってる。けどこれから雨が多くなるだろうし……撥はっ水すいスプレーを買っておこうかと思って」

　確かに綺麗に手入れされている。丁寧に使っているのがよくわかった。

　三ヵ月ばかり前に買った靴は少しだけ、傷いたんでいた。仕事柄がらたくさん歩くのだろうし、梅つ雨ゆ時どきの湿気のせいもあるだろう。

「ご用意します。それから、少し……磨みがいておきますね。どうぞ、おかけ下さい」

　そう言って隆史をソファーで待たせ、悠歩は靴を預かった。

　コバの埃ほこりや砂をブラシで優しく落とし、傷みの出やすいつま先や踵かかとをチェックしながら、汚よごれを拭ふいた後、クリームを丁寧にすり込む。

　革も元々は動物の皮ひ膚ふだ。栄養を与えると艶つやが増す。最後に乾いた布で磨くと、靴は見違えるように蘇よみがえる。

　隆史の足元に跪ひざまずき、揃そろえて靴を差し出した。

「どうぞ……」

「ありがとう。新品みたいにピカピカだな」

　隆史はゆっくりと靴に足を入れる。俊敏そうな引き締まった足首がパンツの裾すそから覗き、思わず見入ってしまいそうになる。

　悠歩は足の入り具合を確かめながら靴くつ紐ひもを締めた。

　立ち上がり、隆史は鏡の前で自分の姿を確かめている。人と関わることの多い職場だろうから、身だしなみにも気を遣つかっているのだろう。

　自ら薦すすめた、ストレートチップの黒い靴。ベーシックだけれど、立ち姿が綺麗に決まる。隆史のような細身のスタイルだと余計に脚の長さが際だって見えた。

　改めて、彼の立ち姿の美しさに見とれる。

　ピンと伸びた背筋、昔よりも広くなった肩かた幅はば。襟えり足あしは綺麗にカットされている。清潔感も、彼の仕事には重要なのだろう。

　鏡越しに見つめていると、隆史と視線が合った。

　眼鏡の奥の瞳は何か言いたそうに少し翳かげって見える。

　見つめられて、悠歩は動けずにただ、鏡に映うつる隆史と、自分の姿に対たい峙じしていた。

「俺、また大阪行くことになったんだ」

　思わず、肩がビクッと震える。

「しばらく帰れない。だからちょっと、悠歩の顔を見ておこうと思って」

「え……」

　母の言葉が脳のう裏りに蘇よみがえった。あっちこっち行ってたいへんだと、また転勤もあるかもしれないと。

　そんなの、わかっている。わかっていたつもりだった。

　だけどこの春戻ってきたばかりだし、当分異動はないだろう。本社勤務になったのなら、もしかしたらこのままずっと関東にいるのではないかと、勝手に思っていた。

「いつから……」

「今週末から。金曜日には発たつよ」

　そんなに急に……。

　それとも、本当はもっと前から決まっていたことなのだろうか。自分が、知らなかっただけで。

　呆然として、悠歩は何も言えなかった。

　無言の時間が、やけに長く感じた。鏡越しに見つめ合ったまま、動けない。

　やがて隆史は一つため息をつくと振り返り、悠歩に向き直る。

「身体に気をつけて。元気でな」

　困ったような、寂しそうな笑顔を見せて、隆史は言う。

　嫌だ……こんなの。

　こんなふうにまた、離れていってしまうなんて。

　やっと、気づいたのに。

　好きだって。隆兄のことが、好きだって。

　時間がかかったけれど、この気持ちは恋なんだって、わかったのに。

　まだ何も伝えていないのに、遠くに行ってしまうなんて。

「……また、連絡するな」

　あまりに悠歩が情けない顔をしていたからか、隆史は優しく言いながら顔を覗き込んでくる。

　何も答えられず、悠歩は小さく頷くのが精一杯だった。

　ちらりと腕時計を見る隆史にはっとする。あまり引き止めてはいけない。

「……ありがとうございました」

　ぎこちなく笑い、撥水スプレーの包みを手渡す。微かすかに、指先が触れ合い胸が苦しくなった。

　そのまま、この手に縋すがりつきたい気持ちを必死で抑えて、店先まで見送る。

　雑踏の中に隆史の姿が消えても、悠歩はその場からなかなか動けずにいた。

「辻くん？　どうしたの、具合でも悪い？」

　あまりに長く入り口で佇たたずんでいたから、店長が心配そうに声をかけてきた。

「いえ……なんでもないです」

「……そう？　辻くん、今日は事務仕事を片づけてくれる？　伝票整理とか、けっこう溜まっているのよねぇ」

　悠歩の様子がおかしいのを悟って、店長はそう言ってくれたのだろう。彼女に感謝しながら、悠歩は事務所に籠こもった。

　今日は、お客さんの前で笑顔になれそうにもなかったから。







　その日の仕事を終えると、悠歩はあてもなく駅前をうろうろと歩いた。ゲームショップと本屋に寄ってみて、改めて気づく。

　ここ最近、新作のゲームもチェックしていないし、楽しみにしていたはずのマンガの新刊も買うのを忘れていた。

　隆史のことばかり、考えている。普段はポータブルゲーム機を開く手が、知らず知らず携帯電話に伸びる。マンガを開くよりも、以前もらった隆史からのメールを眺めている。

　いつの間にか、悠歩の日常は変わっていた。他人から見れば些さ細さいな変化かもしれない。だけど、確実に変わってしまった。

　重い足を引きずるようにして、駅に向かっていると、尻しりポケットで携帯電話が震える。メールの着信だ。

　慌ててポケットから携帯を取り出してみたが、きていたのはファストフード店のクーポンのお知らせメールだった。

　ポップな絵文字と食欲をそそるキャッチコピー。期間限定の文字を見ると、いつもなら明日の昼にでも食べてみようと思うところだ。

　今は、隆史からのメールじゃないというだけで、落らく胆たんする原因にしかならなかった。

　隆史がいなくなると思うだけで、寂しい。こんなにも、寂しいだなんて。

　他の友達とだって、会えなければ寂しくなるし、遠く離れるのは嫌だと思う。

　だけどこんなに、胸が痛くなったりは……しない。

　友達じゃ、ダメなんだ。幼なじみじゃ……。

　また、四年前のことを思い出してしまう。

　告白されたときのことを。

　自分も好きだって言って、隆史の胸に飛び込みたい。

　あのときの自分は、ただ怖がっていた。戸惑いや怯おびえに隠れて、嬉しいという気持ちを感じられずにいた。

　本当は……嬉しかったんだ。

　隆史から好きだと言われて。特別な存在だと、思ってもらえて。

　なのに悠歩の臆おく病びょうな心は、その小さな恋の芽を、奥のほうへしまい込んでしまった。

　知らない世界へ飛び込むのは、怖い。

　変化して、心地好い今を手放してしまって、二度と戻れなかったら……いつも、そんなふうに考えてしまう。

　たとえ、やってくる未来が本当は心の奥底では望んでいたものだったとしても……怯えが邪魔をする。

　そう……本当は、望んでいた。

　恋への一歩を踏み出すこと。

　でも怖くて足が動かなかった。靴の裏が地面にくっついてしまったみたいに。

　あのとき、ほんの少し……勇気が出せたら。後悔ばかりが押し寄せてくる。

　すべては、自分に勇気がなかったから。

「隆兄……ごめんなさい」

　呟いたのと同時に、涙が零こぼれた。

　悠歩は慌てて人目を避け、街路樹に寄りかかる。通りかかったおばあちゃんが心配そうに声をかけてくれて、なんとか大丈夫だと答えた。

　見ず知らずの人に優しくされてまた、涙が溢あふれそうになる。

　甘えた自分が嫌だった。

　子供の頃と何も変わりない。引っ込み思案で、寂しいのに友達の輪に入れなくて、遠巻きに見ていた。

　そんなとき、いつも手を引いてくれたのは、隆史だった。兄のようだと思っていた。

　今は、差し伸べてくれる温かい手はない。

　深呼吸して少し気分が落ち着くと、食事は外で食べてくるとメールをした。浮かない顔で帰ればきっと、母は心配と共に何かと詮せん索さくしてくるだろう。

　さっき割引クーポンがきたファストフード店に入り、かき込むように食べる。味はよくわからなかった。

　鞄かばんに入れっぱなしだったポータブルゲーム機は充電が切れていて、画面は冷たく真っ暗だった。

　今までは帰宅すれば必ず電源に挿さしていたから、こんなことはなかった。

　何度も見てしまうせいで、携帯電話の充電も三十パーセントを切っていた。

　せめてさっき、マンガの新刊を買っておけばよかった。そう思いながら、壁に貼られたメニューやキャンペーンのお知らせのチラシを見るともなく眺める。

　昼間に利用することの多いファストフード店だが、夜の顔は知らなかった。会社帰りのサラリーマンや学生グループ、カップルの姿もあった。

　制服姿で、すっかり冷め切ったフライドポテトを摘つまみながら、何か話しては見つめ合って、笑う。

　高校時代の悠歩は、デートなど一度もしたことがない。

　恋の片へん鱗りんも経験せず、十代を過ごした。

　今、幸せそうに話す高校生たちは、いったいどうやって恋に踏み切ったのだろう。どうやって、入り口を見つけたのだろう。

　不思議に思いつつ眺めていると男のほうと目が合って、慌てて顔を背そむけた。

　食べ物がなくなってジュースも空からになると、何もすることがなくなってしまった。

　仕方なくファストフード店を後にし、家に向かう。

　足が重かった。ずっしりと水分を含んだみたいに、冷たくて歩きづらい。

　足が悪かった子供の頃を思い出す。健康上の問題は残らなかったとはいえ、他の子のように運動はできず、歩くのも走るのも大嫌いだった。

　家の中でずっと遊んでいられたら……本気でそう、思っていた。

　なのに寂しくて窓の外を覗く。

　隆史が『遊ぼう』って、誘ってくれるんじゃないかと思って。

　今は辺りを見渡しても、家路を急ぐ人々が足早に通り過ぎていくだけだ。

　母には残業だったと嘘をついて、疲れているからと風呂を済ませると早々に部屋に引っ込んだ。

　ベッドに潜もぐり込こんでも眠れなくて、何度も寝返りを打っては、ため息をつく。

　目を閉じれば浮かぶのは、やっぱり隆史の顔だった。

　夜がこんなに長いだなんて、知らなかった。







　一晩考えて、一つ決めたことがある。その思いを抱かかえて、悠歩は翌日出勤した。

　休きゅう憩けい時間、悠歩は商品の一つを手に取り、足を入れてみる。

　レザーのスニーカーは驚くほど軽くて、ぴたりと足を包むようなフィット感があった。踏み出したときに心地好い反発があり、快適に歩けそうだ。

「靴を新調するの？」

　遅番で出勤してきた店長が、悠歩の様子を覗きにくる。

「はい。少し……気分を変えたくて」

「いいわね。靴を新しくすると、新しい世界へ行けるような気がするものね」

　店長が何げなく言った言葉に、はっとする。

　なんの準備もしないで、怖いからと逃げていた。

　恋から。隆史の……それから、自分の思いから。

　知らない世界に行くには、それなりの装備が必要だ。

　新しい靴があれば、勇気を出して踏み出せる、きっと。

「新しい世界か……」

「な、なに？」

「いえ、素敵だなと思ったんです。さすが、店長」

　素直に賛辞すると、店長は照れた様子で髪をいじり、背を向けた。それから、悠歩が試着したスニーカーの色違いをいくつか持ってきた。

「カジュアルな物なら、色で遊んでみたら？　紺色とか、どうかな」

　そう言って差し出してくれたのは、表革は紺色、履はき口ぐちが鮮やかなオレンジ色の靴だった。

　ほとんど見えない部分が綺麗な色をしているのは、気分が上がっていいかもしれない。

　スニーカーは店長が薦すすめてくれた物に決めて、もう一足、悠歩は靴を選んだ。

「それと、これも……」

「あら、サイズが違うじゃない」

「はい、こっちはプレゼントなので……」

　ストレートチップのビジネスシューズ。色はバーガンディにした。隆史が以前購入したのと同じ型、同じサイズの色違いだ。

　この靴と共に、思いを告げよう。

　そう決めた。

　店長は少し首を傾かしげたが、何も訊きかずにいてくれた。

「あの……店長。お願いがあります。来週なんですけど……お休み、もらえますか」

「うん、いいわよ」

　急な申し出にもかかわらず、やけにあっさりと店長は頷く。シフト表を確認し、悠歩の抜ける日に自分の名前を書き込んだ。

「あ、あの……本当に、大丈夫ですか」

「なんとかなるわよ。辻くんから休みが欲しいなんて、滅めっ多たに言わないじゃない。有給も閑かん散さん期きにぽつぽつしか取らないし、他の人が休みたいって言ったら代わってあげてたでしょう」

　今まで真ま面じ目めに働いていたから、今回は特別よ。

　念を押して、店長は休みを許可してくれた。

「すみません……」

「その代わり、わたしがデートのときには、辻くん、出てよ？」

「は、はい。もちろん」

「まぁ、そんな予定も今のとこ、ないけどね」

　そう言って笑った顔はとても魅力的で、今さらながら気づく。

　店長だって、店を出れば一人の女の人で、どこかで恋をしたり、失ったり……してきたのだろう。

　誰もが一度は通る恋の道。初めて踏み出す瞬間は、誰にでもある。

　きっとみんな、勇気を振ふり絞しぼって歩き出したに違いない。店長も、この間ファストフード店で見かけた高校生も。

　三沢もきっと、悠歩に伝言を伝えるときはとても緊張しただろう。

　隆史だって……ずっと幼なじみだった悠歩に恋を告げるのは、度胸がいったはずだ。

　怖いからといって、足踏みばかりしていてもどこにも行けない。

　もう、遅すぎるかもしれない。

　それでも伝えたい、今の気持ち。

　今度は、自分が勇気を出して踏み出す。

　ずいぶん時間がかかったけれど……やっと、恋だとわかった。

　この気持ちを伝えるために。
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　悠ゆう歩ほは二日間の休みをもらって、大おお阪さかに行くことにした。

　急だったから無理かもと思っていたが、店長があっさりと許してくれたことには、本当に感謝している。

　だけどもう一つ、クリアしなければいけないハードルがある。

　母だ。

　一人で大阪に行くなんて、絶対にいろいろ詮せん索さくされる。

　どう言いわけをしようか考えているうちに言いそびれ、ついに出発の前日になってしまった。

　これはもう、今夜言うしかない。

　食事の後、悠歩は改まって母に向き直り、思い切って告げた。

「母さん……明日からちょっと、旅行に行ってくる」

「旅行？　明日ってずいぶん急ね……聞いてないわよ。どこに、誰と行くの？　仕事はどうするの」

　母の眉まゆがつり上がる。やっぱり、そう簡単にいってらっしゃいとは言ってくれない。

　しかしここでくじけるわけにはいかない。悠歩は母の気持ちを宥なだめるように、努めて穏やかに続きを話す。

「大阪。一人で行く。仕事は休みをもらったから大丈夫」

「一人って……今まで、そんなこと一度もなかったじゃない。どうしてそんな急に……いったい、何があったの？　話しなさい」

「ごめん、母さん」

「謝らないで。理由を訊きいてるのよ？」

　母の顔は、どんな理由を言ったって許してくれなさそうに怒っている。今までこんなことは一度もなかったから、驚いているのだろう。

　どうしよう……。これはこっそり早朝に抜け出すしかないだろうか。

　悠歩が不穏な計画を立てかけていたところへ、父が口を挟はさんだ。いつになく、はっきりとした口調で。

「母さん、その辺にしとけ。悠歩はもう子供じゃないんだから。一人旅くらいなんでもないだろう」

「でも……」

「男にはちょっとくらい冒険も必要なんだよ。なぁ、悠歩」

　そう言って、父は下へ手たなウインクを飛ばしてくる。

　二十歳を過ぎた男が、たかが大阪に行くくらいで冒険だなんて、情けない気もする。

　それでも、悠歩にとっては冒険だ。

　言わずともそこをわかってくれたことが、悠歩は嬉しかった。

　父がこんなにはっきり意見を言うのは珍しいことだ。男同士で通じ合っているのが気に入らないのか、母は少し膨ふくれっ面つらだ。

「そう怒るな。俺たちも今度、悠歩に留守番を頼んでどこか行こう。な？」

　言いながら、そろりと母の背中を撫なでる。

　まだ唇が尖とがっているものの、母はもう口を挟んではこなかった。

　尻に敷かれているイメージだったけれど、意外に力関係は父のほうが上なのかもしれない。

「気をつけて行ってこい。土産みやげ忘れんなよ」

　父はもう一度ウインクをした。

　アンダーＴシャツにステテコ姿だったが、このときの父の姿はとても頼もしく見えた。







　新幹線に乗ったのは何年ぶりだろう。多分、修学旅行以来だ。

　自分で切符を取るのも初めてで、座席指定をするのにも、車内での切符確認にもドキドキした。

　緊張を感じる度たび、足元を見る。

　新しい世界に行く……。この、新しい靴くつで。

　そう思うと少し勇気が湧いた。

　真新しいレザーのスニーカーはカジュアル過ぎず、ジーンズを合わせても子供っぽくならない。上には持っている中で一番明るいブルーのシャツを合わせた。少しでも、前向きな気持ちでいられるように。

　昼間は隆たか史ふみも仕事だろう。彼の仕事が終わるまで、どこかで時間を潰つぶしていればいい。今日はマンガも持ったし、ポータブルゲーム機もフル充電して持ってきた。駅周辺のインターネットカフェもチェックしてきた。もしも隆史に会えなかったら、深夜パックを使ってそこで一夜を明かそうと思っていた。

　そんなことをするのは初めてだけれど……初めてだらけで、少し感覚が麻ま痺ひしているのかもしれない。よく考えると大だい胆たんな計画だった。

　隆史に何も知らせずに大阪にきて、プレゼントの靴を渡して……今の思いの丈たけを告白しよう、なんて。

「ええっと、新大阪に着いたら在来線に乗り換え……」

　何度もメモを見て、乗り換えホームを確認する。東京でだって行き慣れない駅では乗り換えに手間取るから、初めて行く場所ではなおさら不安だった。

　携帯電話は、充電が切れるのが怖くてあまり見ないようにしていた。

　今のところ着信はない。

　新幹線に乗り込む前、隆史にメールをした。




〝隆兄に渡したい物があります。仕事が終わったら連絡下さい〟




　いろいろ考えた末、書けたのはそれだけだった。

　とにかく早く、会いたかった。会って、話したい。聞いて欲しい、今の気持ちを。

　遅すぎるけれどもしも聞いてくれるなら、四年前の答えを……告げたい。

　自分も隆史のことを、思っていると。

　何度も頭の中でシミュレーションしながら、悠歩は窓の外を見る。田んぼには水が張られ、稲が青々と伸びている。長閑のどかな景色が流れていく。看板の文字の中に見慣れない市外局番が増えていって、段々、遠くに行くのだと実感した。

　名な古ご屋やを過ぎ、岐ぎ阜ふ羽は島しまを通り過ぎたくらいから、ぽつりぽつりと窓ガラスに雨あま粒つぶが流れ始める。京都に着く頃には本格的に雨が降っていた。

　そう言えば、天気予報をチェックしていなかった。雨具も持っていない。

　新大阪駅について、乗り換える前に傘かさを買おうかとも思ったが、手元の紙袋を見て思い直す。

　隆史に渡すつもりの靴が入っている。中身さえ濡れなければいいとはいうものの、やはりプレゼントなのだから包みも綺麗なまま渡したい。

　大阪も地下道がたくさんあるらしいから、地上に出ずに移動できるだろう。

　そう思い、悠歩はそのまま在来線に乗り換える。乗る電車が姫ひめ路じ行きだったから、本当に大阪で停まるのかと少し不安になりながら。

　しかし本当に不安に思わなければいけなかったのは、大阪駅に着いてからだった。

　人の波に流されて近くの改札口から出てしまったのも、いけなかった。

　案内板を見ると、目的の東しの雲のめデパートとは反対方向にきてしまっていた。

　いくら初めての場所でも、大きなターミナル駅だ。たくさん案内が出ているだろうし、迷うことなんてないだろうと高をくくっていた。

　人に訊たずねたほうがいいだろうかと辺りを見渡すが、夕方の地下街は先を急ぐ人ばかりで、声をかけられそうにもなかった。

　駅まで戻って確認しようかと思っていたところに、尻しりポケットで携帯が鳴る。

　電話の着信──表示されているのは、隆史の名前だ。

「隆兄……」

　思わず縋すがりつくように電話に出て、隆史の名前を呼ぶ。情けない自分の声にちょっとへこんだが、今はそれどころではない。

『悠歩！　ごめん、メール気づくの遅れて。まさかお前、大阪にきたの？』

「う、うん……」

　電話がかかってきたことに焦あせって、悠歩は行き先案内も見ずに人の流れのまま歩く。

『仕事は終わったから、迎えに行くよ。今、どこ？』

「あ、あれ？　わ、わかんない……」

　震える声で呟くと、隆史は宥なだめるように大丈夫だと言ってくれる。

『焦るなって。立ち止まって。近くに何か書いてないか？　なんでもいいから』

　慌てて辺りを見渡して、目に入る物を隆史に告げていく。立ち食いうどん、全国チェーンのファストフード店……いくつかを挙げると、それで、隆史は悠歩がどこにいるかわかったらしい。

　そのまま、電話で話しながら歩き、出口まで誘導された。

『その階段上がったところで待って。すぐに行くから』

　そう言って、隆史は電話を切った。

　とりあえず隆史の声が聞けたことにほっとして、悠歩は指示されたとおり階段を上がってみる。

　地上に出ると、背の高いホテルが建っていた。旅行などしない悠歩でも知っている、外資系の有名なホテルだ。

　少し気後れしたけれど、まだ雨が降っていたからロビーに入って隆史を待った。広々とした吹き抜けにシャンデリア。縁のない場所にぽつりと立っていると、心細さが募つのった。

　歩き回ったせいで少し足が痛くて、緊張も手伝ってか、強こわ張ばってその場から動けなかった。

　靴を入れた紙袋を大事に抱かかえ、悠歩は俯うつむく。

　勝手に押しかけてきておいて、こんな迷惑をかけるなんて。

　本当はもっとスマートに待ち合わせをする予定だった。隆史から連絡がきたら、待ち合わせの場所を決めて、それから……靴を渡して思いを告げる。そう決めていたのに。

　沈しずみそうになる気持ちを支えるのに必死で、近づいてくる人影に気づくことができなかった。

　コツリ、と靴音がすぐそばで鳴る。

　あっと思ったときには、抱き締められていた。

　長い腕にすっぽりと埋まり、悠歩は肩をすぼめる。

「捕まえた、悠歩」

　背後から抱き締められ、胸がきゅっと音を立てたような錯さっ覚かくがした。

　悠歩を包んだまま、隆史はほっとしたように息をつく。温かい吐息を首筋に感じ、悠歩はくすぐったくて首をすくめた。

「隆兄、ごめん……っ、こんな、迷惑かけるなんて、ほんとに……」

「よくきたな。会えて嬉しいよ、悠歩」

　隆史は悠歩に向き合い、くしゃくしゃと髪を混ぜ返す。

　会えて嬉しい。

　その言葉に、一気に今までの緊張が緩ゆるんで、泣いてしまいそうだった。

　だけど今、感情にまかせて泣いてしまうわけにはいかない。

　悠歩は隆史を見上げ、そろそろと、手にしていたＧＥＨＥＮゲーエンのロゴ入りの紙袋を差し出す。中の箱にはリボンがかけられている。
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「隆兄……こ、これ……受け取って」

　声が震えた。喉が渇かわいて、ヒリヒリする。

　好きです、隆兄……。

　伝えたいのに言葉が出てこない。声の出し方を忘れてしまったみたいに。

　どうしよう……。

　この一言を、言いにきたのに。

　隆史はそっと紙袋を持つ悠歩の手を包み込む。それから、ゆっくりと紙袋を受け取った。

「……俺に？」

　隆史は中を覗き込む。箱に入っているけれど、中身が靴だということはわかってくれたのだろう。

　紙袋から悠歩に視線を戻し、見つめてくる。

「ありがとう、悠歩」

　隆史の声も、少し震えていた。眼鏡めがねの奥の瞳が光る。光がレンズに反射しているのか、涙なのかは悠歩にはわからなかった。

　再び、ぎゅっと抱き締められた。

　それから、耳元にほんの小さな声で囁きかけられた。

　好きだよ、と。
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「悠ゆう歩ほ……好きだよ」

　愛いとおしそうに囁き、隆たか史ふみは悠歩を腕の中にきつく抱き締める。

　ホテルのロビーで再会した後、隆史はそのまま部屋を取ってくれた。

　まさかあのまま、ロビーで抱き合っているわけにもいかない。

　緊張して鼓こ動どうが速くて──何が起こっているのか、よくわからなかった。

　旅行などしない悠歩は、ちゃんとしたホテルの部屋に足を踏み入れたのは、これが初めてだ。床ゆかはふかふかして、テレビは壁に埋め込むように設置されていて、ソファーセットとデスクがあり、窓からは夜景が見える。

　スタンドライトが窓ガラスに反射して街まち灯あかりに溶け込む。スタイリッシュなはずのホテルの室内がやけに艶なまめかしく感じた。

　綺麗にメイキングされたベッドは、大きなサイズが一つだけ。

　それを見ただけで、悠歩はまた緊張で身体中が強こわ張ばってしまう。

　そんな悠歩の背を優しく撫なでながら、隆史は吐息混じりに囁きかけてくる。

「好きだよ、悠歩。ずっと、好きだった。子供の頃から……いつも、お前のことばかり見てた」

　隆史は片方の手で眼鏡めがねを外し、テーブルに置いた。

　久しぶりに、彼の眼鏡なしの顔を見た。

　二つのレンズが取り払われただけで、一気に距離が縮ちぢまったような気がした。

　両頰を包まれ、隆史の顔が近づいてきて……悠歩は思わず身を引く。

「じっとして」

　笑みを漏らしながら言い、ゆっくり、隆史の顔が傾かしぐ。

　それからほんの一瞬、唇が重なった。熱くて、しっとりと柔らかくて……触れ合った途端、全身が脈打ったような気がした。

　キスって、こんな感触なんだ……。唇で感じるんじゃなくて、身体中が震えるものなんだ。

　目を閉じることもできず呆ぼう然ぜんと突っ立っていると、隆史は少し笑って、髪を撫でてくれる。

「子供の頃はさ、悠歩のこと守ってやらなきゃって、思ってた。弟みたいで可愛かわいくて、放っておけなくて……けど、いつからか特別な目でお前のこと、見始めてた」

　お隣で、男同士で……罪悪感に苛さいなまれながら、それでも好きで堪たまらなかったのだと、隆史は話す。

「……奪いたいって、思ってた。お前の、ファーストキス」

　囁いた声はいつになく艶つやめいている。

　熱っぽい視線。今まで知っている隆史じゃない。優しい幼なじみとは違う……大人の、男の顔だ。

　こんな表情もするんだ……。

　思わず、見み惚とれてしまう。見つめてくる隆史の瞳から目が逸そらせない。

　不意にさっきのキスが蘇よみがえる。驚きばかりで触れたときには感じなかった、柔らかさやぬくもり、濡れた唇……。

　様々な感覚が一気に襲ってくる。身体の奥底から湧き上がる昂たかぶりに、身震いが出た。

　悠歩は生なま唾つばを呑み、その音が響いたような気がして大いに動揺する。

「その先も……いい？」

　言葉では訊たずねているけれど、抱き締めてくる腕は、逃がさないと言っている。

　大切だと思っている証あかしに靴をプレゼントして、思いを告げて……それだけしか、考えていなかった。

　その先のことなんてまだ……考えていなかった。

　怖い──だけど、逃げ出したいとは……思わなかった。

　踏み出すって、決めた。

　悠歩は視線を上げ、じっと隆史を見つめる。

　さっきは声が出なくて言えなかった……今、言わなくちゃ。

　この思いを告げるために、ここまできたのだから。

「隆兄……僕、自分の気持ちに気づくのに、ずいぶんかかっちゃったけど……」

　幼なじみじゃなくて、友達じゃなくて。

　もっともっと特別な存在。

「隆兄のことが、好き」

　やっと、言えた。この一言を声にするだけで喉が渇かわいて仕方がなかった。

　鼓動が速くなる。言葉にして伝えて、改めて実感する。

　隆史に抱いていた感情は、恋だったんだと。

　言えたと思うとほっとして、目め尻じりに涙が滲にじんだ。

　その雫しずくは、流れ落ちる前に隆史に舐なめ取とられる。

「待たせて、ごめんなさい。いっぱい待たせて……」

「悠歩……」

　抱き締められて、全身を包み込まれているような気持ちになった。

　悠歩が待たせた四年間──それまでの、隆史の思い。それらすべてが、腕の力に込められている気がした。

　今、とても満たされた気持ちでいる……はずだった。

　なのに胸の奥が疼うずく。

　抱きしめられるだけでは、足りない。

　もっと触れて欲しくて、もっと近くにいたくて、悠歩は隆史の背に回した手に力を込める。

「あ、あの……。いい……よ」

　キスの、その先。

　段々声が小さくなる。ちゃんと言えたのか、自分でもよくわからなかった。

　届いたのかどうか不安で、ドキドキしながら隆史の顔を見上げる。

　すると、隆史の指先が顎あごを捉とらえ、優しく傾けられた。顔が近づいて、熱い視線に胸を射貫かれる。

「あっ……」

　先に熱さを感じて、その次に濡れた唇を感じた。柔らかく、吐息が奪われる。唇がさらに密着する角度を探して何度も交わる。

　なんとなく、キスは愛情表現で官能はその先にあるもの、別物だと思っていた。

　隆史からの口づけは情熱的で、自分が子供だったのだと思い知らされる。

　愛情と欲望が、こんなふうに交じり合うなんて。

「ん……ふ」

　小さく声を漏らし、悠歩は隆史の腕に縋すがりつく。

　うまく立っていられない。足に力が入らなくて、膝が震えた。

　足元がふわふわするのは、この部屋の絨じゅう毯たんのせいだけではないだろう。今にも床が綿菓子みたいになって抜けてしまいそうで、不安になる。

　隆史の手が腰に回り、悠歩を支えてくれる。

「大丈夫？」

「うん……」

　俯うつむきながら、小さな声で答える。震えを隠そうと、両手をぎゅっと握り締めた。

　隆史はそんな悠歩の様子を心配そうに眺ながめた後、顔を覗のぞき込こんでくる。

「本当に……いいの？」

「ん……」

　声にならなくて、固く目を閉じて頷いて見せた。

　するともう一度軽く口づけられ、そっと背を押される。隆史に促うながされ、悠歩はベッドに腰を下ろす。

　そのまま、ゆっくりと横たえられた。

「本当に、よくきたな……」

　抑えた声だったけれど、隆史の気持ちが胸の中に流れてくるようだった。

「きてくれて、ありがとう。本当に嬉しかった」

　ため息混じりに言われ、くすぐったくて悠歩は身じろぎする。

　隆史は愛いとおしそうに、髪を撫でてくれた。それから、また唇が重なる。今度は、優しく愛あい撫ぶするようなキスだった。

　悠歩は隆史の肩に震える手を這はわせ、侵入してくる舌に恐る恐る吸いつく。

　さっきはされるがままだった。少し……ほんの少しくらい、口づけに応こたえたい。

　そんな悠歩に刺激されたのか、隆史の息が荒くなる。服をまくり上げられ、悠歩の陽に当たらない肌はだが曝さらされる。

　平らな胸をまさぐられ、小さな突起を摘つままれ、思わず声が漏れた。

「うっ……」

　微かすかな痛みと共に、腰の辺りがじんと熱くなる。隆史は悠歩を見つめながら、シャツのボタンを外した。

　隆史は平静を装った顔をしているが、手つきは少し焦あせっている。その辿たど々たどしささえ、愛おしい。

　シャツをはらりと床に落とし、隆史も服を脱いだ。ジャケットをソファーに放り投げ、荒っぽい仕草でネクタイをはぎ取る。

　上半身裸になった隆史は、少々手荒な仕草で悠歩に覆おおい被かぶさってくる。

　窓辺に置かれたライトが反射して、隆史の瞳が光る。胸を射貫かれるような、鋭い輝き。少し怖くて……でも、目を離せない。

「悠歩の裸見るの、久しぶりだな」

　言いながら、遠えん慮りょのない視線が悠歩の肌を滑すべる。見られたところがひりひりと熱い。

「何言って……」

「子供の頃は一緒に風呂入ったな。髪洗ってやったの……よく覚えてる。シャンプーが目に入って、お前が泣いて……あんときは弱った」

　愛おしそうに悠歩の髪を指で梳すき、隆史は目を細める。

　混乱する……。

　優しいお兄ちゃんみたいだった隆史と、挑発的な男の目をした隆史が交じり合う。

　身じろぎして、脱げかけていた靴が片方、ぱたり、と音を立てて床に落ちる。

「……忘れてた、靴脱ぐの」

　くすりと笑って、隆史は悠歩の靴を脱がしてくれる。そのまま、靴下もはぎ取られ素す足あしになった。

　悠歩は恥ずかしくて、思わず指先を丸める。小さくて丸みを帯びた子供っぽい足は、悠歩の密ひそかなコンプレックスだった。

　普通に歩けるようになっただけでいい。そう思っていたけれど、やっぱりときどき、気になる。

　こうして……素足を眺められると、特に。

　あんまり、見ないで欲しい。

　そう思っているのに、隆史の視線は悠歩のつま先に注がれている。足を引っ込めようとすると、そっと足首を捉とらえられた。

　隆史の手は、そろそろと悠歩の足の甲を撫で、土踏まずのあたりを優しく揉もむ。

「今日は、たくさん歩いたな」

「ん、うん……」

　労いたわるような言葉なのに、妙に官能的に響くのは……どうしてだろう。

　隆史の指が悠歩の足の指を、一本一本、撫でていく。肌が粟あわ立だち、声が漏れそうで悠歩は唇を嚙んだ。

　次の瞬間、思いがけない感触がして、悠歩は戦おののき声を震わせる。

「……ひっ」

　生暖かい舌が、足の指を這う。見上げる視線から逃げ、悠歩はベッドに顔を伏せた。だけど隆史の口づけは止まない。

　指の腹を吸い、指の間を舌先が辿たどる。

「や、やだ……そんなとこ、舐なめないで……っ」

「どうして。可愛かわいいのに」

　囁きと共に、温かい息が指先に触れる。土踏まずの窪くぼみを撫で、くるぶしにキスをして……隆史は、悠歩の足を愛撫し続ける。

「爪も、綺麗に手入れしてるんだな」

　そう言ってまた、人差し指と中指の隙間を撫でる。薄い皮ひ膚ふを舌先で弄もてあそぶように何度も。

　濡れた舌が這う度たび、悠歩はびくりと腰を浮かせる。触れられてもいないところが、熱くて仕方がない。

「だめ……っ、だって……」

「指の間がそんなに感じるの？」

「ちが……っ」

　確認されて、戸と惑まどいながらもさらに悠歩の初う心ぶな官能は刺激される。

　ジーンズの固い生地は窮きゅう屈くつで、少し痛い。

　悠歩の気持ちを察したのか、それとも隆史も同じように思っているのか……。

　カチリ、とベルトを外す音がした。続いて、悠歩のベルトに手がかかる。ジーンズのファスナーが下ろされ、思わずほっとしたような吐息が漏れた。

　白い下着の中に収まっている悠歩の屹きつ立りつに、隆史はそっと触れてくる。熱い手が、形を確かめるように何度も上下に滑すべった。

　隆史の顔がそこに近づいていくのを感じて、悠歩は驚いて身を引こうとする。

「な、に……あんま、見ないで……」

「いや、本当に大人になったなと思って」

「……っ、も、何言って……」

　悠歩が逃げ腰なのを感じたのか、隆史はさりげなく悠歩を抱き寄せる。しっかりと腰に腕を回し動きを封じて……そのまま、隆史の顔がそろそろと下がってくる。

　悠歩の目を見つめたまま。その表情が官能的で、身体の奥にじわじわと熱いものがまといつく。

　てっきり、脱がされるのだと思って覚悟した。

　なのに、隆史は膨ふくらんだ下着に唇を寄せてきた。

「……えっ、や、何……」

　戸惑いに身じろぎしたが、逃げられない。しっかりと隆史に動きを封じられていたから。

　隆史は故意に唾だ液えきを垂らし、悠歩の張りつめたそこに舌を這わせる。それから、唇で揉むように挟はさまれた。

「やっ、やだ……っ」

　下着が濡れていく感覚に、泣きそうになる。布地が濡れているのは、隆史の唾液のせいだけではない。悠歩が滲にじませた雫しずくを吸って、生暖かく湿っていく。

　すごく恥ずかしいのに、すごく感じている。

　隆史は悠歩の腿ももを押さえていたが、そんなことをされなくても、逃げられない。手にも足にも力が入らなくて、意識が、一点に集中する。

　愛撫を施ほどこされて高みへ昇る。解き放ってしまいたいと、本能が訴うったえてくる。なけなしの理性で耐えているけれど……もう。

「やっ、やだっ、隆兄……っ、ダメ──ッ！」

　必死で訴うったえても、聞き入れられるはずもなく……容易たやすく、悠歩は下着姿のまま吐精する。

　動揺で、声もでなかった。悠歩は顔を覆おおい、背中を丸める。

「……そんなに恥ずかしがること、ないのに」

　隆史は宥なだめるように悠歩の背中をさすり、仰あお向むけにさせた。

　涙の滲んだ顔を見られ、悠歩は顔を背そむける。

　恋人同士になるとこんなに恥ずかしいことをしなければならないのか。

　嫌だとか後悔だとかではない。ただただ、悠歩は戸惑っていた。

「可愛かった……さっきの悠歩」

「……？　可愛い……の？」

「俺の手で感じてると思うと、愛おしい」

　真顔で言われ、そういうものかと納得しかけた。だが、下着に手をかけられ、考える暇ひまもなく悠歩は再び慌てふためく。

「な、何すんの……っ、じ、自分で……やるから！」

　言い終わらないうちに、隆史の手で下着が下ろされる。粘液で張りついた生地が肌から剝はがされていく。恥ずかしい……なのに、腹の奥にむず痒がゆいような感覚が走る。

「毛まで濡れてる……」

　そう言って、隆史は悠歩の湿った下生えを指で摘む。微かに皮膚が引っ張られ、その刺激に肩がびくりと跳ねた。

「悠歩がこんなに敏感だなんて、知らなかったな」

　囁く声は艶めいて耳をくすぐる。

「……待って」

　隆史は一いっ旦たん、悠歩から身体を離し、サイドテーブルのパネルで照明を操作した。

　灯あかりは、ベッドサイドのランプだけになる。暗くなると少し羞しゅう恥ち心しんは薄れた。

　だけど、暗くしたということはこれからもっといやらしいことをされるのだ。

　恐れと共に期待を抱いだいているのを自覚して、カッと顔が熱くなる。

　隆史は悠歩の膝を立てさせ、ゆっくりと開く。

　汗や唾液でしっとりと肌に張りつく双球を優しく持ち上げられた。指はさらに会え陰いんを辿り、奥のほうへと躙にじる。

　わかっている。どこで繫つながるのか。

　覚悟を決めたつもりだった。

　それでも初めての行為に、知らず知らず身体が逃げる。

　ベッドをずり上がっていく悠歩を押さえながら、隆史の指先は窄すぼまりを這う。

「んっ……」

　優しい手つきで襞ひだを広げられ、そこに、生暖かく濡れたものが押しつけられる。

　一瞬遅れて、それが舌だとわかった。

「ひぁっ、や、やだ……っ」

　逃げようとしたが、腰をしっかりと抱えられ、身動きできない。隆史は嫌がる悠歩を宥めるように、前にも手を伸ばした。頭をもたげたそれを扱しごかれ、涙が目尻を伝う。

「……はっ、あぅ……」

　柔らかい舌の感触にようやく慣れてきたとき、また新たな刺激が加わる。

　指を、入れられたのだ。見えないけれど、根元まで侵入しているのがわかる。

「やっ、だめ……だめぇ……」

　悠歩の声は弱々しく掠かすれ、代わりに艶めかしい吐息が零こぼれる。

　中を擦こすられると、堪たまらなかった。頭が真っ白になる。指を抜き差しされ、知らず知らず腰が浮いた。

　自分でさえ見たことのない場所を隆史の目の前に曝さらしている。舌で愛撫をされ、中を指で搔き回され……。

　羞恥でどうにかなりそうなのに、悠歩は再び固く勃ぼっ起きしていた。ドクドクと、身体中が脈打っている。

　また、イキそう……。

　そう思った途端、隆史の手と唇は悠歩を離れた。

　立ち上がった隆史は、下か肢しを覆っていた物をすべて脱ぎ捨てた。

　ランプのオレンジ色の光に浮き上がる隆史の裸体は、思わず見入ってしまうほど綺麗だった。細く見えるけれど、均整の取れたしなやかな肢体。

　視線を下げると、若竹のように撓しなって上を向く男性器が見えた。自分とは違うその逞たくましさに、思わず目を奪われる。

「どうした？」

「な、なんでも、ない……」

　悠歩は慌てて目を逸そらす。

　あんなのが、身体の中に入ってくるんだ。

　すごく怖いのに、どうしてこんなに興奮しているんだろう……。

　鼓動が速まるのは、緊張のせいばかりではない。

　隆史はベッドに膝をつき、そっと悠歩に覆い被さってくる。

　乱れた髪が汗ばんだ額に張りついていて、それがとても官能的に見えた。目を瞬しばたたき、隆史は愛おしそうに呟く。

「悠歩……好き、大好きだよ」

「僕も……」

　震える声で、なんとかそれだけ答えた。悠歩は隆史の頰に触れ、肩に手をかける。

　隆史の肌はどこも熱くて、しっとりとしていた。悠歩は辿々しく手のひらを滑らせながら、隆史に抱きつく。

　一つになるのだという陶とう酔すいに、頭の奥がじんじんとした。

　隆史は何か堪こらえるように苦しそうに眉まゆを寄せながら、慎しん重ちょうに、身体を重ねてきた。

　先ほど丹念に愛撫され濡れた窄まりに、固く熱いものが当てられる。

　ぐっと皮膚を押し開き、それが入ってくる。

　息を呑み、思わず身体が強張る。

「い、痛っ……」

　小さく漏らすと、隆史は慌てて身を引こうとする。それを、必死で止めた。無意識に隆史の背に爪を立てる。

「やっ、やだ──ダメっ……！」

「……悠歩？」

　切なそうに吐息をつき、隆史が顔を覗き込んでくる。

「やめちゃ……やだ……」

「でも、痛いんだろ？」

「痛い、けど……」

　怖くて、不安だった。だけどそれよりも、隆史と一つになりたい。満たされたい。隆史のことを、受け入れたい……。

　その思いのほうが強かった。

「悠歩……」

「大丈夫、だから……隆兄……もっと」

「ん……わかった」

　悠歩をしっかりと抱き締め、隆史は再び、熱い塊かたまりを埋めてきた。

　苦しいけれど、最初のときよりも痛みはない。

　身体が訴うったえてくるのは快楽というには遠い違和感。なのに、心は悦よろこびに震えていた。

　隆兄のが、中に入っている……。

　そう思うと、腹の奥がきゅっと引ひき絞しぼられるような感じがした。

「もっと──ぎゅっとして。捕まえてて……」

　言いながら、悠歩は隆史の背中にしがみつく。
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「うん……悠歩、もう、放さないから……」

　少し掠れた声で、隆史が言う。愛おしそうに髪を撫でられて、悠歩の眦まなじりに涙が滲んだ。

　濡れて、熱くて、痛くて、苦しくて……。でも、胸の中は甘く蕩とろけそうな気持ちで満ちる。

　何が本当なのか、よくわからない。

「はぁっ……ああ……っ」

　揺さぶられるたび、悠歩は声を漏らす。その声が少しずつ艶めいていく。

　隆史は悠歩を気遣う余裕をなくしたのか、律動を激しくする。内側を擦こすられ、先端で突き上げられ……悠歩は仰のけ反ぞる。震えて、声さえ出なかった。

　一層深く突かれ、身体の奥に熱を感じ……隆史の腹と自分の腹の間に射精した。

　その後のことは、よく覚えていない。







　微かに、コポコポという音がする。

　聞き慣れない音に目を覚まし、悠歩はぼんやりと部屋を眺める。

「ん……？」

　見慣れた自分の部屋ではない。シンプルながら品良くまとめられたホテルの部屋だ。

　そうだ……昨夜は隆史と……。

　思い出すと急に顔が熱くなり、身体中にまとわりついていた眠気は霧む散さんした。

「ああ、ごめん。起こした？　まだ早いから寝てていいよ」

「ううん。起きる」

　せっかく隆史と一緒に過ごしているのだ。眠っているなんてもったいない。

　そう思って慌ててソファーに無造作にかけられていたシャツを羽織り、隆史のそばへ歩み寄る。

「コーヒー淹いれるけど、悠歩も飲む？」

　さっきのコポコポという音は、湯を沸わかす音だったのか。

「うん、飲む」

　砂糖もミルクもいらないと言うと、改めて大人になったなと感心された。

　隆史はホテルで過ごすことに慣れているのだろう。既に服に着替えて、いつも通り眼鏡めがねをかけている。テーブルには読みかけの朝刊が置いてあった。

「後で飯食いに行こうな。ここのクロワッサン、うまいから」

　頷きながら、悠歩は熱いコーヒーをすする。窓からは朝日が射し込み、寝覚めの悠歩の顔を容よう赦しゃなく照らしていた。

　早朝にもかかわらず、隆史はしゃきっとしている。すぐにでも仕事を始められそうなくらい。

　さすがだなぁと感心していると、隆史は急に悠歩に向き直る。

「なぁ、あれ……開けていい？」

　わくわくしたような口調で、隆史は言う。悠歩に確認するまで開けずに置いていたようだが、気になって仕方がなかったらしい。いつになく子供じみた様子が、愛おしくてたまらない。

「いいよ。隆兄にあげたんだから」

　悠歩がうなずくと、隆史は丁寧に紙袋から箱を取り出し、そろりと蓋ふたを開ける。薄紙に包まれた靴を取り出すと、床に揃えて置いた。

「サイズも型もまったく同じだから……合わないってことはないと思うよ」

　飲みかけのコーヒーを置くと、隆史は早速足を入れた。すっと音もなく隆史の足は靴に包まれる。

　黒もシャープで格好いいが、バーガンディーは柔らかい印象でおしゃれに見える。

「この間の靴の色違いだな。この色もいいなと思ってたんだ」

「うん。よく似合ってる」

　自分で選んだ靴。プレゼントした靴……。

　そう思うと心が弾はずんだ。

「本当に……ありがとう、悠歩」

　新しい靴を履いて、隆史が一歩、近づいてくる。

「悠歩も、新しい靴できたんだ？」

　ベッドの脇に揃えられた紺色のスニーカーを見て、隆史は言う。

「うん……。新しい世界へ行く靴」

「新しい世界？」

　不思議そうに目を丸くして、隆史は見つめてくる。

「うん。知らない世界に飛び込む勇気が出るように……履いてきたんだ」

　悠歩は立ち上がり、靴を履いてみせる。

「隆兄。僕、大丈夫だから。強く、なるから。心配しないで」

「うん。……うん？　どういう意味だ？」

　先ほどよりもさらに不可解そうに隆史は首を傾かしげる。

　そうだ……ちゃんと、言っておかなければ。

　自分の気持ちと……これからの決意を。

「あのね、隆兄。僕は離れていても大丈夫だから。そりゃ、寂しいけど……でも、ちゃんと乗り越えられるから」

　距離が離れたからって、諦あきらめられるわけがない。こんなに、こんなに好きなのに。

　悠歩は、決意を込めて隆史を見つめる。

「また、会いにくるね。大おお阪さかに」

　熱心に話す悠歩を、隆史は目を丸くしながら見つめている。

　どうしてこんな、不思議そうな顔をしているのだろう？

　そう思いながら、悠歩は言葉を続ける。

「僕は明日は出勤だから、今日で帰るけど……今度はもっとちゃんと予定を立てて遊びにくるからね」

「いや……俺も帰るよ？」

「……え？」

　今度は、悠歩がきょとんと目を丸くする番だった。

「昨日で、帰る予定だったんだけど。メール見たときは焦あせったよ、気づかずに新幹線乗ってたら、悠歩を置いて帰るところだった」

「お、大阪にまた転勤になったんじゃないのっ？　だって、いつ帰れるかわからないって……っ！」

「ああ、手違いでスタッフの数が足りなくてさ。交代要員が確保できるのが、いつになるかわかんなかったから……。やっと調整取れたんで、俺は昨日で解放されたんだけど」

　肩の荷が下りたとでも言うように、隆史は大きく息をついた。

　確かにそれでは、いつ帰れるかわからなかっただろうけれど。

「げ、元気でって……言ってたし」

「うん？　お前、元気なさそうだったしさ。次いつ会えるかわかんなかったから」

　なんだ……勘違いだったんだ。

　その場でへたり込みそうになる悠歩を、隆史がそっと支えてくれる。

「じゃあ……離ればなれじゃ、ないんだ」

　ほっとして、身体中の力が抜けた。

「ごめん。なんか……言葉が足りなくて」

「……ううん。隆兄は悪くない。僕が、ちゃんと確認すればよかったんだ……」

　安心したせいなのか、急に腹がぐるぐると鳴り出す。

　自分だけかと思ったら、遅れて隆史の腹も威勢よく鳴り始める。

「とりあえず、飯にしようか。腹ごしらえが必要だろう？」

「新しい世界に行くため？」

「おう」

　ぽんと背中を叩かれる。そのまま、部屋を出ようとしたら、隆史が慌てて引き止めてきた。

　悠歩がまだ、シャツと靴しか身につけていなかったから。







　朝食を済ませてホテルを出ると、昨夜の雨は止んでいた。せっかくだから観光して行こうと隆史に誘われ、海遊館に行った。

　水族館を訪れたのは子供のとき以来で、新鮮だった。魚や水すい棲せい動物の姿に思わず歓声を上げると、隆史から頭をぽんぽんされた。

　隆史は隆史で、はしゃぐ悠歩の姿を見るのが楽しいらしく、次は動物園に行こうと張り切っていた。

　動物園も、最後に行ったのは多分、小学生のときだ。

　恋人ができると、こういう場所にくるんだなと、改めて思った。

　今度、レジャー雑誌を買ってみよう。インドアな悠歩はそんな雑誌を手にしたこともない。なのに自然と、興味を持ってしまう。

　恋をすると、世界が広がる。

　一緒に、いろんな場所に行きたい。

　新しい世界に、たくさんの足跡をつけて回りたい。

　想像するだけで、わくわくした。

　帰りの新幹線では、においにつられて買った豚まんを頰張った。

　夕方の車内はスーツ姿のサラリーマンが多かった。同じように豚まんや弁当を肴さかなに、ビールでプチ晩ばん酌しゃくしている中年の姿が目立つ。

　隆史も、出張のときの密ひそかな楽しみなのだと微笑んで、缶ビールを開ける。

「おじさんっぽい？」

「ううん、働く男って感じで格好いい」

　そう言いながら、悠歩はお菓子の袋を開ける。普段ならコンビニに寄ってもそんなに買わないのに、旅先の勢いなのか、たくさん買ってしまった。

　チョコレートを口に放り込み、車窓を見る。夕空は少し曇っていて、オレンジと灰色の、曖あい昧まいで優しい色合いをしていた。

「あのさ、悠歩。言っておかなきゃいけないことがあるんだ」

　改まった声に、悠歩はお菓子を摘むのをやめ、隆史を見る。

「仕事のこと。一応、今後の拠きょ点てんは関東なんだけどさ。今回は誤解で済んだけど……絶対では、ないんだよ。転勤とか……、長期の出張とか、あるかもしれない」

　隆史の仕事柄がら、あり得ない話ではないだろう。東しの雲のめデパートの店てん舗ぽは全国にある。支社の数も多い。

「大丈夫だよ」

　自分でも思いがけず、はっきりとした声で悠歩は言う。

「今け朝さも言ったでしょ。また会いに行く。絶対、会いに行くから」

　言葉にしてみると、不思議なくらい勇気が湧いた。どこにでも、行けるような気がした。

「どこまでも追いかけて、どんなに遠くても捕まえるよ。今度は……僕が」

　子供の頃、迷子になった悠歩を隆史が必死で探してくれたみたいに。

「強くなったな、悠歩」

　隆史は微笑んで……だけど少し寂しそうに言い、手を握ってきた。通路側の隆史の身体に隠れて、多分手を繫つないでいることは他の乗客には見えないだろう。

「新しい世界の歩き方が、少し……わかった気がするから」

　恋とそれを取り巻く世界は、甘く優しいだけではない。

　手を繫ぐだけでも人目を気にしなければならない二人にとっては、なおさら。

　まだわからないことだらけで、正直なところやっぱり、怖いと思う。

　それでも、踏み出した。

　悠歩は隆史を見つめ、微笑む。それから、繫がれた手を、ぎゅっと握り返した。

　新しい世界に地図はなくても、二人手を繫いでいれば……きっと、大丈夫。
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　悠ゆう歩ほ……。

　心の中で幼なじみの名を呼びながら、隆たか史ふみは三さん叉さ路ろで立ち止まり、きょろきょろと辺りを見渡す。

　だけどその小さなドロボウの姿を見つけることはできない。隆史はこの日は警察役だったが、ケイドロのことなどもうすっかり頭になかった。ただ、早く悠歩の顔が見たかった。

　ケイドロは、小学生のときに流は行やった遊びだ。警察とドロボウに分かれて行う、鬼ごっこのようなものだ。友達二、三人のときには誰かの家でゲームということも多かったが、ある程度人数が集まると決まって誰かがケイドロをやろうと言い出した。広いグラウンドもボールもいらない。誰かがゲーム機を持っていないと遊べない、などということもない。身体一つあればみんなで遊べるというところがよかった。

　今日、集まった中の一人が逃走範囲を広げようと言い出した。いつもは神社と公園の敷地内だけだったが、人数が多いから近くのショッピングモールまで逃走範囲に含めようというのだ。

　隆史をはじめ他の子たちにとってはなんでもない距離だった。だけど悠歩はまだ二年生だ。六年生の隆史とは体力も行動範囲もずいぶんと違う。それに悠歩は少し、足が悪い。年上の子供たちと走り回って遊ぶには不安があるだろう。

　学校ではケイドロは禁じられていた。公園のすぐ外は車道だったし、知らない人の家や駐車場に身を隠す子供がいて問題になったのだ。

　隆史は悠歩がいるからと逃走範囲の拡大には反対した。だが結局、大勢の意見に押されてしまう形でゲームは始まった。

　もっとちゃんと止めればよかった。悠歩を仲間に入れるべきではなかった。あの子の手を引いて、帰ればよかった……後悔ばかりがぐるぐると頭の中を回る。

　こんなに心臓がドキドキしたことなんて、今までなかった。さっき全力で走っていたときよりもずっと、ずっと鼓こ動どうが速くて息が苦しい。

　悠歩の姿が見えない。それが不安で不安で、仕方がなかった。歩道に立つ隆史の後ろから、車が走り抜けていく。いつもは気にしないその光景にドキリとする。

　何かあったら、どうしよう。自分のせいだ……。

　あちこち走り回った末、隆史は小さな公園を見つけた。ここにいてくれと祈りながら、隆史は悠歩の姿を探した。太陽は傾き、遊具が長い影を伸ばしている。

　誰もいないベンチにぽつりと、背中を丸めて座る男の子がいた。悠歩だ。もう身を隠すこともなく、心細そうに膝を抱かかえて地面をじっと見つめていた。

　悠歩……。いた、よかった……。

　名前を呼びたかったのに、喉がカラカラでうまく声が出ない。悠歩はまだ膝を抱えたまま、じっとこちらを見ている。

　足は大丈夫か。早く帰ろう。ちゃんと見ていてやれなくて、ごめん……。

　いくつもの言葉が頭の中に浮かんだ。だけど口にした途端、泣き出しそうで言えなかった。代わりに出てきたのは情けないくらい下へ手たな作り笑いと、遊びの延長の台詞セリフだった。

「悠歩……捕まえた」

　頼りない肩を摑つかんだとき、その温かさに胸が苦しくなった。この手で悠歩に触れている、それだけでこんなに安心できるなんて。

　隆史が涙を見せずに済んだのは、先に悠歩が泣きだしたからだ。一人で知らない場所にいて、心細かったんだろう。その背を撫なでて宥なだめながら、心の中で何度も、ごめんねを繰り返す。

　本当に、ごめん。これからはもっとちゃんと、悠歩のことを見ているから。

　幼なじみの手をしっかりと握り、沈しずむ夕陽を見ながら帰った。

　もう二度と、この手を離すまいと思いながら。
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「お兄ちゃん、待って！」

　黄色い帽子が飛んでしまわないように手で押さえながら、小さな男の子が走る。彼が追いかけているのは、少し前を行く少年のようだ。

「走ると転ぶぞ。ほら」

　お兄ちゃんと呼ばれた子は振り返り、口を思い切りへの字に曲げながら、小さな弟の手を取った。渋々弟の面倒を見ている、そう装っているのだろうが、彼の口元は優しげに綻ほころんでいる。

　二人の目の前には、珊さん瑚ご礁しょうの魚たちという水すい槽そうがある。幼い兄弟はときどき首を巡めぐらせながら、魚の姿を目で追っていた。特別に珍しい魚はいないが、青や黄色の小さな魚たちはカラフルで綺麗だ。アニメ映画に出てきたのと同じオレンジ色と白の縞しま模様の可愛かわいい魚がガラスの際を横切ると、二人は歓声を上げた。その様子を、母親らしき女性が少し離れて見守っていた。

　隆たか史ふみは子供たちの様子を見て、思わず微笑ほほえむ。子供の頃はよくあの子たちのように手を繋つないでいた。

「どうしたの、隆兄？」

「悠ゆう歩ほの小さい頃、思い出してたんだ」

「……そっか」

　短く返事をした後、悠歩はジュースを買ってくると言って隆史のそばを離れた。その背中を見つめながら、隆史は水槽のそばのベンチに座る。

　今日は休みを合わせて悠歩と二人、水族館を訪れていた。大水槽を備えた最新の施設ではなく、少し懐かしい雰ふん囲い気きの場所だ。館内の水槽は生き物ごとに区切られ、野外のプールではイルカとアシカのショーが交互に行われていた。

　平日ということもあり、館内は人ひと気けもまばらで静かだった。夏休みに入ったらもっと賑にぎわうのだろう。

　気持ちを確かめ合った翌日、初めて二人で行ったのも水族館だった。それを思い出すと、胸の中がくすぐったいような、じっとしていられない気持ちになる。

　あの日からまだ一カ月ほどしか経たっていない。長い長い片思いが実って、悠歩は隆史の恋人となった。幼い頃からそばにいた、手のかかる弟みたいだった存在。それなのにいつしか恋心を抱いだき、悩んだこともあった。離れてしまおうと思ったこともあった。だけど今また、悠歩はそばにいる。

　なるべく顔に出さないようにしているけれど、油断するとにやけてしまいそうなくらい、隆史は今、幸せだった。

「……何一人で笑ってるの」

　いつの間にか戻ってきた悠歩が、ジュースを差し出しながら首をかしげる。さらりと素直な髪が揺れた。

「隆兄、今、にやにやしてた」

「え。嘘」

　思わず自分の頰をぴしゃりと叩き、真顔を作った。すると、悠歩がケラケラと笑い出す。それから、急に顔を近づけてきた。いたずらっぽい目をくるくるとさせて、見つめてくる。ドキリとして、隆史は受け取ったジュースを取り落としそうになる。

「何、考えてたの？」

「いや、さっきと、同じ。悠歩が小さかったときのことだよ。昔、家族でこの水族館きただろう？　そのときも、この水槽を長いこと眺ながめてたなって。それから、ここで休きゅう憩けいしてジュースを飲んだんだ」

　隆史がそう言うと、悠歩は隣に腰掛け、水槽を眺めながらしばし黙り込んだ。何か、思い出そうとしているのだろう。足をぶらぶらさせているのが、子供っぽくて可愛かわいらしかった。

　今日の行き先が水族館だったからか、悠歩は動きやすそうなカジュアルな格好をしている。ロゴ入りのＴシャツにカーゴパンツ、カーディガンを肩にかけていた。隆史も今朝、似たような服を選びかけて、思い直してリネンのジャケットを羽は織おったのだ。

　仕事柄がら、休みはなかなか合わない。一日中一緒にいられるデートは貴重だから、少しでも格好をつけたくて。眼鏡めがねだって仕事用のツーポイントの物ではなく、クラシックなウェリントン型にした。だけど気負うような場所でもないし、やっぱりもっとラフな格好でよかったかと少々後悔もしている。

　悠歩が子供っぽい格好なのに意外にも落ち着いて見えるのは、足下が紺色のレザースニーカーだからだろう。彼が働く靴くつ店てん、ＧＥＨＥＮゲーエンの物だ。

　新しい世界へ行く靴だと、悠歩が言っていた。この靴を履はいて、悠歩は思いを伝えにきてくれたのだ。

　昔に比べるとずいぶん逞たくましくなったと、隆史は改めて思う。

　小さいとき、悠歩の足には矯きょう正せいギプスが装着されていた。踵しょう足そくという、生まれつきの変形があったためだ。歩きにくそうだし、疲れやすいのかすぐに座り込んでしまう。一緒に出かけると悠歩の両親は申しわけなさそうにしていたけれど、隆史は苦ではなかった。

　隆史の手を握り、早く元気を取り戻そうと頑張っている。そんな小さな悠歩がいじらしくて、ぎゅっと手を握り返した。自分を頼ってくれている気がして、嬉しくて誇ほこらしかった。

「悠歩、この水槽が気に入ったみたいで、楽しそうに魚を眺めていたよ」

　一生懸命に魚を目で追う幼い悠歩が可愛かった。このときの隆史の思い出に、魚の姿は実はあまりない。悠歩のことばかり見つめていたから。

　愛いとおしい思い出に浸ひたる隆史に抗議するように、悠歩は少し唇を尖とがらせて見せる。

「僕は覚えてないよ」

「そっか、俺は小学校二年くらいだったっけな……それだと悠歩は、三つか四つくらいだもんな」

　寂しいけれど、覚えていないのも無理はない。今度実家で、写真を探しておこう。一緒に思い出を辿たどるのも楽しいかもしれない。

　そう思いながら隆史も花のように鮮やかな魚たちを見つめた。先ほどの子供たちは、いつの間にか移動していた。他の客の姿は見えず、二人きりになり少し鼓こ動どうが早くなった。

　水槽を照らすライトが、悠歩の輪りん郭かくを浮かび上がらせる。瞳は光を受けて揺らぎながら輝いていた。その様子がいつもの可愛い悠歩ではなく、とても綺麗で……目が離せない。触れたくなってしまう。ベンチの端にかけられたほっそりした手を握りたくて、そればかりが頭の中を回る。

　大人だから、男同士だから、今は手を繋ぐことはできない。なのにすぐそばにあるぬくもりに意識がいってしまう。隆史は指先を開いたり閉じたりしたあと、衝しょう動どうを抑えようと腕組みをした。

「隆兄、魚飽あきちゃった？　ねぇ、イルカ見よう。もうすぐショーが始まるよ」

　そう言って悠歩は勢いよく立ち上がり、笑いかけてくる。その元気な仕草は、大人しい悠歩らしくない。無邪気な笑顔に先ほどのささやかな欲望も霧む散さんした。

　隆史はプールへと向かい歩いて行く悠歩の、少し後ろを歩いた。つむじの辺りで髪が乱れて、悠歩の歩みに合わせてぴょんぴょんと揺れている。屋外プールへ続く扉からは、外の光が射し込んでいた。

　薄暗い館内を歩いていたせいか外に出ると眩まぶしくて、一瞬、悠歩の姿を見失う。隆史は額に手をかざし、悠歩の姿を探した。

　悠歩は階段をドンドン下りていく。プールの真ん前の座席を目指しているようだ。隆史は大おお股またで悠歩を追い越し、声をかける。

「そんなに急がなくても、空すいてるんだから」

「あ、それもそうだね。今日は平日だった」

　他の観客は、さっきの親子連れと、他に数組程度だ。急ぐ必要はない。

「ほら悠歩、段差。気をつけて」

「大丈夫」

　さすがに手を差し出したりはしないが、悠歩の足取りはどこか危なっかしく見えて落ち着かない。悠歩は中央の一番前の席まで行って振り返り、早く早くと隆史を急せかした。

「ここ、水しぶきかかるらしいよ。いいの？」

「平気だよ、暑いしすぐ乾かわく」

　はしゃいだ様子でそう言われると、ダメだとも言いづらい。楽しそうな顔を見せられると、ついなんでも許してしまいそうだ。

　ショーが始まるとまず、トレーナーの女性が今日デビューするイルカを紹介した。身体を縦にして流線型の身体を見せながら泳いだあと、プール中央で華麗にジャンプをして見せた。

　トレーナーの指示でイルカがキュキュキュと可愛い声で挨あい拶さつをする。それを見て、悠歩は声を立てて笑い、喜んでいる。

　最初にこの水族館へ行こうと言われたときには、隆史は乗り気ではなかった。せっかくの休みだし、天気もよさそうだったし、レンタカーでも利用して少々遠出をしてみようかと思っていたのだ。水族館なら、海辺へドライブがてら、もっと大規模なところへ行ってもよかったのに。

　だけど悠歩がこんなに楽しそうにしてくれるなら、場所なんてどこでもいい。同じ時間を過ごせるだけで満たされる。自分はこんなにも単純だったかと、少し意外な気がした。

「あの子、今日からなんだぁ。イルカも緊張したりするのかな」

「どうだろうね。するんじゃないかな、賢いらしいし」

　問いかけたのは悠歩のほうなのに、視線はプールに釘くぎづけで、隆史の言葉には反応せず歓声を上げている。それが微笑ましくて、隆史はイルカよりも悠歩ばかりその視界に収めている。

　プールでは、一際大きな音で笛を鳴らし、トレーナーがイルカを呼んだ。そちらへ目を向けると、ベテランのイルカが高く飛び上がり、空中でサマーソルトを決めているところだ。水しぶきがきらきら光って綺麗だった。

　その光の中に、悠歩がいた。まばゆくて、隆史は目を細める。それは夏の陽射しのせいばかりではない。

　光で揺らぐ視界の中、目を凝こらす。悠歩の姿を捉とらえようとして。

　ああ、まただ。悠歩ばかり見ている。子供の頃と同じ。

　記憶の中で、魚や水の生き物の姿はぼんやりと霞かすんでいる。水族館の思い出だというのに。

　苦笑しながらも、隆史は悠歩を見つめる。ほんの一秒でも、瞬まばたきの間さえ、彼の姿を見失いたくない。

　そうしてまた、思い出は悠歩で埋うまっていく。これからもずっと、ずっと。

　自然に口元が緩ゆるみ、にやけないよう表情を保つのに苦労しながら、隆史は悠歩とその視線の先のイルカを眺めていた。







　水族館を出たあと、食事はどうするかと訊きくと、悠歩は隆史の部屋に行きたいと言い出した。少し俯うつむき加減だったから、歩き回って疲れたのかもしれない。それなら家でのんびり過ごしたほうがいいだろうと、帰りにスーパーで総菜をいくつか買った。二人とも、鶏とりのからあげや春巻き、フライ物ばかり手に取ってしまう。悠歩は好物のコロッケをもう一つ足して、満足そうに頷いている。

　こういうとき、男同士なんだなと実感する。女の子がいたら絶対、サラダも一品加わるところだろう。それから、デザートも。そんな些さ細さいなことが新鮮で、幸せだった。

　悠歩を家に招いたのはまだ、ほんの数回だ。悠歩は少し緊張した面おも持もちでスリッパを履き、遠えん慮りょがちに辺りを見渡す。

「いつも片づいてるね、隆兄の部屋」

「そうか？　まぁ、散らかす暇ひまもないしな」

　昨夜、片づけておいてよかった。本当は服や雑誌で散らかっていたのだ。密ひそかにほっとしながら、隆史は冷蔵庫を開け、ビールとチーズを出した。

「くるってわかってたら、もっとちゃんとしたもの用意したのに。……といっても、たいした料理はできないけど」

　隆史は肩を竦すくめながら、あり合わせで作った味み噌そ汁しるを鍋なべごとテーブルに置いた。

　一人暮らしは長いけれど、料理が得意だと胸を張れるほどの腕前ではない。よく作ったのはパスタやカレー、あとは炒チャー飯ハンくらいか。

「いいよ、そんなの。こういうの、楽しい」

　悠歩はクスクスと笑いながら買ってきた総菜をテーブルの上に広げる。そしてソファーには座らず、ラグの上にぺたりと座った。ソファーで食事をするのはどうにも落ち着かないみたいだ。その様子が小動物のようで愛らしい。

「うーん、でも、作ってくれるなら隆兄のカレー食べたい。今度作って」

「カレーでいいのか」

「大好き。うんと辛からいのがいい」

「へぇ。辛いの、大丈夫になったんだ。昔は中辛でも辛い辛いって言って、マヨネーズやチーズをたくさん入れてたのに」

「もう、いつの話？　僕だって成長したら味覚変わるよ」

　言いながら、悠歩はテーブルの上のビールに手を伸ばす。まるでその手つきが自分はもう大人なのだと抗議しているように見えて、それがかえって子供っぽくて……微笑ましい。

　腹が減っていたのか、悠歩はしばらく無言で温め直しただけの鶏のからあげやアジフライを黙々と口に運んだ。華きゃ奢しゃに見えるがけっこうよく食べる。

　子供の頃は小食で好き嫌いも多かったのにな。そんなことを思い出しながら、隆史もビールの缶を傾ける。身体に悪いとわかっていても、脂あぶらっこいものと一緒に飲むと旨うまかった。

　食事を終え、テーブルがつまみとビールだけになると、悠歩はソファーの上に移動した。隆史もその隣に座る。

「ねぇ隆兄。最近は大阪とか福岡とか、行かないの？」

「ん、ああ……そうだな。年内は予定ないよ。あっても日帰りかな。もう毎日、会議ばっかりで……」

　デパートの企画部という仕事柄、出張は多い。支店のある大阪や名古屋、福岡を行ったりきたりで、本社には月の半分も顔を出さない時期もあった。

　企画だけではなく出店交渉、会場の構成や広告の依頼に駆け回る。担当したイベントには実際に売り場に赴おもむき、行列を整理したり販売の応援に入ったりもした。

　ここ最近は、来年に向けての企画会議が多かった。隆史もイベントの構想を発表しなければならないのだが、アイデアをまとめられずにいる。企画が動き出すまでのデスクワークはどこに向かっていいのかわからず、足踏みしているようで苦手だった。

　悠歩にはこんな愚ぐ痴ち、聞かせたくない。隆史は笑顔を作り、悠歩の顔を覗き込む。

「しばらくこっちにいるから……夜ならいつでも会えるね」

　そう言うとほっとしたように悠歩は頰を緩める。その表情が愛おしくて、今すぐ抱き締めたくなる。だけど食事を終えたばかりでそれはがっつきすぎだ。湧き上がりかけた衝動を呑のみ込こみ、隆史はリモコンを手にし、テレビ画面を録画リストに切り替える。

「そうだ、映画でも観る？　適当に録画してあるんだけど」

　そのうち悠歩と観ようと思って、衛星放送から録画しておいたものだ。悠歩はしばらく、録画リストを見つめていた。何も反応がないのは、観たいものがないのだろうか。なら、無理して映画を観る必要もない。

　考えていると、ついと袖そでを引っ張られた。

「ん、どうした？」

　映画じゃなければ、何か見たいテレビでもあるだろうか。それとも、飲み足りない？

　隆史が問いかけようとしたところへ、悠歩が口にしたのは思いがけないひと言だった。

「……したい」

　注意深く耳を傾けなければ聞き取れないほどの小さな声で、悠歩は言う。耳も頰も真っ赤で、目は潤うるんでいた。

　思わず生なま唾つばを呑み込み、隆史は悠歩を見つめる。急に鼓動が早くなった。

　そして、自分の行動を後悔した。さっき、気持ちのままに抱きしめればよかったのだ。キスをして、ベッドに潜もぐり込こめばよかった。

「ああ、そっか……。うん、ごめん」

「え、ダメなの？」

　慌てたように悠歩は顔を上げ、しかし隆史と目が合うとまた俯く。恥じらう表情に欲望を煽あおられる。だけどそれを隠し、隆史は宥なだめるように悠歩の髪を撫なでる。

「そんなわけないだろ。悠歩に言わせてしまったから……」

「……僕から言っちゃ、ダメ？」

「ダメなわけないだろう。嬉しいよ。……本当は、俺から誘いたかった。それだけ」

　そう言って、隆史は悠歩の肩を抱き寄せる。そのまま、頭を抱かかえてくしゃくしゃと混ぜ返した。唇を重ねると、悠歩は素直に応じてきた。頰を手のひらで包み、柔らかい唇を吸う。

　口の端から漏れる吐と息いきが耳に響く。腕の中、なんの迷いもなく身を委ゆだねてくる悠歩が愛おしい。

　Ｔシャツの裾すそを探り、手を忍ばせる。柔らかく温かい腹が一瞬波打つ。

「ん……」

　微かすかに息を漏らし、悠歩は潤んだ目で見つめてくる。唇はキスをしたせいか、しっとりと濡れている。

　いつもの悠歩のイメージは『可愛い』だ。それは子供の頃から揺るがない。これからも、きっと。小柄で童顔なだけではない。控ひかえめな性格やはにかんだ笑顔は、年齢を経へても可愛いに違いない。

　だけど今の悠歩は妙に色っぽい。誘うように薄く唇を開き、小さく隆史の名を呼んだ。

　この顔を知っているのは自分だけだ。こんな表情をさせているのは……自分なんだ。

　そう思うと胸が熱くなった。特別な関係になったのだと、改めて実感する。

　隆史は眼鏡を外し、テーブルの隅へと置いた。途端に悠歩の輪りん郭かくがぼやける。それがひどく艶なまめかしく見えた。悠歩を抱くときにはいつも、こんなふうに不鮮明な世界にいる。

　もどかしいような、夢の中のような、不思議な気分だった。

　今度は先ほどよりも深くキスをした。それから、悠歩の瞳を覗き込み誘う。

「ベッド、行こうか」

「ん、うん……」

　恥ずかしそうに視線を泳がせながらも、悠歩はこくりと頷く。その表情に引き込まれる。ひどく胸が騒いで、息苦しいくらいだった。先を急ぎそうになる欲望を理性で必死に留めながら、隆史は悠歩の背に触れ、ベッドへと促うながした。

　年上なんだから、不慣れな悠歩をスマートにリードしたい。悠歩の前ではいつだって格好いい兄貴分でいたい。そんな気持ちが実は少し子供じみていると自覚してはいるけれど。

　せめぎ合う気持ちを微笑みの裏に隠して、悠歩を見つめる。視線が合うとまた、欲望が疼うずいた。

　普段はけっこう、物事に動じない冷静なタイプのつもりでいた。なのに今はこんなに、この恋に酔よっている。

　甘い気持ちに溺おぼれそうになりながら、隆史は悠歩に囁きかける。

「悠歩……好きだよ。世界で一番好き」

「えっ、う、うん……。僕、も……」
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　大げさな言葉に動揺しながらも、答えてくれる様子が健けな気げで可愛かった。もう一度キスをすると、もう止まらなかった。本当はもっと優しい言葉をかけながら抱きたいのに、心が逸はやってコントロールできない。口づけながら、悠歩をベッドへと押し倒す。

　愛おしさと欲望の海に身を任せ、隆史は夢中で悠歩に触れる。

　どんなに幸せだと思っているか、悠歩に伝えたくて、だけど言葉になんてできないくらいで……もどかしい。

「ん、隆兄……苦し」

「ああ、ごめん」

　強く抱きしめすぎたみたいだ。慌てて手を緩めると、悠歩が頰に触れてくる。

「好き。隆兄……大好き」

　言いながら、今度は悠歩が隆史にのしかかってくる。ドキリとした。こんなこと、悠歩がするなんて。

　驚きと喜びで混乱しながらも、隆史は悠歩の口づけに応える。

　幸せで、幸せで……これほど、時間が過ぎるのを惜しいと思ったことは今までなかった。










　　２




　五時までの予定だった会議がようやく終わったのは、七時近かった。会議室には大きな窓があり、外の景色がよく見渡せる。開放的な雰ふん囲い気きなのはよかったが、日が長くなると夜になったのを実感できず、会議の終了時間は徐々に遅くなってしまう。

　長引いたものの、今日は他の仕事は片づけてあるからこれで退社できる。最近にしては早いほうだ。ほっとしている隆たか史ふみを、二年後輩の植うえ村むらという男がスキップしそうな勢いで追い越していった。

「えらく浮かれてるな」

「はい！　聞いてくださいよぉ。俺、彼女できたんです。ずーっとアタックしてて、やっとＯＫもらって、今日はこれからデートなんですよぉ！」

　嬉しさを隠そうともせず、植村はそう教えてくれた。あまりに嬉しそうなので、隆史は思わず唇を緩ゆるめる。

「あ。なんか余裕の笑みですね？　先輩と違って、俺はモテませんから！　必死なんです」

　隆史が微笑ほほえむのを見ると、植村は拳こぶしを握りしめ力説してくる。

「いや、俺だって別に」

「モテるでしょ。絶対、モテるでしょ。バレンタインとかチョコレートたっくさんもらったんでしょ！　あぁ、俺も眼鏡めがねかけよっかなぁ」

「眼鏡は関係ないだろ」

　冷静に訂正しながらも隆史は首を傾かしげ、記憶を掘り起こしてみる。多少はそういう時期もあったのかもしれない。だけど悠ゆう歩ほに片思いをしていた頃は、女の子に目がいかなかった。悠歩を諦あきらめて新しい恋に向き合うときには、その相手のことだけを考えていた。なんとか、悠歩を忘れようとして。結局忘れられずに、心の中に誰かがいることを悟られて、傷つけた。

　苦い思い出を振り払い、隆史は後輩を諭さとした。

「不特定多数にモテるとか意味ないよ。それより本命と上う手まくいくほうがいいだろ」

「うわぁ、勝者の発言ですね！　俺、モテたことないからわかんないや」

　植村は心底羨うらやましそうに言う。何を言っても通じそうになくて返答に困っていると、植村はずいと一歩前に出て、真剣な顔で訴うったえてくる。

「先輩！　多くの男は、モテたいんです、とにかく、なんでもいいからモテたいんです！」

「そ、そっか……」

　肩を揺さぶられ、隆史は『わかったわかった』と言って後輩の背をぽんぽんと叩いた。

「頑張ってこいよ」

　隆史の言葉に植村は満面の笑みで応え、急ぎ足で自分のデスクへと戻り退社の準備を始めた。

　幸せそうな様子を見て、隆史もなんだか急に悠歩に会いたくなった。

　今日は約束はしていないけれど、少し顔を見るだけでもいい。今から向かえばＧＥＨＥＮゲーエンの閉店時間にはギリギリ間に合うかどうかだ。

　連絡をしておこうかどうか迷ったが、結局やめた。自分の思いつきのためにわざわざ時間を作ってもらうのも悪い。デートならまた改めて約束をすればいいことだ。

　わかっているのに、会いたい気持ちは逸はやる。隆史は珍しく急いで退社し、駅までの道を早足に歩く。地下鉄で五つ向こうの駅に悠歩の働く店がある。駅につくと小走りになった。しばらくすると目抜き通りに面したＧＥＨＥＮが見えてくる。ちょうど閉めるところらしい。シャッターを下ろした悠歩のそばには、もう一人男性が立っている。見たことのない顔だった。

　近づいていくと、悠歩はすぐに隆史に気づいて、手を振ってくれる。

「あっ、隆兄！」

　屈くっ託たくのない笑顔に、一日の疲れが飛んでいく。隆史も手を挙げて応えると、隣にいた男が会え釈しゃくしてくる。

　悠歩はすぐに仕事の顔に戻って、少し改まった様子で隆史を紹介した。

「大おお垣がき店長、こちらは本ほん間ま隆史さん。僕の友人で、うちのお得意さんです」

「これは初めまして、大垣です。辻つじくんからお話は伺うかがっています。綺麗に履はいてくださってますね。よくお似合いです」

　彼は隆史の足元をちらりと見て微笑んだ。今日は悠歩がプレゼントしてくれたバーガンディカラーの靴くつを履いてきた。ワインレッドに似た、赤味のあるブラウンだ。

　大垣は物腰の柔らかい、三十代半なかばほどの男だ。身長は隆史と同じくらいだが、スポーツをやっていたのか、胸板が厚くスーツがよく似合っていた。

　悠歩の説明によると、前任の女性店長の転勤に伴ともない、他た店てん舗ぽと兼任で彼が店長を務めることになったらしい。

「これから大垣さんと食事に行くんです。だから時間きっかりに店を閉めて……」

「わたしが無理を言ってお願いしたんですよ。この店では、辻くんのほうが先輩ですからね。いろいろ教えてもらわないと」

「……僕には大垣さんにお教えできることなんて」

　悠歩が遠えん慮りょがちにそう言うと、大垣は優しく微笑んだ。

「いえいえ。地域によって客層は違いますから。それに、近隣のことも知りたいんですよ。お客様とも話しやすくなるでしょう？」

　聞き取りやすい声と、丁寧だけれど親しみを感じさせる口調、なるほど接客業の経験を積んだ人なのだなと納得する。隆史も見習いたいくらいだ。

「辻くんは本当に頼りになる。他のスタッフも辻くんと一緒のシフトだと仕事がやりやすいと言っていました」

「もう、あんまりからかわないでください、大垣さん」

　悠歩は顔を赤くしながらも、まんざらでもない様子で笑っている。

　タイミングが悪かったな……。

　そう思いながら二人の会話を聞いていると、大垣は申しわけなさそうに眉まゆを下げ、隆史を見た。

「もしかして、何かご用でしたか。靴の不具合でしょうか。それなら今からでも拝見いたしますが」

「いえ、近くまできたので少し顔を出そうと思っただけです」

「そうでしたか。そうだ、よかったらお食事、ご一緒にいかがですか」

「ありがとうございます。だけど本当に、通りがかりに寄っただけなので」

　嘘をついた。悠歩に会いにきただなんて言えるわけがない。悠歩は隆史の嘘を聞かなかったふりでもするように、ショーウインドウを見つめていた。

「それでは、僕はこれで。どうぞ楽しんできてください」

　そう言って立ち去ろうとすると、大垣は本当に残念そうな顔をして隆史を見送ってくれる。社交辞令だとはわかっているのに、誘いを断ったことを申しわけなく思った。

「じゃあ、悠歩。また」

　悠歩はこくりと頷き、手を振った。仕事用のすました顔と親しみのこもった笑みが交じり合い、悠歩を知らない人に見せる。

　その表情にドキリとした。まだまだ、自分の知らない顔がある。もっと知ることがあるということに胸が高鳴る。

　隆史は足早に二人の元を去り、角を曲がったところで歩を緩ゆるめた。ショーウインドウに映うつる自分の顔は、楽しい気分でいたつもりなのに、意外にも消しょう沈ちんしていた。

　顔を見るだけでいい。それは叶かなったじゃないか。なのにこんな情けない表情をしているなんて。お互い仕事をしているのだ。しかも、約束もなく立ち寄っただけ。すれ違って当たり前じゃないか。そう自分に言い聞かせ、寂しさを胸の奥にしまい込む。

　家に帰ろうと歩いていると、メールの着信があった。悠歩だ。

『ごめんね。今度のデート楽しみにしてる』

　短い文面だ。食事の合間に急いで打ってくれたのだろう。その健けな気げさに、今すぐきた道を引き返して悠歩を抱きしめたくなる。たった一通のメールでこんなにも気持ちが浮き立つ。そんな自分がおかしくて、一人肩をすくめた。

　隆史は帰りがけに弁当を買い、一人の部屋に戻った。録画しておいたバラエティー番組を流しながらも、ろくに内容は頭に入ってこない。次にどこへ行こうかと、そればかり考えてしまう。

　今まで、こんな経験はあまりなかった。まるで初恋みたいだ……いや、当たり前か。悠歩は初恋の相手なのだから。

　そうだ、初恋が実ったのだ。ずっと片思いだと、諦めなければいけないと思っていた恋が。

　大事にしたい。もう、悠歩の手を離したくない。いつだってそばにいたい。

　そのためにはどうすればいいかと、いつも考えてしまう。

　物思いに耽ふけっていると、電話の着信があった。悠歩からだ。

「悠歩、家から？　早かったんだな」

『うん。帰ってきたよ。隆兄……ごめんね、今日……きてくれたのに』

「いや、別に約束してたわけじゃないし、悠歩が謝ることないよ。それより、楽しかった？」

　本当は少し妬やいている。だけどそれを感じさせないように、余裕のある振りをして訊たずねる。

『うん。大垣さんは経験も豊富だから、すごく勉強になる』

　その言葉から、仕事の話ばかりしていたのがわかってほっとした。当たり前だ。隆史だって、職場の人と飲みに行くことはある。女性が相手のときだってあった。

『またお店にきてね。大垣さんもそう言ってたから』

「ああ、近いうちに寄るよ」

　そう言うと、嬉しそうに笑う声が聞こえた。悠歩は酔よっているらしく、話し方が眠そうだ。舌足らずな感じが可愛かわいくて、携帯を手のひらで包み込む。そんなことをしたって悠歩の体温を感じるわけでも、自分の体温を伝えられるわけでもないのに。

　もっとこうして話していたいけれど、明日も仕事だろう。早く眠らせてやったほうがいい。

「悠歩、今日は疲れただろう。もうおやすみ」

『あ、うん……そうだね』

　悠歩は名残なごり惜おしそうに小さく息をつく。そんな声を聞いたら、いつまでだって話していたくなる。何度もまたねと言い合って、電話を切った。

　通話が切れたあとも、悠歩の息遣いや笑い声が耳から離れない。その余よ韻いんは幸せなのに何な故ぜか切なくて、満たされているけれど心のどこかが飢えていた。

　恋ってこんな感じだったかな……。思い出そうとしても何も参考になる記憶などない。

　悠歩との恋は特別だ。他の何かと比べられるものではない。友達の話も、マニュアルも、この恋には当てはまらない、きっと。

　幸せで蕩とろけそうになりながらも、ときどき迷ってしまう。知らない道を地図もなしに歩いているような。

　こんな気持ちになるのは、初めてだった。







　数日後、日帰り出張が思いのほか早く終わったので、隆史の足はＧＥＨＥＮに向いていた。土産みやげを買ったからそれを渡そうと思って。本当は、日持ちがするものだから次に会うときだって問題ない。

　そのはずが、いい口実ができたとばかりにいそいそと悠歩の元へと向かっている。

　別に理由なく訪ねたってかまわないのだが、それだと会いたくて会いたくてきたみたいで少し照れくさい。実際、その通りだという。

　どうしてこんなことで格好つけたくなるんだろう。そういうところが、格好悪い。我ながらそう思うが、悠歩に会えると思うと自然に口元が緩んだ。

　悠歩の前では格好よくいたいのに、どうにも上う手まくいかない。好きな気持ちが先走りして、頭に描いたとおりに行動できない。そんな自分を歯は痒がゆく思いながら早足に歩いていると、すぐにＧＥＨＥＮの店舗が見えてきた。

　店に入ると、大垣が出てきた。制服は悠歩と同じ黒のパンツにグリーンのタータンチェックのベスト、彼はその上にジャケットを着用していた。悠歩が着ると清せい楚そで可愛らしい感じだが、大垣だとまた印象が違う。不思議なものだ。隆史の顔を覚えていてくれたらしく、愛想よく対応してくれる。

「辻くんは生あい憎にく、今日は他店へ応援に出ているんですよ。もうじき戻ると思いますが」

「そうですか。……すみません、友人だからって、度たび々たび顔を出してしまって……」

　買うわけでもないくせに店を覗いたことが、少々気まずい。ＧＥＨＥＮの靴はハイブランドやフルオーダーの物と比べると現実的な価格ではあるが、それでも一いっ介かいのサラリーマンにとってはそう度々買える物ではない。

　ばつが悪そうにする隆史に、大垣は親しみを込めて微笑みかけてくる。

「いえいえ。どうぞお気軽に寄ってください。わたしもお客様とお話するのは楽しみなんです」

　そう言いながら、大垣はさりげなく推おしている商品の棚たな前まえへと隆史を誘導する。そこには、悠歩が履いていたスニーカーの色違いが置いてあった。どれも個性的だけれど落ち着いた色合いだ。特に、マスタードイエローが目につき隆史は手に取ってみる。見た目よりも軽く、革は柔らかい。細身のシルエットがカジュアル過ぎず上品だった。

「いい色でしょう。一見派手に見えますが、意外にどんな洋服とも相性がいいんですよ」

　にこやかに言われ、少し焦あせりつつ隆史は頷く。確かに魅力的な靴ではあったが、今、スニーカーは必要としていない。その分の予算は、悠歩と出かけたり、何か買ってやったりしたかった。

　隆史に買う気がないと踏んだのだろう、大垣は無理に薦すすめず話を切り替える。

「辻くんとは幼なじみなんですね。この間、聞きました。お兄ちゃんみたいな人だって、言ってましたよ。大人になってもそういう関係でいられるって、素敵ですね」

　その言葉は少々不本意だった。大垣に本当のことを言うわけにはいかないだろうが……。『お兄ちゃん』というポジションは体面上だとはいえ、釈しゃく然ぜんとしない。

　もちろん、そんな思いは顔には出さず、隆史は笑顔で応じる。

「辻くんは、本当に努力家ですね。明るくて積極的で、細やかな気配りができて。彼に靴を選んでもらいたいと指名なさるお客様もいらっしゃるんですよ」

「そうなんですか」

　隆史は表情を作るのも忘れ、驚く。

　努力家なのは知っている。だけど明るくて積極的だというイメージは、あまり持っていない。仕事のために身につけた一面なのだろう。臆おく病びょうな悠歩が頑張って手に入れた、もう一つの顔だ。

　今の悠歩のことは、彼のほうがよく知っているのかもしれない。そう思うと悔くやしい。

　しばらく、大垣と世間話をしていると、制服姿の悠歩が帰ってきた。

「あっ、本間さん。いらっしゃいませ」

　大垣の手前なのか、よそ行きの顔で悠歩は微笑む。少し大人びた表情だ。

　悠歩が戻ると大垣は隆史に会釈して、事務所へと入っていった。気を利かせてくれたのだろう。

「何話してたの？」

「悠歩のうわさ話」

「ええっ。何話してたのっ？」

　悠歩は目を丸くして焦ったように訊きいてくる。その表情が可愛くて、隆史は思わず視線を逸そらした。ここは彼の職場だ。愛いとおしく見つめたりしてはいけないのに、自制できなくなりそうだった。

「履いてみますか」

「え？　ああ……そうだな。うん」

　ずっと同じスニーカーを見ていたからだろう。悠歩にそう言われ、引っ込みがつかずに隆史は試着に応じた。

「革靴とは履き心地が違いますから……サイズ、いくつかご用意しますね」

　ソファーで待っていると、悠歩はいくつかの箱を抱かかえて戻ってきた。思わず立ち上がり手伝ってやりたくなったが、今は自分は客なのだ。そういうわけにはいかない。

「多分、これが合うと思います」

　悠歩が差し出してきたのは、いつも履いている革靴よりも大きいサイズだった。おや、という隆史の表情を見て、悠歩は微笑む。

「スニーカーと革靴では、サイズの基準が違うんです。革靴には捨て寸というものがあって、つま先のゆとり分はサイズに含まれていません。ですが、スニーカーは全長で表示されているんです」

「へぇ……」

　関心しながら足を入れてみると、意外なほどフィットした。悠歩は跪ひざまずき、紐ひもを結んでくれた。

「僕とお揃そろい、ですね」

　跪いたまま上うわ目め遣づかいで見つめられ、ドキリとした。悠歩は何も意識していないのだろうが……好きな相手からこんな表情をされたら、こう言わざるを得ない。
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「買うよ、これ」

「えっ……あ、ごめん。えっと、無理に薦めたわけじゃなくて」

　申しわけなさそうな顔をして焦る悠歩がおかしかった。販売員としてはいい結果なのに。

「無理なんかしてないよ。社会人になってからスニーカーってあんまり買ってないし、そろそろ一足欲しかったんだ」

　本当は少し無理をしている。だけど悠歩の前では格好つけたくて。

「そ……っか。じゃあ……お揃いで、出かけられるね」

「そうだな」

　あからさまなペアはさすがに抵抗があるが、色違いの靴くらいなら目立たないしさりげなくていいかもしれない。

　次はこれを履いてどこへ行こうかと、口にしようとしたところで、奥の扉が開く音がした。

「マスタードイエローになさったんですか。本当にいい色なので、選んでもらえて嬉しいです」

　事務所から出てきた大垣は愛想よくそう言ったあと、腕時計を確かめ悠歩の肩をぽんと叩く。

「辻くん、そろそろ定時ですよ。お会計はわたしが交代しますから」

「えっ……」

「今日は残業はけっこうですから」

　にっこりと笑って、大垣は言う。それから二人は隆史に聞こえないよう小さな声で何か話していたが、やがて悠歩は深く頭を下げた。

「辻くん、すぐに出てきますから、待っていてくださいね」

　言いながら、大垣は隆史が選んだ靴のサイズを確認し、箱に仕舞った。

「スニーカーも中敷きの調整はもちろん、リペアも可能です。何かあったらご相談くださいね」

「それは頼もしいですね。スニーカーは傷いたむと諦めることが多いですから」

　品質やアフターケアを考えると、ＧＥＨＥＮの靴は決して高くはないと思う。だがやはり、支払うときには少々怯ひるんでしまう値段だ。

　会計を済ませ靴を受け取ったタイミングで、ちょうど悠歩が出てきた。夏服の袖そでから、ほっそりとした腕が伸びている。薄着になると子供っぽく見えるのは、その華きゃ奢しゃな体型のせいかもしれない。

　大垣に見送られながら悠歩と二人で店を出るのは、なんだか変な気分だった。悠歩は大垣に挨拶して、少し先を歩く。

　今日も、この間と同じくつむじのあたりの髪が一ひと束たば、ぴょんと跳ねていた。







　陽はまだ高かったけれど、軽く飲みながら食事をすることになった。時間が早いせいか二人が入ったスペインバルは他に客はいなかった。二人でビールを注文し、カラフルな具材が乗ったピンチョスを肴さかなに、パエリアが炊たきあがるのを待った。こんな早い時間からアルコールを飲めるなんて、少し贅ぜい沢たくな気分だ。

「今日、本当はラストまでだったんだ。だけどここんとこ残業が多かったし、この間のこともあるからって、大垣さんが言ってくれて」

「そっか。気を遣わせてしまったな」

「優しいんだ、大垣さん。以前はデパートでシューフィッターをやっていたから、ＧＥＨＥＮだけじゃなくて、いろんなブランドの靴のこと知っていて勉強になる」

　人の好さそうな大垣の顔を思い浮かべ、複雑な気分になる。彼のおかげでこうして悠歩とのんびり食事をすることができる。だけど悠歩の口から彼の賛辞を聞くのはちょっと、面おも白しろくない。

　小さいな、自分……。本当ならもっと彼に感謝すべきなのに。ささやかな嫉しっ妬とを呑のみ込こみ、隆史は話題をずらした。

「今日は他の店に行ってたんだって？」

「うん。この春オープンした大きなショッピングモールの中にあるんだ。郊外店のほうが子供靴は揃ってるし家族連れのお客さんも多いから、応援って形で行かせてもらってるんだ」

「資格取得のため？」

「それももちろんあるけど、やっぱりいろんなお客さんと接してみたほうがいいかなって」

　経験を積みたい、悠歩はそう言って目を輝かせる。仕事が楽しくて仕方がないようだ。

「今日お店にきた女の子がね、可愛かったんだ。小学校上がったばかりくらいかな。話しかけると恥ずかしそうにしてお母さんの影に隠れて。でも、すごい真剣に靴を選んでた」

「女の子はおしゃれにうるさいからなぁ。うちの姉貴も、家族で買い物行くと長くって。俺はまだ小さかったから、姉貴にくっついてくの疲れたなぁ」

「でも、ついてってたんだ、隆兄。僕は兄弟がいないから羨ましい。弟って可愛いんだろうなぁ」

　そういった悠歩の目は優しかった。今日、仕事で会った子供のことを思い出しているのかもしれない。彼のそんな表情はあまり見たことがない。彼はいつも、隆史のいる場所では一番年下だったから。

「悠歩も可愛かったよ、小さい頃。いつも後ろをくっついてきて……俺、弟か妹欲しかったから、悠歩と一緒にいるの、好きだった」

　思い出すと自然に唇が綻ほころぶ。柔らかい小さな手を握った感触はよく覚えている。

「悠歩は今も、可愛いよ」

「ん……そう？」

　悠歩ははぐらかすように目を逸らし、ビールのグラスを空あけた。笑っているけれど、どこか様子が変だ。何かあったのだろうか。それとも、仕事で悩みでも？

　話したいことがあるなら聞いてやりたいし、力になれることならなんでもする。

　どうしたのかと問いかけようとしたところへ、ウエイターが料理を運んできた。できたてのパエリアはサフランのいい香りがする。あとはチョリソーとサラダがテーブルに並んだ。

「おいしそうだね。早く食べよ」

「お、おう」

　笑顔で言われ、完全に訊くきっかけを逸いっした。もう、悠歩の表情に先ほどのような陰はない。思い違いだったか……そう思い、隆史は小皿へパエリアを取り分けてやった。

　腹が減っていたのか、悠歩は会話もそこそこに夢中で食べていた。隆史が話しかけても、咀そ嚼しゃくしながら頷いたり、短く答えてはまた料理を口に運ぶ。

　一通り食べ終えたところで、悠歩はドリンクメニューを指さしながら言った。

「すみません、このオルホってやつ、お願いします」

　悠歩が頼んだのは、アルコール度数の高い蒸留酒だ。

「おい……それはちょっと。もう少し軽いやつのがいいんじゃないか」

「大丈夫。ほら、食後酒にどうぞって書いてあるし。それお願いします」

　隆史の制止を聞かず、悠歩は注文し、ぱたりとメニューを閉じた。

「いいのか。お前、そんな強くないだろう？」

「少しくらい大丈夫だってば」

　やがて運ばれてきた、透明な液体で満たされた華奢なフルートグラスは、大衆的な料理の並ぶテーブルには少々不似合いなくらい、エレガントだった。

　恐らく初めて飲むのだろう、悠歩は恐る恐ると言った様子で、グラスを持ち上げ口をつけた。

「……甘い」

　それから、後悔したように顔をしかめ、コースターに戻したグラスをそっと隆史のほうに押してきた。やっぱり、口に合わなかったのだろう。ばつが悪そうにする様子が、可愛くてたまらない。隆史はよく冷えたオルホを口に含んでみる。飲みやすいけれど、けっこうきつい。

「ほんとだ、甘い。それにいい香りがするね。俺はけっこう好きだなぁ。もっと飲んでもいい？」

　そう言うと、悠歩はほっとしたように頷く。結局悠歩は他のカクテルを頼み直した。

　気を取り直して、次の休みの予定をどうしようかと話した。悠歩も隆史も、盆は仕事がある。その代わり、九月以降で夏休みを取れるから、日程を合わせようということになった。

「悠歩はどこへ行きたい？　二泊くらいなら旅行もできると思うんだ」

「隆兄は行きたいところ、ないの？」

「え、俺？　そうだなぁ……」

　休みは悠歩の希望を最優先にするつもりでいたから、咄とっ嗟さに場所が思い浮かばなかった。

　それに本音を言うと、悠歩と二人きりでのんびりと過ごせるならどこだってよかった。景色がよくて、人混みがなくて、空気の綺麗なところ。それくらいしか思い浮かばなかった。

　悠歩はどんなところへ連れていけば喜ぶんだろう。知っているようで知らない、悠歩の好きなこと。確かゲームや漫画が好きだったと思うけれど……行きたい場所のヒントにはならない。

　多くの時間を共に過ごせるようになったのは、つい最近のことだ。思いを伝え合って、向き合えるようになったのは。

　もっと知りたい。大人になった悠歩のこと。たくさん話をしたい。どんなことでもいい。仕事の話も、くだらないことも。堪えていた時間が長かったせいか、隆史は自分が酷ひどく飢うえているように感じた。

　それを悟られないよう、隆史はいくつかデートスポットを挙げてみた。どれも月並みで、だけどきっと、悠歩と一緒なら楽しい。

　隆史が思案している間にも、悠歩は機嫌よさそうにグラスを傾けている。そのグラスが空くと、悠歩は目をとろんとさせながら、ドリンクメニューを眺めていた。まだ飲むつもりなのかと少々焦った。だいぶ飲めるようにはなったみたいだけれど、悠歩はそれほどアルコールに強くはない。二日ふつか酔よいなんかになったらかわいそうだ。

　そう思い、隆史は悠歩の手からメニューを奪い、宥なだめるように言った。

「そろそろ行こうか。それともアイスクリームでも頼む？」

　アルコールではないものを薦めてみたが、反応は今ひとつだった。

「ねぇ……話の途中だよ。ないの？　隆兄の行きたいところ」

「うーん、悠歩のリクエストに応えようと思ってたから……今度会うまでに考えておくよ」

「そっか……」

　悠歩はグラスに残っていたサングリアを飲み干し、立ち上がった。足取りは意外としっかりしている。

「アイスは？」

「いい……帰る」

　会計を済ませて店を出たあとも、悠歩は隆史よりも少し先を歩いた。

「悠歩待って、そっち駅じゃないだろ。送るから……ほら」

　背に手を回そうとしたが、ついと避けられた。

「平気。隆兄、遠回りになっちゃうでしょ。酔い覚ましに少し歩いてから帰るから。隆兄は先に帰って」

「いや、もう遅いし心配だから、送らせてくれよ」

　そう言うと、悠歩はぴたりと立ち止まり、振り向かないまま呟く。

「隆兄……僕、男だし、もう大人だよ？」

「わかってる」

「わかってないよ」

　声は少し震えていた。怒っているような、悲しんでいるような声。

「どうして、そんなに子供扱あつかいするの？　僕はもう社会人だしお酒も飲めるし……隆兄から見たら全然子供なんだろうけど、でも、だから……」

　大事にしたいと思っていた。自分の手で守ってやりたいと。

　だけどそんな隆史の気持ちが、悠歩を傷つけていたのか。

　隆史にも覚えがある。子供扱いされて悔しかったこと。頼りにされなくて自信喪そう失しつしたこと。いくらだってある、そんな経験。だから悠歩が悔しいと思う気持ちは、容易に想像がついた。

　本当はもっと早く気づいてやるべきだった。何かしてやりたい、なんでもしてやりたい……そんな思いばかりが先行して、悠歩の気持ちを置き去りにしてしまっていたのかもしれない。

　悠歩はもう、大人だ。知らない道は自分で調べて歩いて行ける。もう、迷子になってうずくまっていることなんて、ないんだ。

　一人で、思いを告げにきてくれた。あのときに知ったはずだったのに。

　幼なじみのままでは嫌だ、お兄ちゃんみたいだなんて言われたくない。もっと特別な関係になれる……なりたい。そう思っていたはずなのに、幼なじみのお兄ちゃんという位置に踏み留まっていたのは、隆史のほうなのかもしれない。

　悠歩は抑えた声で、言葉を継ぐ。

「大人になろうって頑張ってるのに……隆兄に、認めてもらいたくて。なのに……」

　わかってる。わかってるよ……。

　心の中で繰り返す。言葉にしたら悠歩は傷つくだろうから。

「そうか。そう、だったんだ。ごめんな、気づかなくて」

　謝ってみたけれど、悠歩はこちらを向いてもくれない。

　悠歩は言葉を呑み込むように唇を嚙み、自分の足下を見ている。

　しばらく、そんな悠歩の背中を見つめていた。怒り出したら受け止めて、ちゃんと聞いてやるつもりでいた。泣き出したら、抱きしめたかった。

　だが、顔を上げ振り返った悠歩は微笑んでいた。ちっとも楽しそうではない笑みを浮かべ、自分を見つめている。

　明らかに無理をした作り笑いなのに、その表情が何故だかとても綺麗に見えて、ドキリとした。

「今日は帰るね。ごめん」

　そう言うと悠歩は踵きびすを返し、歩き出す。いつもより早足だった。

　相手が女の子なら、迷わず追う。一人にしてはいけない。だけど……悠歩は、男だ。自分ならきっと、こんなときは一人にして欲しい。そう思う。

　さっきのは……確かに、まずかったかもしれない。ただ、もう少し一緒にいたいから送りたいんだと、どうして言わなかったのだろう。

　追いかけて、言い訳しようか。それともこのままそっとしておくほうがいいのだろうか。

　迷ううちに、悠歩の後ろ姿はどんどん遠ざかり、人波に紛まぎれて見えなくなる。

　帰りがけに渡そうと思っていた出張の土産は、結局鞄かばんの中に入ったままだった。










　　３




　悠ゆう歩ほに会えないまま、八月が終わろうとしていた。

　怒っている様子はない。今まで通りのペースで電話やメールのやりとりはあった。会えないのはただ単に、お互いに時間が合わないだけだ。

　隆たか史ふみ自身も、盆を境に忙しくなった。自分が担当したイベントに顔を出すこともあるし、本社では年末商戦に向けて慌ただしくなる。来年の企画も進めなければいけない。

　悠歩はこの間と同じように、度たび々たび他店への応援に出向いているようだった。いつもの店にいないことが多いから、隆史も会社帰りに寄りづらい。

　悠歩が目指している幼児子供靴専門の講習と試験は年末にある。まだまだ先のようだが、用心深い悠歩はそろそろ準備を始めると言っていた。

　スペインバルの帰りに少しだけもめたことは、彼の口から出ることはなかった。

　本当はもっと言いたいことがあったのかもしれない。言葉を呑のんだのは、隆史が思う以上に悠歩が大人だからなのだろう。

　それともただ、言いづらかっただけなのだろうか。もしそうなら、こちらから水を向けて不満を吐はき出ださせてやったほうがわだかまりもなくなる。

　悠歩の気持ちを確かめたかったけれど、タイミングを逸いっしたまま、時間ばかりが経過していった。

　悠歩と会う約束ができたのは、九月の末だった。それを励はげみに、隆史も仕事に没ぼっ頭とうした。

　ため息が零こぼれそうなのを堪こらえ、隆史は珍しく本社のデスクで資料作成にかかり切りになっていた。

　デパートで行われるイベントは、催事場を使う大規模なものだけではない。売り場の一角で、期間限定ショップを設もうけることもある。隆史が今回担当したのは、そういう小さなスペースでのイベントだ。しかし小さいとはいえ侮あなどれない。このスペースを目当てに来店する客もいる。過去に集客がよかったのは、実じっ店てん舗ぽを持たずウェブショップだけで運営しているような所や、地方の人気店などだ。健康にまつわる商品も関心を集めるようだった。

　隆史は、その期間限定ショップにＧＥＨＥＮゲーエンの出店を交渉していた。本当なら悠歩に意見を聞きたいところだったけれど、社外の人間に相談するわけにもいかない。決まったら、一番に悠歩に話そう。そう思っていた。

　隆史が一息入れようと一いっ旦たん離席し、珈コー琲ヒーを入れて戻ってくると植うえ村むらが机に散らばるリーフレットを眺ながめていた。

「へぇ……ドイツの靴ですか」

「ああ、知ってる？　ＧＥＨＥＮってとこなんだけど」

「いや、知らないっす。コンフォートシューズってなんか高そうだし……って、やっぱ高いじゃないですか」

　リーフレットを見ながら、植村は顔をしかめる。この男が興味を示す仕事は主おもに食べ物関係で、ファッションには無む頓とん着ちゃくだった。

「あ、本ほん間まさんが履はいてるの、そうですか」

「うん。ビジネスシューズは二足しか持ってないから、別のブランドのを履いてることもあるけど。今日履いてきたのはそうだよ」

　この日は、最初に買った黒のストレートチップだ。だいぶ足も慣れて手入れもまめにしているから、いい艶つやが出てきている。

「東しの雲のめデパートで扱あつかいのあるブランドなら安く買えるのに……わざわざそこのを買うって、そうとういいんですか？」

「ん、まぁな」

　興味を持ってくれたのかと嬉しくなったところで、昼を知らせるチャイムが鳴る。すると途端に、植村は隆史を急せかす。

「昼行きましょうよ。社食も飽あきたし、外出ませんか？　安くてうまい定食屋見つけたんですよ」

　食い意地の張った植村が勧めるなら確かな情報だろう。そう思い、隆史は簡単に机の上を片づけ、立ち上がった。

　定食屋は裏通りにあるわりに混んでいたが、運良くすぐに席が空あいた。注文を終えると、植村は何度となくため息をつく。よほど腹が減っているのかと思ったが、定食が運ばれてきてもがっつくことなく、箸はしの先を見つめている。

「どうした？　食わないのか？」

「いやぁ、ちょっと胃の調子が悪くって」

「じゃあ揚あげ物ものはダメだろ」

　ちらりとアジフライに目をやると、植村は慌てたようにソースをどばどばとかけた。

「いやいや、でも食べないと昼から後がもたないし」

　そう言って植村は慌てて食べ始める。とても食欲がないようには見えないが……元気がないのは確かなようだ。

「どうかしたか」

「あー……実は昨日、ケンカしちゃって。というか、彼女が何を怒ってるのか自分にはさっぱりわかんなくって」

「思い当たること、ないのか」

「さっぱり」

　考えるそぶりも見せずに即答する植村に少し呆あきれながらも、隆史は箸を置いた。

「とりあえず、ちゃんと話聞いてやれ。何を怒ってるかわかんなくても」

「ええ？　でも話わかんなかったら、聞けないじゃないですか」

「それでも、受け止めてやれよ。内容じゃなくて、彼女が怒ってることや、悲しんでいること」

　腑ふに落ちない顔の男の肩を叩き、隆史は真剣な表情で言う。

「理屈より、彼女の気持ちのほうが大事だろ？」

　互いに好きになったのだ。相手の気持ち以上に大切なことなんて、何もない。多少理屈に合わないことがあったからといって、それがなんだというのだ。

「ぶつからなきゃわからないことは、たくさんあるよ」

「なるほど……。経験豊かな人は違いますねぇ」

　感心したような植村の視線が少し、痛かった。自分だって、この間悠歩ともめたばかりだ。怒らせて、悲しませた。しかも、理由はよくわかっている。わかっているのに……どうにもできなかった。

　こんな不ふ甲が斐いない自分が人に偉そうにアドバイスしているなんて滑こっ稽けいだ。

　だけど、言葉にしてみて改めて思う。やっぱり、悠歩の気持ちが大事だということ。彼が思い考えているすべてを理解できるわけではないけれど、それでも、もう少し……もっと、わかり合えるはずだ。

　次に会ったときには、ちゃんと向き合おう。今の、悠歩に。幼なじみではなく、愛情を分かち合う恋人の悠歩に。

　そう決意して、会えない日々をやり過ごした。







　九月の連休が過ぎ、ようやく明日は悠歩に会える。

　嬉しくてしょうがないけれど、ほんの少し、緊張もしていた。抱きしめたい、キスをしたい、そんなことで頭がいっぱいになりそうな自分を律する。

　明日は、たくさん話そう。とにかく、たくさん。ＧＥＨＥＮの期間限定ショップも決定した。その話もしたい。いや、仕事の話は今度でいいか。

　一日中一緒にいられるのは久しぶりだ。昼間は悠歩の好きなところへ連れて行こう。

　夜にはフレンチレストランを予約してある。郊外の住宅地にある一いっ軒けん家やのような店で、看板も小さく目立たない物しか出しておらず、取材も拒否しているようなところだ。だが、連日予約でいっぱいらしい。隆史は偶然、同僚とランチで訪れたことがある。味がいいのはもちろん、住宅街にあるとは思えないシックなインテリアも気に入った。

　個室を予約できたから、二人きりでゆっくり食事を楽しめる。バーカウンターもあるし、食事のあとは少し飲んでもいいかなと思っていた。

　つい、男同士だからと友達と同じノリで店を決めてしまいがちだったけれど、悠歩は恋人なのだ。たまには特別な雰ふん囲い気きもいいだろう。いつもは言えないことも、言えるかもしれない。

　風呂を済ませて、明日は何を着ようかと思案していたとき、ふと気づいた。ドレスコードのある店ではないが、一応、カジュアル過ぎる服装だと浮いてしまうかもしれない。それを悠歩にも伝えておいてやらなくては。

　そう思い、悠歩に電話をかけた。親しみのこもった声になんだか気持ちが緩ゆるんで、自然に唇が綻ほころぶ。しばし他た愛あいのない話をしたあと、明日は何を着ていくのかと訊きいてみた。

『どうして？　うーん、まだ決めてないけど……』

「ちょっとだけきちんとした格好してきてよ。明日、連れて行きたいところがあるんだ」

『……え、明日？』

　裏返った声のすぐあとに沈黙が漂ただよう。嫌な予感がして、だけどそんな素そ振ぶりは出さずに問いかけた。

「どうした？」

『ごめん、隆兄と会うのは、明後日あさってだと思ってた。手帳に、書き間違えたかな……』

　焦あせった様子で紙をめくる音が聞こえてきた。予定を確認しているのだろう。隆史も思わずカレンダーを見た。赤で二重丸をつけてあるのは明日で、明後日は仕事だ。

『隆兄……ほんとごめん。明日は、別の約束があるんだ。どうしよう……ちょっと電話してみる』

「いや、待って。間違ってたのは俺かもしれないし」

　確かこの約束をしたのは電話で話しながらだ。どちらかが勘違いしたのだろう。

『じゃあ、なるべく早く切り上げるから、待ち合わせの時間ずらしてくれる？』

「いいから、明日はそっちの約束優先して」

『でも……』

　息いき遣づかいで悠歩の動揺がわかる。困っている様子が目に浮かんで、なんだか可か哀わい想そうになってきた。これ以上悩ませたりしたくない。

「友達ともなかなか休み合わないんだろ。明日は気にせずゆっくり行っておいで」

『隆兄……』

　小さな、寂しそうなため息が聞こえた。それを聞いて隆史まで寂しさが伝染してきたけれど、気け取どられないよう、明るい声を作る。

「俺とはいつでも会えるだろう。仕事が早く終わった日の夜に飯食いに行こう」

『ほんとごめん……。ありがと、隆兄』

　いつも以上にまたねと何度も言う悠歩に苦笑しながら電話を切った。その途端、大きなため息が漏れる。

　なんだ……会えないのか。

　体中から力が抜けた。隆史はソファーに横たわり、見るともなしにバラエティー番組を眺ながめた。出演者も観客も、みんな笑っている。きっと、明日が予定通りにデートなら笑えただろう。なのに今は笑えない。頭では面おも白しろいことを言っているなと思っているのに、顔の筋肉が動かなくなったみたいに、強こわ張ばっていた。

　どんなに好きでも他人なのだ。たまにはすれ違うこともある。自分の思いと相手の思いが等しいなんてことはない。悠歩には悠歩の生きる世界があるのだし、恋人以外の人間関係も大事にすべきだ。

　たった一日デートの約束がなくなったからなんだというのだ。これからいくらだって一緒にいられる。

　明日会えない事実を納得させようと、隆史は仕方がない、こんなこともあると頭の中で繰り返す。悠歩のいない休日を有意義に過ごす方法を考えようとしたが、さっぱり何も浮かんでこない。浮かぶのは悠歩の顔ばかりだ。

　悠歩の手前、平気な振りをしていたけれど、自分で思っているよりずっと、がっかりしたみたいだ。

　ちらりと視界に入った壁掛け時計は、もうすぐ零れい時じを指そうとしている。悠歩はまだ、起きているだろうか。

　会いたい、今すぐ。会って抱きしめたい。

　今から、会いに行こうか……。

　終電には間に合う。帰りの電車はないだろうが、自分の実家に泊まればいい。どうせ、明日は休みなんだし。

　そう思い、がばっと起き上がる。

　……いや、ダメだ。悠歩は実家暮らしだ。最近は夜遅くなったり外泊したりしても何も言われなくなったらしいが、さすがに夜中に急に出かけるのは心配をかけるだろう。悠歩の母親が過保護で心配性なのは、隆史も知っている。

　逡しゅん巡じゅんしているうちに、最終電車の時間は過ぎた。時計の針はりを凝ぎょう視しし、隆史はため息をつく。

　こんなに余裕のない恋愛をするなんて、思ってもみなかった。
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　急に予定が空からっぽになった休日。レストランはキャンセルしたが、今さら休みを変更することもできず、隆たか史ふみは出かけることにした。

　洗せん濯たくしたてでソファーに放り出してあったジーンズとシャツを適当に摑つかみ、手足を突っ込む。今日は身なりに気を遣つかう気にはなれなかった。普段なら休日は眼鏡めがねをかけかえるけれど、昨日していた仕事用のものをそのままかけた。

　特に当てはなかったから、思いつきで悠ゆう歩ほがよく応援に行っているという郊外の店を見に行こうと思った。仕事の参考にもなるかもしれないし、偵てい察さつがてらぶらぶらして、ついでに昼飯を食って映画でも観て帰ろう。

　そう計画し、隆史は家を出た。都心とは逆方向に向かう空すいた電車に揺られ、最寄り駅から送迎バスに乗り、辿たどり着ついた郊外の大型ショッピングモールは、その外観だけで圧倒される。端から端まで歩くだけでたいへんそうだ。建物に入ると中は明るく、開放的な雰ふん囲い気きだった。平日にも拘かかわらず、多くの人が通路を行き交う。

　確かにこれではデパートは押されてしまうだろうなと妙に納得しつつ、隆史は案内図を頼りにＧＥＨＥＮゲーエンを探した。ファッション雑貨店が並ぶフロアの一角に、ＧＥＨＥＮの店舗があった。悠歩が務める店はビジネスシューズが中心だったが、ここでは女性物や子供靴を多く取り扱あつかっているようだ。同じブランドでも品しな揃ぞろえが違うと印象も違う。

　もう少しよく見ていこうと近づいてみると、店から見覚えのある人たちが出てきた。

　悠歩と……大おお垣がきだ。二人とも親しげに笑い合い、楽しそうだった。悠歩は爽さわやかなグリーンのポロシャツに綺麗めのパンツで、いつもより少し、大人びて見えた。大垣はカジュアルなシャツにチノパンの寛くつろいだ格好だった。

　どうして、この二人が……。

　今日の約束の相手は、大垣だったのか。仕事、だろうか。それにしては二人とも寛いだ雰囲気だし、第一、仕事なら昨日、そう言ってくれるはずだ。

　友達と会うんじゃなかったのか。大垣とは上司という以上に親しいのか。職場で顔を合わせるのに、わざわざ休日に二人で出かけるほど。

　何な故ぜ、相手は大垣だと昨日言ってくれなかったのだろう。

　何か、理由があるのだろう。いつもの冷静な自分が思考を巡めぐらしている。

　だけどどんなに宥なだめようとしても胸の中は穏やかではいられなかった。

　悠歩に詰め寄って問いただしたい。どうして彼と一緒なのかと。昨日、大垣と出かけるといえなかったのはどうしてなのかと。

　あるいは、何も言わずに今すぐ悠歩の手を取り連れ出したい。行き先なんてどこでもいい。一緒に過ごせば、きっとわだかまりはすぐに解ける。

　埒らちもない考えが頭を渦うず巻まき始はじめる。そんなこと、悠歩の立場を考えればできるはずもない。

　この場を立ち去るべきかとも思った。見なかったふりをして、悠歩が話してくれるまで待っていればいい。言わなかったのは悠歩なりの理由があるからだろう。信じている。昨日今日知り合った仲ではないのだ。

　逡しゅん巡じゅんしている間に、悠歩がこちらを向いた。大垣と話しながら微笑ほほえんでいた表情が俄にわかに強こわ張ばる。

「隆兄……」

　困ったような、悲しそうな、複雑な顔をしていた。こんな悠歩、見たことがなかった。悠歩を傷つけてしまったような気がして、胸がちくりとした。自分には何の非もないはずなのに。

　隆史もどんな顔をすればいいのかわからなくなっていた。何食わぬ顔で偶然だねと笑って声をかければいい。わかっているのに上う手まく笑えない。作り笑いなんて仕事で数え切れないほどしてきたはずなのに。
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　黙ったままの二人を交互に見て、大垣はほんの少し首を傾かしげたあと、満面の笑みを湛たたえて隆史に近づいてきた。

「本ほん間まさんじゃないですか。偶然ですね、お買い物ですか？」

「え、ええ……」

　動揺を隠せず口ごもっていると、自分を見つめているもう一つの視線に気づいた。大垣のズボンの膝辺りを摑つかんでいる、まだ六歳くらいの女の子だ。不安そうなその子の頭を撫なで、大垣は微笑む。

「娘の莉り央おです。ほら、ご挨あい拶さつして」

「こんにちは……」

　小さな女の子にそう言われ、隆史は慌てて笑顔を作る。

「わたしたちはこれから昼食なのですが、よかったらご一緒しませんか」

　大垣が愛想よく言うと、悠歩は莉央の顔を覗き込み、訊たずねる。

「莉央ちゃん、僕のお友達も一緒に行っていい？」

　恥ずかしそうにしながら、莉央はちらりと隆史を見る。

「辻つじくんのお友達なら、いいよ」

　少女から『辻くん』と呼ばれ、悠歩は苦笑する。父親がそう呼ぶから、彼女も悠歩をそう認識しているのだろう。その様子が微笑ましく、隆史も頰を緩ゆるめた。怒りは出口を失い、胸の中でくすぶる。悠歩が申しわけなさそうに目配せしてくるので、あとでわけを話してくれるのだろうと信じて、大垣親子の誘いに応じた。

　莉央の希望で、昼食はオムライス専門店になった。彼女は真剣な表情でメニューを睨にらみ、それからふと顔を上げ大垣を見る。

「パパとご飯、久し振りね」

「そうだね、久し振りだ。好きな物頼んでいいよ」

「パフェも？　でも、残しちゃうかも……」

「頼みなさい。残ったらパパが食べる。だけど、ママには内緒だ。あとでパパが怒られるから」

　二人の会話でなんとなく察した。大垣は離婚して、娘は母親と暮らしているようだ。

　悠歩はすでに事情を知っているのだろう、素そ知しらぬふりでオムライスを選んでいた。

　食事中は、当たり障さわりのない話をした。大垣は仕事柄がらか世間話が得意そうで、とりたてて大きな話題はないものの、会話は途切れず和なごやかな雰囲気だった。

　皿が片づくと大人たちは珈コー琲ヒーを頼み、莉央は大きなパフェを前にご満悦だった。

　そんな娘を目を細めて見つめたあと、大垣はふと笑みを引っ込め、話し出した。

「莉央は、生まれつき少し足に変形があるんです」

「僕の症状とはちょっと違うんだけど、やっぱり赤ちゃんの頃はギプスをしてたんだって」

　治療のおかげで変形は改善したものの、まだ歩行は不安定らしい。莉央は自分のことが話題にされ、少し緊張した顔つきになる。それを、大丈夫だと宥めるように悠歩が見つめていた。

「子供のうちは関節も柔らかいので、足に合う靴を履はかせてやりたいのですが、やっぱり女の子だからか、可愛かわいい物を欲しがって。いくらわたしがＧＥＨＥＮの靴を薦すすめても、可愛くないからダメだって」

　大垣の言葉に、莉央は真剣な表情で頷く。

「それで、辻くんに説得をお願いしたんです。子供の頃に同じように足に悩みを持っていた辻くんの話なら、聞いてくれるだろうと思って」

「可愛いの、あった。リボンがついててね、中がお花の柄がらなの！　赤にするか黄色にするか迷ってね、そしたら辻くんが赤がいいよって。莉央に似合うよって」

　現場に居合わせなかった隆史のために、莉央は一生懸命説明してくれる。可愛くて、隆史は何度も何度も相づちを打ちながら聞く。自然に笑みが零こぼれて、それをじっと見つめている悠歩に気づいて、妙に恥ずかしかった。

　オムライス店を出ると、大垣はこれで帰ると言い出した。莉央と二人きりで過ごしたいのだろう。

「辻くん、今日はありがとう。ほら、莉央もちゃんとお礼を言って」

「ありがとう……ございました。あの……また、莉央とお出かけしてくれる？」

「もちろん。今度は今日買った靴でどこか行こうね」

　悠歩がそう言うと、莉央ははにかんだ笑みを浮かべる。彼女にとっては、きっと悠歩は頼もしいお兄ちゃんに見えているだろう。小さな女の子に眩まぶしそうに見つめられて、悠歩は照れて笑っている。

　その様子を見て、すとんと胸に落ちるものがあった。

　悠歩は大人になった。今までだってもちろん、認めていたつもりだった。消極的だったのに接客業に就ついて頑張っている。そういうところを、ちゃんと見ているつもりだった。

　だけど今、理屈ではなくするりと心の中に入ってきた。これまで隆史の心の中では、悠歩はいつも莉央のポジションだった。誰かに守られ、優しくされるべき存在。

　それはもう、過去の話だ。一人で立って、誰かに手を差し伸べることができる男になったのだ。

　なんだか、胸の中がくすぐったかった。嬉しいような、ほんの少し、寂しいような……不思議な気持ちがした。

　親子に向かって手を振る悠歩の背中は相変わらずほっそりとしていたけれど、心なしか、頼もしく見えた。

　親子と別れ、吹き抜けの休きゅう憩けいスペースまで歩くと、悠歩は深く頭を下げてきた。

「隆兄！　本当にごめん！　大垣さんが娘さんに会えるのは一ヵ月に一度だし、二人とも休みが取れる機会なんてあまりなくて……」

　悠歩の話では、大垣親子との対面はずいぶん前から計画していたらしい。スタッフの調整をして、ようやく実現したのが今日だったというのだ。

　さっきまであれほど頼もしかったのに、今は涙目で頰を赤くしている。その落差がなんだか愛いとおしくて、隆史は微笑む。

「そういう事情なら言ってくれればよかったのに」

「うん……。でも、大垣さんのプライベートなこと、隆兄に話していいのかどうか、わかんなくて」

「それもそうか」

　隆史はぽん、と悠歩の肩を叩いた。ほっとしたような表情に、隆史の気持ちも解ほぐれる。

「今日ずっと、隆兄のことばっかり考えてた……。莉央ちゃんの前で寂しそうな顔なんてできないから、無理して笑って、大垣さんに体調でも悪いのかなんて言われたし……」

　緊張が解けたのか、悠歩は少し弱音を吐はいて、甘えた声になる。

「会いたかった、隆兄……。約束が間違っていたってわかったとき、すごく焦あせったんだ。このまま終わっちゃったらどうしようって」

「そんなことあるわけないだろう」

「ん……。でも、不安で。昨夜は何度も、今すぐ会いたいって電話をかけ直そうとしちゃった。ごめんね、迷惑だよね」

　俯うつむく悠歩の髪をくしゃくしゃと混ぜ返し、肩を叩いた。人目がなければ抱きしめてキスをしたかった。

　昨日、やっぱりすぐに会いに行けばよかったんだ。同じ思いでいたのなら。

　全然、すれ違ってなんかいない。多分他人から見たら馬鹿馬鹿しいと笑われるくらい、ラブラブじゃないか。

　頭の中でそう呟いて、急に恥ずかしくなり隆史は誤魔化すように咳せき払ばらいする。

「この後は空あいてるんだろう？　ああ……こんなことなら、レストランの予約、取り消さなきゃよかったな」

「予約？」

「うん。フレンチレストラン。いい雰囲気の店だったから、悠歩を連れて行きたくて」

「どんなところ？」

　悠歩は興味を引かれたのか、目を丸くして隆史の顔を覗き込んでくる。

「小さな店だけど料理はけっこう本格的なんだよ。ちょっとわかりづらいとこにあって、一見普通の家っぽくて」

「看板がすごく小さくて、隠れ家って感じの？」

「うん、まぁそんな感じ」

　店の外観を思い浮かべ、隆史は頷く。

「そんな特別なお店、記念日でもないのに予約してくれたのっ？」

　悠歩は思いの外大きな声を上げ、慌てて自分で口を覆おおう。

「ごめんね、本当に。せっかく考えてくれていたのに」

「いいんだ。最初からちゃんと伝えてなかった俺も悪いし」

　驚かせたいと思ったのは隆史の勝手な思いだ。本当なら行き先を伝えておいたほうがいい。服だって、前日にきちんとした格好をと言われても困るかもしれないし。

「行きたかったなぁ。僕、ちゃんとしたフレンチって食べたことないし。行く前にテーブルマナーを確認したほうがいい？　ナイフとフォークは外側から使うんだっけ」

　眉まゆを下げてため息をついたかと思ったら、真剣な顔で両手にナイフとフォークを持った振りをする。

「なんで笑ってるの」

　頰を膨ふくらませ抗議の声を上げるその顔も、可愛かった。

「上品だけどそこまで格式張った店じゃないから大丈夫。今度また行こう」

「……うん」

　悠歩は照れたように視線を泳がせてから、見上げてきた。さっき大垣の前で見せていたのとは違う、少し甘えたような、慕したわしい表情で微笑む。

「行けなかったけど、嬉しい」

　小さく呟き、悠歩は恥ずかしそうに目を逸そらす。頰がほんのりと染まっている。行けなかったのにこんなに喜んでくれるなんて。思いがけない反応に、胸が騒がしい。湧き上がる愛おしさと欲望を必死で抑おさえながら、隆史は悠歩を見つめた。

「少し先になるかもしれないけど、予約しておくよ。それよりデート。できるんだろう？　これから」

　一瞬、きょとんと目を丸くしたあと、悠歩は嬉しそうに破顔した。それから、急に思いついたように一歩前に出て伸び上がる。顔が近づいて、ドキッとした。

「じゃあ、カレー作って、カレー。約束でしょ？」

「ええ？　いいけど、今日？　今からうちくるってこと？」

「行く！」

　勢いよく言う悠歩に、思わず笑ってしまう。せっかくきたのだからもう少しショッピングモールをうろうろして、映画でも観て……なんて思っていたが、隆史のほうも二人きりになることに異存はない。







　ショッピングモールを出ると隆史の最寄りの駅まで戻り、近くのスーパーで食材を買ってきた。カレーといっても特別なものではない、市販のルーで作る簡単なものだ。悠歩の希望で辛から口くちを買い、さらに辛みを足すスパイスも用意した。夕食の準備には早いが、その分、食後にのんびりできそうだ。

「ごめん、散らかってるけど……」

　ソファーに放り出したままの洗せん濯たく物ものを摑み、クローゼットに放り込む。悠歩がくるときには頑張って綺麗にしているが、普段はけっこう散らかっている。

　悠歩はそれを見ないふりで、キッチンで食材を広げ始めた。

「隆兄、何か手伝うことある？」

「じゃあ、米研といでセットしといて」

　隆史に命じられ、敬礼の真似事をして悠歩は米を量はかりにかかる。楽しそうな様子で、料理というより遊んでいるみたいだ。子供の頃のキャンプを思い出す。ご飯は硬かったしカレーはしゃばしゃばだったけれど、妙においしかった記憶がある。きっと、子供だけで作ったからだろう。

　悠歩とも行きたかったな……。子供の頃の彼は足のコンプレックスのせいで消極的で、学校行事も町内の子供会のレクリエーションもあまり参加しなかった。

　だけど今ならきっと、一緒に楽しめるだろう。アウトドアなんて学生のとき以来だ。どこか近場で気候のいい時期に計画してみよう。

　右手に包丁、左手にジャガイモを構えたまま考えを巡らせていると、悠歩が不思議そうな顔で覗き込んでくる。

「ご飯、セットしたよ。次は？」

「次は？」

「ああ、悠歩は座ってテレビでも観てて。指示しながらだと手元が狂いそうだから」

　隆史は軽く頭を振り、肩を竦すくめた。悠歩は納得したようにソファーに座り、ザッピングを始めた。しかししばらくしてまた、キッチンにやってきた。少し口ごもりながら、隆史の手元を覗いてくる。

「ねぇ、隆兄……」

「観たいのなかった？　録画したやつ観ててもいいよ」

　そう言うと悠歩は微笑み、ソファーに戻った。悠歩の視線から逃のがれてほっとしてしまう。自炊は多少するものの、見られながら料理などしたことがないので落ち着かない。ごろごろと大きめに切った肉や野菜を煮ているだけだから、失敗のしようもないだろうけれど。

　女の子たちが料理上じょう手ずの男を格好いいと評価する気持ちがよくわかった。楽しく会話しながら手際よくおいしいものを作ってくれたら、惚ほれ直すのもわかる。だが、自分には気の利きいた話をしつつ手際よく料理するなんて至難の業わざだ。

　理想とはほど遠い自分の手つきにため息が出そうになる。それでも、せっかく悠歩がきてくれたのだからと気合いが入る。腕が追いつかないならせめて気持ちくらいは込めないと。

　ちらりと悠歩の様子を窺うと、いつからこちらを見ていたのか、目が合った。ドキリとして、だけど顔には出さないように笑って見せる。すると、悠歩は少し迷うように視線を泳がせながら、そろそろともう一度隆史のそばへきた。何度か唇を嚙かんだあと、言いにくそうに切り出す。

「あ、あの……。隆兄、この間は、ごめんなさい」

「ん……なに？」

　なんのことかは薄々わかった。隆史は忘れたふりで鍋なべを搔かき回まわす。構えないほうが、悠歩は話しやすいと思ったからだ。

「えっと……スペインバルに行ったときのこと。僕、小さなことで拗すねて……。子供扱いされるのが悔しくて、隆兄に大人だって認めてもらいたくて……だけど、ちゃんと理由を話さずに怒るなんて、それこそ子供だよね、ほんと、ごめん」

「そんなことない。悠歩は、ずっと我慢してくれてたんだろ？　えらいなって思うよ」

　言葉を呑み込んで堪えていた悠歩の顔を思い出す。

「言いたいこと、我慢しなくていいんだよ。俺には」

「ん……ありがと」

　素直に頷き、悠歩はまっすぐに隆史を見つめてくる。まだ幼い頃の面おも影かげが残る、可愛らしい面立ち。だけど凛りんとした表情は、昔の悠歩にはなかったものだ。

　その瞳を見て、なんて自分は思い上がっていたんだろうと思う。

　守るべき存在だと思い込み過去に縛しばられていた。大切なのは今なのに。目の前にいる悠歩をちゃんと見ていなかった。眼鏡だって古いままでは度が合わなくなるのだから。隆史のレンズは初恋に落ちたその日から、変わっていなかったのかもしれない。

　隆史は中指で眼鏡を軽く押し、深呼吸をする。それから、悠歩に向き直った。

「悠歩……俺のほうこそ、ごめんな。子供扱いされて悔しい思いしたこと、自分もあるのに。気づいてやれなくって、ごめん」

　そう言うと、悠歩は少し不思議そうに首を傾げ、隆史の顔を覗き込んでくる。

「隆兄も……あるの？」

「そりゃ、あるよ。家族からも親しん戚せきからも。学校では先輩から、職場では上司から。可愛がられてるんだなって思えるようになったのは最近だよ。前は子供扱いされると悔しくて、見返したいっていつも思ってた」

　愛されているんだって、守られているんだって気づいても、意地を張って認められなかった。一人で立てるんだと、どこにでも行けるんだと強がっていた。そんな時期はもう過ぎたけれど、今でもときどき、苦い思いをするときはある。

「そっか……隆兄も一緒なんだ。隆兄は、どこにいてもお兄ちゃんなのかと思ってた」

　隆史が悠歩を小さな守ってやりたい存在だと思い続けていたように、悠歩にとって隆史は、いつも少し先を行く存在だったのだろう。

　幼いときを共有したから、お互いが変わっていくことに鈍どん感かんだった。あるいは、見ないふりをしていた。思い出があまりに大切で、愛おしくて。

　だけどもう、違う。ただの幼なじみではない。恋をした。思いが叶かなった。年齢よりももっと高い性別という壁を越えて結ばれたのだ。これ以上、思い出に囚とらわれている必要はない。

　長い息をつき、悠歩はそろりと隆史の腕にもたれ、頰をすり寄せてくる。

「ごめんね。僕は自分ばっかり昔と違うって言って、でも、隆兄のことはいつも頼れるお兄ちゃんだって思ってた」

「頼ってくれるのは嬉しいよ。期待に添えるかどうかは保証しないけど」

　そう言うと悠歩はくすりと笑う。力を抜いて、信頼しきった顔で見つめられ、抱きしめたい衝しょう動どうに駆られた。それを堪こらえ、隆史は悠歩を見つめる。なるべく優しい、欲望を隠した瞳で。

　堪えているのに……悠歩はさらに愛らしい笑みを浮かべ、ぎゅっと腕に抱きついてきた。

「嬉しい。そういう話、してくれて」

　吐と息いきが温かかった。その声が少し鼻にかかって甘えているように聞こえて……ぞくりとした。

　これ以上は、無理だ。

　隆史は無言のまま、ガスコンロの火と換かん気き扇せんを止めた。眼鏡を外し、無造作にキッチンの作業台に置く。振り返ると、悠歩は不思議そうにキョトンとしながら、隆史の言葉を待っている。

　その可愛い表情に吸い寄せられるように、隆史は悠歩を抱き締め、キスをした。

　じわりと胸が温かくなる。安あん堵どと興奮が同時に押し寄せてきて、混乱する。

「ん……隆兄？」

「カレーはあと」

　短くそう言い、また口づける。角度を変えて何度も、貪むさぼるように唇を吸った。強く抱き寄せたら、腿ももに硬い感触が当たった。悠歩が興奮している印だ。

　顔を覗き込むと、悠歩は焦ったように目を逸そらす。だけど、腕はするすると隆史に抱きついてきた。その、恥じらう様子が可愛かった。

　悠歩の頰にそっと手を添え、隆史は自分のほうに向ける。

「俺……こういうの、ダメかと思ってた。なんか、がっついてて格好悪いなとか。身体ばっかりって思われないかって」

「……どうして？　何がダメなの？」

「え？　いや、そりゃあ……手順とか、あるだろ」

　デートして、部屋に呼んでもすぐにＨに持ち込んだりせずに、話をしたりテレビを見たり……。

　それを説明するのは、恥ずかしかった。まるでいつも下心を隠して接しているみたいで。下心がまったくないとは言えないが、純じゅん粋すいに一緒に過ごす時間を楽しんでいるときだってある。だけどそれを口にするのも言い訳がましくて余計に格好悪い。隆史は冷静な顔を保ってはいたが、内心では冷や冷やしていた。

　悠歩は隆史の動揺など気づいていないのか、しばし考えたあと、小さく首を傾げる。

「んー……。そういうものなの？　僕は別に気にしないよ。そんな気分になれないこともあるかもしれないけど……」

　言いかけて、顔が真っ赤になる。

「い……いまんとこ、ない……よ」

　小さな声で、そっと教えてくれた。

　そうか。悠歩も男なのだ。そこは遠えん慮りょをしたり、女の子相手のときみたいな気き遣づかいは無用ということか。

　一つ、学んだ。幼なじみだけれど、まだまだ知らないことはたくさんある。手探りで、いいんだ。それがやっとわかった。

　ほっとして、そのあと笑いがこみ上げてきた。無理をして、格好つけようとしている自分が格好悪くて。

　照れながら戸と惑まどいながらでも正直に伝えてくれる悠歩は、ある意味隆史よりも男らしいのかもしれない。

「どうしたの？　何笑ってるの？」

「なんでもない。悠歩も同じで、よかったなぁと思って」

　悠歩は隆史がなんのことを言っているのかわからないのだろう。さらに首を傾げた。

　その様子が愛らしくて、完全にスイッチが入った……今すぐ抱きたい。

　隆史は悠歩の背に回した手を、するりとポロシャツの下に忍び込ませる。素肌はほんの少し汗ばんで、湿っていた。そのことに気づき、悠歩は焦った様子だ。

「ん、あっ……隆兄……ちょっと待っ……」

「待てない」

　隆史は焦る悠歩をベッドまで促うながし、そのまま押し倒した。動揺した表情だったけれど、悠歩は抵抗する様子もなくぽすんとマットレスに身を沈しずめる。

　まだ外は明るく、カーテンを閉めても隙間から陽光が射し込んでくる。光がひとすじ、悠歩の柔らかい髪に落ちている。指先でその光を辿たどると、悠歩は身じろぎし、眩まぶしそうに目を瞬しばたたく。こんな陽の高いうちから……そう思うと余計に興奮した。

　改めて、悠歩の頰を包み口づけた。甘い官能で頭がいっぱいになる。もっと味わいたくて、舌を悠歩の口こう腔こうへと滑すべり込こませた。

「ふ、あ……」

　微かに吐息を漏らし、悠歩はそろそろと隆史の腕に触れてくる。辿々しい仕草に甘い気持ちが胸を満たした。

　隆史は悠歩のポロシャツの裾すそから手を入れ、腹を撫で、胸元をまさぐった。薄い胸の尖とがりを指先で探り当て、そっと摘つまむ。弾力のある感触を指の腹で確かめながら、ゆっくりと撫でた。

「……あっ、ん……」

　悠歩は恥ずかしそうに口元を押さえ、小さな声で喘あえぐ。徐々に荒くなっていく息に、隆史の興奮も高まる。すぐにでも繋つながりたい衝しょう動どうを抑えながら、隆史は丹念に愛あい撫ぶを繰り返した。この愛おしい時間が終わってしまうのが惜しいから。

「あっ、やぁ……」

　声を震わせながら、悠歩は両手で顔を覆おおう。もじもじと足を擦こすり合あわせているのは、感じている証拠だ。恥じらう様子に、欲望を刺激される。

「悠歩……顔、隠さないで」

「ん……ダメ、あんまり見ないで……」

「どうして？」

　悠歩の手首を摑み、そっと引き寄せる。すると、とろりと下がった瞼まぶたと潤うるんだ瞳が見えた。唇は濡れて、微かすかに震えている。

「や、やらしい顔してるから……」

「ほんとだ。悠歩のそういう顔も、好きだよ。すごく……色っぽい」

　囁くと恥ずかしそうに身じろぎしたあと、悠歩は隆史を熱の籠もった瞳で見つめてくる。幼さに色香の混じるその表情にドキリとして、隆史は生なま唾つばを呑み込んだ。煽あおったつもりが煽られている。悠歩は意識していないだろうけれど。

　ポロシャツを胸までまくりあげ、すでにつんと勃たった乳ち首くびに唇を寄せた。吐息がかかっただけで、悠歩はびくんと肩を跳ね上げる。いつの間にこんなに感じやすくなったのだろう。

　そうしたのが自分だと思うと、不意に腹の底が熱くなった。穏やかで優しいと言われている隆史の、普段は隠している雄オスが刺激される。

　もっと変えたい、自分のものにしてしまいたい、悠歩を。

　ベルトに手をかけパンツを脱がそうとすると、悠歩は自然に膝を曲げる。少しずつ悠歩がベッドでの所作を覚えていく。微かな幸せと征せい服ふく感かんが胸をくすぐる。下着の上から膨ふくらみを撫でると、悠歩はもどかしそうに吐息を震わせた。

　布地の上からそっと摑み、その形を確かめる。

「う、ん……隆兄……」

　焦じれて苦しげに眉まゆを寄せ、悠歩はこちらを見た。

「……なに？」

　問いかけると、悠歩は軽く唇を嚙んで、それから大きく息をつく。

「ぬ、脱がせて……お願い。汚れちゃ……う」

「何、もう出そうなの？」

　問いかけると、悠歩は目をぎゅっと閉じ、首を振った。耳まで真っ赤だ。その可愛い反応に、隆史の欲望にも熱がまとわりつく。

　隆史は悠歩の望む通り、下着を下ろした。窮きゅう屈くつだった布の中から解放され、屹きつ立りつが弾はじけるように隆史の眼前に現れる。悠歩のそれはすでに先走りで濡れていた。

　半なかば尖せん端たんを覆っている包皮にそっと指を這はわせると、自然につるりと剝むけた。敏感そうなその箇か所しょに、隆史は舌先で触れる。

「……はぁっ、隆兄……っ」

　戸惑い混じりの、誘うような声が耳をくすぐる。そのまま、隆史は悠歩の昂たかぶりを口に含んだ。手を添え、軽く扱しごくとさらに硬く勃ぼっ起きした。薄い皮ひ膚ふの中に硬い感触があり、それを舌で探るのは不思議な感触だった。自分にもあるものだけれど、手で触れているのとは明らかに違う。

　感じる場所はよく知っている。探るまでもない。隆史は舌を器用に蠢うごめかせ、悠歩を責めた。口の中でひくりと震える。それが可愛くて愛おしくて、隆史は悠歩の屹立を啜すすり上あげるように吸った。

「───あっ！　あぁんっ、隆、に……」

　悠歩の声が高くなり、腿のあたりにぎゅっと力が入るのを感じた。このままでは達してしまう。その寸前で隆史は唇を離した。

「う、んん……あぁ……」

　悠歩は物足りなそうな声を漏らした。だがすぐに、安堵したような息をつく。隆史の愛撫が止やんだだけではないとわかったからだろう。

　隆史は悠歩の双球を優しく摑み、手のひらで愛撫する。柔らかい感触が心地好よかった。そっと持ち上げ、その下の窄すぼまりに指を這わせる。まだ硬く閉ざされたそこは、隆史の指を感じたのか、微かに蠢いた。

「悠歩、力抜かないと」

「ん、うん……わかってる」

　悠歩は深呼吸し、頷く。身体が思うようにならず、つい力が入ってしまうようだった。恥ずかしさを堪えるように悠歩は唇を嚙む。その懸命な表情が見えなくなるのが惜しいと思いつつも、隆史は悠歩の身体中にキスを施ほどこしながら、頭を下げていった。膝を両手で開き、持ち上げる。すると、閉ざされていた箇所が露あらわになる。隆史の吐息がかかったせいか、ひくりと収縮した。

　隆史は悠歩を驚かせないよう、指先で愛撫しながら唇を近づける。唇が触れたとき、悠歩はびくりと腰を引いた。だがすぐに、隆史に身を委ゆだねてくる。

　優しく指で広げ、襞ひだに舌を這わせた。

「……は、はぁ……っ」

　恥ずかしそうに身じろぎする。腹が微かに痙けい攣れんしていた。隆史は丹念に舌を這わせ、その箇所を宥めた。悠歩もいくらかは慣れただろうが、やはりこんな小さな場所に……と思ってしまう。指と舌を駆使し愛撫していると、そろそろと綻ほころんでくる。指の先を入れると、ぎゅっと引き絞るようにしてそこは抵抗した。

　だが、一度入ってしまうと、容易に奥まで指は呑み込まれた。中は熱く、柔らかい。隆史は最初はゆっくりと指を抜き差しした。徐々に悠歩の身体から力が抜け入り口を窮きゅう屈くつだと思わなくなった頃合いで、奥の方を腹側に押し上げるように愛撫する。

「やぁ……っ、ダメ、そこ……」

　ダメ、と言われたところを、隆史は執しつ拗ように刺激した。指で軽く押し、擦る。その度に、窄まりがきゅっと指を締め上げてきた。

「う……はぁっ、そんな擦っちゃ、ダメ……」

「ほんとはダメじゃないでしょ、気持ちいいでしょ？」

　耳元で囁くと、悠歩は恥ずかしそうに首を振る。その必死な様子が可愛い。だけど愛撫の手を緩めないでいると、すぐに陥かん落らくした。

「んんっ……、う、ん……。い……気持ち、いい……隆兄……」

　惚ほうけたような声でうめき、悠歩は身を捩よじる。

「あんっ、ああ……っ！」

　悠歩の喘あえぎ声ごえが高くなり、隆史は愛撫の手を止め指を抜いた。

「んん……隆兄……？」

　愛撫を途中でやめられ、悠歩は涙目だ。

「今日は簡単にはイかさないから」

　少し意地悪く言うと、悠歩は唇を嚙み、視線を泳がせる。

「悠歩も、舐なめて」

　隆史が言うと、悠歩は素直に頷く。膝立ちになった隆史の前に座り、少し首を傾げるようにして隆史の下着に手をかけ、そろそろと下ろした。もどかしい仕草に、ぞくりとする。

　現れた隆史の勃起に一瞬怯んだけれど、悠歩は最初指でそっと触れ、それから口づけてきた。柔らかく温かい感触に、隆史も熱い息を漏らす。

　舌の動きはまだ拙つたなかった。だけど、それが余計に興奮する。悠歩は苦しそうにしながらも、懸命に愛撫してくれた。口の端から唾だ液えきが垂れ、シーツを濡らす。

「ん、うぅ……」

　目を瞬きながら、悠歩は声を漏らした。思わず、悠歩の頭を押さえ腰を振りたくなる。その衝動を抑えるのは辛かった。

「……ありがと、悠歩」

　これ以上は、無理だと思った。乱暴に扱ってしまいそうだ。隆史はコントロールが効かなくなりつつある理性を叱しっ咤たしながら、悠歩の髪を撫でた。隆史は脱ぎかけの悠歩のポロシャツを脱がし、自分も上半身裸になる。ちらちらと悠歩が自分の身体を見ているのを感じた。

「悠歩、四つん這いになって」

「ん、恥ずかしい……」

　少し抵抗しながらも、悠歩は言われたとおりにした。カーテンから漏れ入る光は夕陽の色を帯びている。うっすらとオレンジ色の光に照らされた悠歩の肌は、とても綺麗だった。

　隆史が触れてこないことを不安に思ったのか、悠歩はそのままの姿勢で振り返る。火ほ照てった顔と潤んだ瞳が酷ひどく扇情的だった。

「悠歩、すげーやらしい顔してる」

「も、そんなこと、言わなくても……」

　悠歩は小さく抗議し、枕まくらに顔を埋うずめてしまった。余計なことを言わずにもう少し観賞すればよかったと隆史は後悔しながら、ベッドサイドの箱を探った。コンドームと潤じゅん滑かつ剤ざいが入っている。隆史は手探りでチューブを取り出し、悠歩のそこに塗ぬりつけた。すでに解れたそこに粘液を塗られると、悠歩は過敏に反応する。

「あんっ、や、いやぁっ……！」

「悠歩、いい？」

　吐息混じりに訊ねると、悠歩は枕に顔を埋めたまま、こくりと頷いた。

「───あぁっ」

　切なそうな声をあげ、悠歩は仰のけ反ぞる。白い背中が撓しなり、指先はぎゅっと枕を摑んでいた。

「悠歩の中、あったかくて気持ちいい……」

　囁くと、答えの代わりに中がきゅうっと収縮した。隆史は悠歩の腰を摑み、深く挿そう入にゅうする。絡みついてくる感覚に、隆史も熱い息を漏らした。

　悠歩を抱くのは久し振りな気がした。会えなかった日々がけっこう堪えていたみたいだ。だからもっとゆっくりと楽しみたいのに……隆史の中の雄がそれを阻はばむ。もっと快楽を貪むさぼろうと急せかす。欲望を宥めながら、隆史は悠歩の感じる部分を探り当て、刺激した。ぎゅっと締めつけられる度に理性は崩壊しそうになる。汗がこめかみを伝い落ち、悠歩の背に落ちた。
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「あっ、隆兄、……イきそ……」

「ダメ、待って。イく顔見たい」

　だけどこのままでは見えない。隆史は悠歩の腰を摑み、体勢を変えようとした。

「待つって……っ！　そんな、できな……」

　隆史が一いっ旦たん引き抜こうとすると、悠歩は首を振り抵抗する。

「や、やあぁ……っ」

　抜いたとき、悠歩が切なそうに泣き声を上げた。隆史は悠歩を仰あお向むけにさせ、膝を抱かかえる。

　悠歩は余裕のない表情で隆史を見上げている。潤んだ目も薄く開いた唇も、誘っているようで堪たまらない。淫みだらで綺麗で、でもどこか、侵おかせない純真さを孕はらんだ表情に引き寄せられる。

　そのまま、身体を沈め再び繋がった。何度も、何度も蠢く襞を搔き分けるように、深く突き上げた。悠歩は目に涙を溜めながら、苦しげな息をしている。

「あぁっ、ダメ……っ、もう……っ」

「まだダメ、悠歩。一緒に」

　隆史が言うと、悠歩は唇を嚙み、懸命に堪えている。さらに締め上げられ、隆史にも限界がきた。

「あぁっ、や……無理、出ちゃ───っ」

　声と共に、悠歩は吐精した。生暖かい液体が腹に飛び散る。同時に、隆史も悠歩の中で達した。

　悠歩の身体も汗で湿っていたけれど、隆史はさらに汗だくだった。思いのほか、快楽に翻ほん弄ろうされていたらしい。

　悠歩の隣に身体を投げ出し、息が整うのを待った。冷たい炭酸が飲みたかったが、起き上がる気になれない。

　ぐったりとしていた悠歩はのろのろと半身を起こし、隆史の顔を覗き込んでくる。

「ん、なに？」

「……隆兄って……こんな、意地悪だっけ？」

　イきたいときにイかせてもらえなかった悠歩は、頰を膨らませ涙目で睨にらんでくる。

「知らなかった？　俺、好きな子には意地悪したくなるタイプだよ」

「えっ」

　悠歩は心底驚いたように目を丸くする。隆史は誰の前でだって優しくあろうと思っているし、できる限り実行している。悠歩の前でももちろん、年上らしく余裕のある様を見せたかった。だけど、繕つくろってばかりはもうやめだ。

　悠歩のお兄ちゃんではないし、もう、ただの幼なじみでさえないのだ。

　恋人同士の、対等な関係だ。

「……思ってるだけで、できないんだけどね」

「そう……なんだ。知らなかった」

「うん、誰にも言ったことないし。だけどこれからは……いいだろ？」

「え、やだよ……」

「Ｈのときだけ。焦らされて、悠歩だって感じてただろ」

　そう言うと一瞬ぷっと頰を膨らませ、すぐに真顔になる。

「……隆兄がそうしたいなら」

「ほんとに？」

「少しだけだよ」

　悠歩は親指と人差し指で二センチほどの隙間を示して『少しだけ』と強調し、複雑そうに眉を寄せながらも、頷いてくれた。

　好きな子にちょっとした意地悪をしたくなるのは、男の性さがだ。たぶん、悠歩の中にもほんの少しはそういう部分があるのだろう。だから認めてくれた、きっと。

　そう思うとなんだか嬉しくなり、隆史は悠歩の頭をぐしゃぐしゃと撫でる。

「寛かん大だいだな、悠歩。ほんと大人になった」

「もう……っ、ほんとにそう思ってる？」

　抗議の声をあげたけれど、悠歩はすぐ、頰を緩めた。しょうがないなぁというふうに笑う悠歩の顔は、本当に今までで一番、大人びて見えた。







　結局、二人でベッドにいる時間が長くなり、夕食は遅い時間になった。

　辛いカレーがいいと言ったのは悠歩なのに、一口二口ですぐに涙目になった。半分も食べないうちにマヨネーズやチーズを大量投入した。実は今も、辛い物はダメらしい。

　カレーくらいで強がることなかったのにと思いつつも、そんなことでも背伸びをしたがる悠歩が可愛くて愛おしい。

　二人で二皿ずつ食べ、落ち着いたところで隆史は切り出した。

「言いそびれてたんだけど、今、東しの雲のめデパートの期間限定ショップに、ＧＥＨＥＮの出店をお願いしてるんだ」

「えっ。聞いてない！」

　目を丸くして、悠歩は詰め寄るように顔を近づけてくる。

「何それっ。どうして教えてくれなかったのっ？」

「いや……決定しないうちから外部の人間に話すわけにはいかなかったし。本当は、相談したかったんだけど」

「そっかぁ。そうだね」

　伸び上がった悠歩はすとんと座り、息をつく。

「これから広告打ったり、商品選んだりもあるから。また何か教えてもらうことがあるかもしれないから、そのときは頼むな」

「わかった、なんでも訊きいて！　……わからないことは、大垣さんに訊いておくから」

　勢いよく言って、悠歩は嬉しそうに笑う。

「なんか、同じ仕事しているみたいだね」

「うん、そうだな」

　それは嬉しいことでもあるが、少し緊張した。格好悪いところは見せられない。恋人同士としては対等でいたいけれど、社会人としてはやはり先輩らしく振る舞わなければ。

　隆史は姿勢を正し、悠歩をまっすぐに見る。

「よろしくお願いします」

「こ、こちらこそ。よろしくお願いします！」

　慌てて改まる悠歩がおかしかった。目が合うと少し照れて、二人して笑った。

「ねぇ、隆兄。アイスもなか食べたい」

「ええ？　今？」

「うん、舌がひりひりするから、買いに行ってくる。隆兄は何がいい？」

　すでに隆史も食べると決まっているかのように言い、悠歩は尻ポケットを探って財布が入っているかどうか確かめた。

「待って、俺も行くから」

　隆史がそう言っているのに、悠歩はさっさと靴を履いて出てしまった。慌てて追いかけると、一度だけ振り向き、いたずらっぽく笑ったあと、急ぎ足で先に進む。

　街灯が照らす夜道を行く悠歩の姿は、隆史から見るとやっぱり小さくて頼りない。

　走ればきっと追いつく。だけど隆史は走らずに、少し後ろで悠歩を見つめた。つむじあたりの髪がぴょんと跳ねている。

　弾むように前に進む様子が、新鮮だった。悠歩が自分よりも先を進むだなんて、子供の頃にはなかったことだ。

　二度と手を離さないでおこう。ずっと、悠歩を守っていこうと思っていた。そばにいて、悠歩のためならなんだってしてやりたかった。

　だけどそれは間違いだったのだ、きっと。

　繋いだ手を離して、少し前を歩く悠歩を見守っていこう。

　距離を取ると手を繋ぐことはできない。その代わり、悠歩の全身が見える。頭のてっぺんから、つま先まで。そうしたら、近すぎてわからなかったことも、もっと見えてくるかもしれない。

　悠歩は伸びやかに行きたいほうへと歩いて行く。自分で考えて、自分の足で。彼には彼の地図があるのだ。これから歩いて行く道が記された、地図が。

　手を差し伸べるのは、彼が道に迷ったときや転んで起き上がれないときだけでいい。

　悠歩が歩いて行く先を、一緒に見つめよう。

　それがきっと、この恋の道しるべになる。







		あ　と　が　き

　お手にとってくださってありがとうございます。

　最初、跪ひざまずいて足をお舐なめ的な、足フェチ靴くつフェチ大人の変態話を妄もう想そうしていました。

　蓋ふたを開けたら何な故ぜか、正反対の初恋ほわほわ系のお話になりました。

　靴のお話というよりも、歩くこと、新しい世界へ踏み出すことに焦しょう点てんがあたったものになっていったのは、初恋というテーマで書いていたからかもしれません。

　初恋……。文字では書くものの、実生活では遠く遠く離れてしまった言葉です。声に出して言うなんて、恥ずかしくて考えただけで落ち着かなくてそわそわします。

　ところで最近、ものすごく久々に「初恋はいつ？」という会話をしまして、なんかもう、初恋の思い出よりその質問自体が懐かしすぎて甘あま酸ずっぱい気分になりましたよ。

　幼稚園はなしね！　とよく言われるけれど、じゃあどれくらいを想定しているんだろう。やっぱり中高生くらい？　もしかして性的な目で初めて見たことを初恋と呼ぶんだろうか。

　隆たか史ふみと悠ゆう歩ほは幼なじみなので、子供の頃の淡い淡い「あの子いいな」から、思春期に性的な目で見まくるまで一人の相手で体験しているんですね。

　初恋が現在進行形で、思い出を共有してるって素敵だなーと思う反面、自分だったら子供の頃や思春期を知ってる相手……つまり黒歴史を知っている人は恐ろしいなと思ってしまいます。初恋ではないですが、今でも幼なじみの友人はちょっと怖いです。会う度たびに、余計なことを言い出さないかと戦せん々せん恐きょう々きょうです。

　靴についても少しだけ。わたしはつい量販店で安い物を買ってしまうのですが、過去に一度だけ、シューフィッターさんにサイズを計測してもらったことがあります。自分で思っていたサイズよりもだいぶ小さくて驚きました。意外と自分のちゃんとしたサイズって知らないものなんですねぇ。

　今回の悠歩が働くお店は、決してお安くはないけど少し頑張れば手は届く、くらいを想定しています。足に合うといったらフルオーダーが一番なのでしょうけれど、もっと身近なほうがよいなと思い、今の感じに落ち着きました。靴は毎日履はく物ですし。二人の恋も、親近感を持って見守っていただけると嬉しいです。

　挿さし絵えはみろくことこ先生に描いていただきました。悠歩はちょっと幼くて可愛かわいくて、隆史はしゅっとしててかっこよくて、とっても素敵で大満足です！　特に今回は元気のないときにラフが届いたので、たいへん励はげまされました。みろく先生、本当にありがとうございました！

　今回、あとがきのページをたくさんいただいてしまったので、わたしの与よ太た話ばなしよりも二人のラブラブＳＳを入れたい！　と思い書かせていただきました。本篇と共に楽しんでいただけると幸せです。








　　仲　良　し　の　磨みが　き　方







「ん……くすぐった……」

　擦かすれた声を吐き出し、悠ゆう歩ほは身じろぎする。

　今日は仕事の帰りに隆たか史ふみと食事をし、そのまま彼の部屋まできた。ちょっとした、プレゼントを持って。少し恥ずかしいけれど……お風呂上がりに、二人で使ってみるつもりだった。

　しかし自分で言い出した提案を、悠歩は早くも後悔し始めていた。下半身を隆史に軽く拘こう束そくされた状態で、悠歩は懇こん願がんするように隆史を見る。

「た、隆兄……もう、いい、から……」

「ダメだよ、ほら、ちゃんと開いて」

　肌はだの隙間を滑すべる隆史の指は巧たくみで、ぞわり、と肌はだが粟あわ立だった。

「やっぱり、は、恥ずかしい、し……」

「今さら恥ずかしがることなんて、ないだろ」

　ちらりとこちらを見る、眼鏡めがねの奥で輝く目は少しいたずらっぽい。外では見せない表情にドキリとした。悠歩の抵抗をおもしろがるように、隆史は悠歩がプレゼントした『道具』を手にし、軽く振ってみせる。

「悠歩が使ってみてって、買ってきてくれたんだろ？」

「そ、そうだけど……」

　まさかこんなことになるとは思っていなかった。じりじりと後退する悠歩だが、足首を摑つかまれ、すぐに引き戻される。

「じっとして、ほら」

「……っ」

　普段人目に曝さらされない部分に、硬質な感触を感じた。びくりと肩を竦すくませ、悠歩はぎゅっと目を瞑つぶる。

「ちゃんと見て、悠歩」

　そう言われ、悠歩は素直に隆史の手元を見た。すらりとした指に、例の『道具』が握られている。するするとそれを悠歩の先端にあてがい、軽く擦こすりつけてきた。悠歩が動かないようにと添えられた手の温かさと、擦りつけられている物の無機質な温度に混乱する。

「や……ダメ……、やめて……っ」

　シュッシュッと微かすかな摩ま擦さつ音おんが妙に耳に響いてきて、悠歩は堪こらえきれずに懇こん願がんした。

「もう無理、無理だからっ。く、くすぐったくてもうダメ……！」

「こらっ、動くなって。危ないだろ」

　ケラケラ笑い出した悠歩に、隆史は呆あきれたようにため息をついた。その手には、真新しい足の爪用ファイルが握られている。悠歩が普段愛用していて、使いやすいからと隆史にもいくつかプレゼントしようと思った物だ。手入れの方法を教えてあげたかっただけなのに、こんな展開になるなんて。

「そんなにくすぐったかった？　それとも……くすぐったいだけじゃなくて、焦あせった？」

　くすりと笑いながら、隆史が再び悠歩の素足に触れてくる。そっと手のひらで甲こうを撫なでられ、ぴくんと足の親指が反そり、その後、五本の指をぎゅっと握るように縮めた。

「足……そんなに感じるの。この、親指と人差し指の間、とか。ここは？　土踏まず……綺麗なアーチだな、かかとも白くて柔やわらかくて」

　隆史は恭うやうやしい仕草で悠歩の足を持ち上げ、指先に唇を近づけようとする。吐と息いきがかかり、悠歩は堪たまらず足をばたつかせ逃げようとした。

「もうっ、隆兄っ！」

「わっ、悠歩、急に動くなよ。危ないって……っ」

「今度は、僕の番だからね……！」

　悠歩は耳まで真っ赤にしながら、もう一本のファイルを手にし、隆史にじりじりと近づく。

　隆史は両手を挙げ降参のポーズをしながら、笑いを堪えるように肩を震わせていた。
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